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　魔ま王おう。

　そして、竜りゆう騎き士し。

　共に伝説に謳うたわれた存在である両雄ゆうの激げき突とつは、永えい劫ごうに続くかとさえ思われました。

『鬼おに丸まる』と『明アけウのロ明ー星ラ』──魔界一の刀とう匠しようが暗黒鉄デスメタルを鍛きたえ抜ぬいて生み出した至高の刃やいばが切り結んだ数は、千合を優に超こえているでしょう。

　時間にして、およそ半日。

　魔王メイ＝ヘムとアホタレは、戦い続けていました。

　破は壊かい神しんと化したバハムートが振ふり撒まいた滅ほろびの力によって引き裂さかれ、砕くだかれ、焼けた大地を、魔王とアホタレの音さえ置き去りにする脚きやく力りよくが切り刻み、震ふるわせ続けています。

　ここまでは、まったくの互ご角かく。少なくとも、魔王の『鬼丸』もアホタレの『明けの明星』も、一度も相手を捉とらえてはいません。

　とはいえ、危うい場面、惜おしい場面は何度もありました。

　魔王の刃は一度ならずアホタレの首筋に皮一枚のところまで迫せまっていましたし、アホタレの刃も同様です。

　終わりのまったく見えない、しかし、次の瞬しゆん間かんにも決着が訪れるかもしれない戦いです。一瞬たりとも気が抜けません。

　そんな緊きん張ちよう状態が、もう半日も続いているのです。

　神経はもう、今にも切れてしまいそうなほどに磨すり減っていました。

　見守っているだけの私ですら、正気と狂きよう気きの狭はざ間まに立たされるほどなのです。

　実際に戦っている魔王とアホタレの消しよう耗もうは、計り知れません。

　ただでさえバハムートとの戦いで、魔王もアホタレも極限まで消耗していたのです。

　魔王は、一度使えば十日は全力で戦えなくなるという奥おう義ぎ〝拳けん王おう招しよう来らい〟を立て続けに二度も使い、アホタレもヴァナディースから与えられた力を使い果たしてしまいました。

　一騎き打ちが始まった時点でもう、魔王もアホタレも十全には程遠い状態だったのです。

　そんな状態で戦い始めて、息つく間もなく半日も戦い続けて、それでも未いまだ、ふたりの闘とう気きはまったく衰おとろえていませんでした。熱く、激しく、淀よどみなく、滾たぎり続けています。研とぎ澄すまされた剣けん気きには、微み塵じんの鈍にぶりも曇くもりもありません。

「父とう様さま、楽しそう」

　戦いが始まって以来、緊張感に呑のまれて言葉を発せずにいたのは私だけじゃありません。

　トモエさんも、アイネイアも、ノェルも、イングヴェルデも、クリームヒルトも、戦いが始まってから今まで、ただの一言も発してはいませんでした。

　その長い沈ちん黙もくをついに破ったのは、ノェルでした。

「あんなに楽しそうな父様、ボク、初めて見るよ……」

「そうだな」

　ノェルの隣となりに立つアイネイアが、同意を示しました。

「私も、初めて見る」

　アイネイアの美び貌ぼうには、相変わらず疲ひ労ろうの色が濃こく滲にじんでいました。

　イングヴェルデの超ア戦イ闘ド体ル・ラーズグリーズとの戦いで負った傷は、この半日の間にほとんど治っているはずです。顔色が悪いままなのは、緊きん張ちようの持続による精神的な疲労が体力の回復を妨さまたげているからでしょう。

「私は、ある」

　そう言ったのは、ノェルの隣──アイネイアとは反対側に座り込んでいるイングヴェルデでした。

「百年前に、見た」

　バハムートに精神を食われていた彼女の顔色は、アイネイア以上に青く、暗く──死人のようでした。

　肉体的にも精神的にも限界まで消しよう耗もうしているはずです。回復には時間がかかるでしょう。

　イングヴェルデの斜ななめ後ろでは、クリームヒルトがあぐらをかいた格好で、こっくりこっくりと船を漕こいでいました。

　流血と悲鳴をこよなく愛するクリームヒルトですが、魔ま王おうと竜りゆう騎き士しの宿命の一戦は、興味の対象ではないようです。

　実は狸たぬき寝ね入いりで、魔王を援えん護ごする機会を窺うかがっている、という可能性もありますが……。

　クリームヒルトは戦争を望んでいます。ここで魔王がアホタレに敗れて戦争が終わってしまうことは、好ましい事態ではないはずです。……警けい戒かいは、しておきましょう。

「竜騎士レイジャックとの戦いでも、父とう様さまはあんなふうに……笑っていた」

　私は魔王の凶きよう貌ぼうに視線を注ぎました。

　こめかみどころか顔中に青筋をくっきりと浮うかべ、歯を剥むき出しにしたその表情は、一見すると憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうのようですが……私には、わかります。わかるようになりました。

　イングヴェルデの言うとおり、魔王メイ＝ヘムは笑っています。それも、この上もなく嬉うれしそうに、です。アホタレとの戦いを心底、楽しんでいるのです。

「おまえには、感謝してるぜ。レックス」

　暗黒鉄デスメタル製の剛ごう刀とうを大きく振ふりかぶって、魔王は言いました。

「おまえのおかげで、百年ぶりに、俺おれは俺に立ち返れた」

　その言葉の意味は、理解できました。

　魔王メイ＝ヘムがアホタレと刃やいばを交える理由は、二つあります。

　一つは、魔界の王として、民の望みを叶かなえるために。

　もう一つは、強者に挑いどみ打ち勝ちたいという戦士としての本能。

　等価であったはずの二つの理由は、しかし、半日にも及およぶ互ご角かくの攻こう防ぼうの過程で前者の理由が削そぎ落とされ。

　魔ま王おうメイ＝ヘムは今、王ではなく一いつ介かいの戦士として、アホタレと相対しているのです。

　王であると同時に戦士であり、戦士であると同時に王でもある魔王メイ＝ヘムは……その本質は、やはり、戦士なのです。

「だが、いつまでも楽しんじゃいられねぇ。ここから先は、滅めつ私しだ。……勝たせてもらう」

　そう言うと、魔王は凶きよう貌ぼうから笑みを消し──。

　振ふりかぶった鬼おに丸まるを、その場で振り下ろしました。

　ただし、鬼丸の柄つかを握にぎる魔王の手は、漆しつ黒こくの刃やいばが振り抜ぬかれるその前に、柄から離はなれていました。

　つまり、魔王メイ＝ヘムは、鬼丸を投げたのです。

　アホタレめがけて、投げつけたのです。

　虚きよを突つこうとしたのであれば、失敗です。

　極限まで高められたアホタレの集中力は、半日戦い続けても極限を保ち続けていたアホタレの集中力は、その程度では微み塵じんも乱れはしませんでした。

　剣けんを振りかぶる動作で迫せまる黒こく刃じんを弾はじき飛ばし、その時には既すでに地面を蹴けっていたアホタレは、瞬しゆん時じに魔王との間にあった距きよ離りを殺し、振りかぶった剣を袈け裟さ懸がけに振り下ろしました。

　十分すぎるほどに、それは必殺の一いち撃げきでした。

　斬ざん撃げきも、刺し突とつも、薙なぎ払はらいも、この半日の間にアホタレが繰くり出した攻撃は、すべてが必殺でした。魔王も同様です。

　フェイントなど一切交えず、ただひたすらに、渾こん身しん必殺の一撃を交こう換かんし続けてきたのです。

　カタナを手放した魔王に、アホタレの必殺の一斬を防ぐ手立てはありません。かわせる間合いでもありません。

　そして、アホタレの暗黒剣デスブリンガー──『明アけウのロ明ー星ラ』は、今、兄弟刀である『鬼丸』との打ち合いに於おいて、かつてない剣気を発しています。そこにアホタレの力が上乗せされているのです。

　今の『明けの明星』に切れない物はありません。

　魔王の筋肉が高位の竜ドラゴンの鱗うろこにも勝る硬こう度どと強度を誇ほこっていたとしても、今の『明けの明星』を前にしては、紙も同然です。

　故ゆえに、その一撃で、半日にも及およんだアホタレと魔王との戦いは、アホタレの勝利によって幕を閉じるはずでした。

　結果を言ってしまえば。

　防ぐこともかわすことも耐たえることも叶わないはずのアホタレのその一撃は、不発に終わりました。

　防がれたのではありません。かわされたわけではありません。かといって、命中したにもかかわらずダメージを与えられなかったということでもありません。

　壊こわされてしまったのです。

『明アけウのロ明ー星ラ』が。

　刃先から根本に至るまで。

　それはもう、粉々に。

　完かん膚ぷなきまでに。

　破は壊かいされてしまったのです。

　魔ま王おうの二つの拳こぶしが、皮一枚のところまで迫せまっていた漆しつ黒こくの刃やいばを挟はさみ込んで止め、そのまま砕くだいたのです。

　白しら刃は取どりならぬ白刃砕き。『明けの明星』の刃の色を鑑かんがみれば、黒刃砕きと表現するべきなのかもしれませんが──とにかく。

　王おう都とを旅立つ以前から今日までアホタレとともに在あり続けた暗黒剣デスブリンガーは。

　魔界一の名めい匠しようの逸いつ品ぴんであり、アホタレにとってはお祖ば母あ様さまの大事な形見でもある『明けの明星』は。

　魔王との宿命の一戦に於おいて、失われてしまったのです。

　ここから先は、滅めつ私しだ。

　魔王の言葉が甦よみがえりました。

　あれは、戦士としての戦いをやめるという意味だったのです。魔界の王として、民の望みを叶かなえることに徹てつするという意味だったのです。

　戦士として戦うことをやめた魔王は、カタナを捨てました。そして、アホタレの剣けんを破壊しました。アホタレにも、剣を捨てさせたのです。

　互いに、無手。

　剣での勝負は互ご角かくでも、無手での勝負となれば話は別です。

〝拳けん王おう招しよう来らい〟

　魔王がバハムートを煉れん獄ごく界かいへと叩たたき落とす際に使った技です。

　一度使えば十日は全力で戦えなくなるほどに消しよう耗もうするというアイネイアの説明からも、〝拳王招来〟が魔王にとっての奥おくの手、奥おう義ぎ──言い方は色々とあるでしょうが、とにかく、最大最強の必殺技であることは、明白です。

　そして、〝拳王招来〟は、臨りん界かいを超こえた闘とう気きを巨きよ人じんの姿に具現化し、空前絶後の鉄拳を繰くり出すという技です。

　魔王メイ＝ヘムの強さは、真しん骨こつ頂ちようは、剣ではなく拳での戦いに於いて発はつ揮きされるということです。

　アホタレは、違います。

　アホタレにはお祖母様仕込みの体術がありますが、それでもアホタレは剣士です。無手が剣を持っている状態を上回るということはありません。

　剣けん対剣は、互ご角かく。魔ま王おうが無手でアホタレが剣を手にしていれば、優位に立てるのはアホタレのほうでしょう。さしもの魔王も、アホタレの剣を素手で防ぐのは限界があります。しかし、無手対無手であるならば、アホタレに勝ち目はありません。

『明アけウのロ明ー星ラ』を砕くだいたことで自らの勝利を確定的なものにした魔王の顔に、笑みはありませんでした。

　本意ではないのでしょう。それでも、魔王は戦士として雌し雄ゆうを決するよりも、王として、民のためになりふり構わず勝利をもぎ取ることを選せん択たくしたのです。

　笑みはなくとも、魔王が間かん髪はつ入れずに繰くり出した拳こぶしに迷いは微み塵じんも感じられません。

　アホタレの遥はるか頭上から打ち下ろされた剛ごう拳けんは、アホタレの顔面──ではなく、アホタレが顔面の前で交差させた両腕うでを掠かすめて、その爆ばく発はつ的な拳圧で、焼けた地面を、文字どおり爆ばく破はしました。

　お祖ば母あ様さまの形見である剣を砕かれても、アホタレは冷静でした。

　驚おどろかず、怯ひるまず、慌あわてず、魔王の拳を両腕を盾たてにして受け流したのです。

　とはいえ、一いち撃げきをやり過ごしたところでアホタレの不利は変わりま──いえ。

　変わっていました。

　というよりも、むしろ。

　終わって、いました。

　魔王の拳を受け流しつつ背後へと回り込んだアホタレの手には、剣──ではなく、カタナが握にぎられていて。

　漆しつ黒こくの刃やいばが、魔王の巨きよ躯くを、背中から貫つらぬいていたのです。

　一体、なにが起きたのか。

　私の目は一部始終を捉とらえていました。捉えてはいましたが、目で見た光景を頭で理解するまでに、多少の時間を要しました。

　まず、アホタレが手にしているカタナは、もちろん『明けの明星』ではありません。

　アホタレが手にし、魔王を貫いているそのカタナは、『鬼おに丸まる』です。魔王のカタナです。

　魔王がアホタレに向けて投げつけ、アホタレが砕かれる前の『明けの明星』で弾はじいたそれは、魔王の背後に──アホタレが回り込んだちょうどその場所に落ちてきて……。

　アホタレは、まるでその場所に『鬼丸』が降ってくることがわかっていたかのように迷いなくつかみ取り、魔王の広大な背中に、その漆黒の刃を突つき立てたのです。

　実際に、わかっていたのでしょう。

　弾いた瞬しゆん間かんの手て応ごたえで魔王の背後に落ちてくるだろうことがわかったのか。魔王の背後に落ちてくるように弾いたのか。とにかく、アホタレには弾いた『鬼丸』が魔王の背後に落ちてくることが、わかっていたのです。

『明けの明星』が砕かれてしまうことまで予測していたわけではないでしょう。……それとも、アホタレは魔ま王おうが『明アけウのロ明ー星ラ』の破は壊かいを狙ねらっていることまで読んでいたのでしょうか。

　わかりません。わかりませんが……。

　半日にも及およんだアホタレと魔王の宿命の一戦は、アホタレの勝利によって決着を見たのです。

「敗まけ……ちまったか……」

　魔王は笑っていました。

　口の端はから血を流し、敗北を認める言葉を口にしながら、その顔に、満足げな笑みを浮うかべていました。

　アホタレがカタナを一息に引き抜ぬくと、魔王はよろめくことなくゆっくりと、まるで傅かしずくようにその場に片膝ひざをつきました。

　傷口から流れ出た血が、壊こわれた地面に黒い染みを広げていきます。

「父とう様さまっ！」

　悲痛な声をあげて駆かけ寄ろうとしたノェルを、アイネイアが肩かたをつかんで制しました。

「案ずるな、ノェル。急所は外れている」

　アイネイアの言うとおり、アホタレの一いち撃げきは魔王の背中から胸むねを見事に貫つらぬいてはいますが、刃やいばが通り抜ぬけたその箇か所しよは、重要な器官を絶ぜつ妙みように避さけています。

　故ゆえに、その傷は、重傷ではあっても致ち命めい傷しようではありません。

　致命傷を与えるはずがないのです。アホタレの目的は、魔王を殺すことではないのですから。

　死に至らない傷を一つ負ったところで、魔王にとっては痛くも痒かゆくもないでしょう。立ち上がり戦うことは、まだまだ十分可能なはずです。

　それでも、私は戦いの終わりを──アホタレの勝利を、確信していました。

　理由は、闘とう気きです。

　魔王の闘気が、すっかり消えてしまっているのです。敗北を認めたかのように。──事実、魔王は敗北を認める言葉を口にしていました。

「殺せ」

　片膝をついたままの格好で、魔王は言いました。

　カタナを斜はす交かいに一振ふり、血ち糊のりを払はらって、アホタレは答えました。

「嫌いやだ」

「……ま、そう言うと思ったぜ」

　苦笑して、魔王は軽く咳せき込みました。口と傷口から血の滴しずくが飛び散りました。

「だが、命があったら、俺おれは上の世界を攻せめるぜ」

「それは、困る。だけど、オレはあんたを殺さない」

「薄はく情じような勇者様だ」

　魔王は立ち上がり、振り返って、




「死ね、下げ賤せん」




　アホタレに襲おそいかかりました。

　魔ま王おうの屈くつ強きよう極まる腕うでがアホタレをはね飛ばし、鮮せん血けつがほとばしりました。

　アホタレ──ではありません。

　無数の光に、腕を、胸むねを、腹を、脚あしを──全身を貫つらぬかれて巨きよ躯くを血に染めたのは。

　魔王です。

　魔王は、今度は片膝ではなく両膝をつきました。よろめいて、がっくりと崩くずれ落ちました。

「メイ＝ヘム！」

　魔王の名前を叫さけんだのは、アホタレです。

　アホタレは魔王に駆かけ寄ろうとして、その行動を中止せざるをえなくなりました。

　目の前の地面に、上空から降り注いだ無数の光が突つき刺ささったのです。

　光──。

　魔王を貫き、アホタレの行く手を阻はばんだのは、黄金に輝かがやく剣けんでした。

　アホタレが足を止めるのが半はん瞬しゆんでも遅おそければ、アホタレは魔王と同様、眩まばゆい剣の雨に全身を貫かれていたでしょう。

　息を呑のみつつ空を仰あおいだ私は、そこに見覚えのある人物の姿を目もく撃げきしました。

　見覚えがある、どころではありません。

　今の私にとって一番身近な顔が──。

　愛いとしい人の顔が、そこにありました。

　アホタレです。

　赤い空を背負って、銀の鎧よろいに身を包んだアホタレが傲ごう然ぜんと腕を組んでいました。

　いえ。

　いえ──。

　アホタレじゃありません。

　あれは、アホタレじゃありません。

　アホタレであるはずがないのです。

　アホタレは地上にいます。見開いた目を上空に現れたもう一人の自分に向けています。

　それに、アホタレは──。

　私が知るアホタレは、あんなふうに、塵ゴミを見るような目で他人を見下ろしたりはしません。

「誰だれの許しを得て儂わしを見上げている」

　組んでいた腕を解いて、空中の人物は──アホタレと同じ顔をした、しかし、アホタレではありえないその何者かは、言葉を発しました。

　口調は傲ごう慢まんですが、声質そのものはアホタレに酷こく似じしています。

　銀色がかった黒くろ髪かみも、空色の瞳ひとみも、顔の造りも、声までもがアホタレと同じ……。

　ですが、繰くり返しになってしまいますが、その人物はアホタレではありえません。

　容よう貌ぼうがどれだけ似ていても、身に纏まとっている空気がまったく違ちがいます。

　では、一体何者なのか──。

　一人だけ、心当たりがありました。

　アホタレと瓜うり二つの容貌で、銀の鎧よろいを身につけた人物に。

　王おう都とを旅立つ前、アホタレやトモエさんと出会ったその日に、私はハイドフェルト家の階段で、『彼』とも出会っていました。

　出会った、という表現は正しいとは言えません。

　なにしろ『彼』は、肖しよう像ぞう画がに描えがかれていたのですから。

　肖像画だけではありません。救世の英えい雄ゆうである『彼』の姿は、王城に、市街の広場に、彫ちよう像ぞうとして在ありました。

『彼』の名は、レイジャック＝ウル＝ハイドフェルト。

　アホタレの曾ひいお祖じ父い様さまにして、竜りゆう王おうシグルドの竜騎き士しです。

「竜騎士、レイジャック……！」

　いえ。

　いえ。

　いえ。

　いえ。

　いえ……！

　ありえないのです。

　竜騎士レイジャックであるはずがないのです。

　百年前の人物であるレイジャックが生きているはずがない、といったことではありません。

　救世の英雄として知られるレイジャックですが、その活かつ躍やくは誰だれもが知るところであっても、人じん魔ま戦争後の彼を知る者は、多くありません。

　英雄の知られざる末路を、しかし、私は知っていました。

　竜王シグルドの力を借りるために竜王の竜騎士となったレイジャックは、戦後、竜王の魂たましいの器うつわとなりました。──竜王に肉体を奪うばわれたのです。

　故ゆえに。

　竜騎士レイジャックは、レイジャック＝ウル＝ハイドフェルトという人格は、既すでに存在していないのです。

　故に。

　あれが幻まぼろしなどではなく、本物のレイジャックなのだとすると、それは、つまり──。

「竜王……シグルド……」

「儂わしを見上げただけでなく、名まで口にするか。万死に値する。──天てん鱗りん剣けん」

　私が呻うめくように口にした名を否ひ定ていすることなく、アホタレと──そして、竜りゆう騎き士しレイジャックと同じ顔を持つその男は──竜王シグルドは、レイジャックのものであったはずの腕うでの片方を肩かたの高さまで持ち上げて、全身から無数の小さな光の粒つぶを発しました。

　燐りん光こうとでも表現するべきそれは、眩まばゆく弾はじけて、剣けん呑のんな形状へと自己を変質させました。

　剣です。

　魔ま王おうを貫つらぬき、アホタレの行く手を阻はばんだのと同じ、黄金の剣です。数は三十を超こえています。その切っ先は、一本残らずすべて、地上の私たちへと向けられています。

「死んでひれ伏ふせ」

　その一言を言い終えるよりも早く、天鱗剣という名前らしい黄金の剣は、疾しつ走そうを始めていました。

　流星の如ごとく光の尾おを引いて、矢にも勝る疾はやさで、天鱗剣は地上へと──私たちへと降り注ぎます。

「アンジュ！」「アンジュ様！」

　私の名前を呼ぶアホタレとトモエさんの声がほとんど同時に聞こえて、次の瞬しゆん間かん、私は吹っ飛ばされていました。

　私を吹っ飛ばしたのは、トモエさんです。

　見えていました。

　アホタレとトモエさんが同時に動いて──近い位置にいたトモエさんが、体当たりで私を天鱗剣の雨から逃にがしたのです。

　見えてはいたのです。天鱗剣も、アホタレとトモエさんの動きも。けれど、見えてはいても足は動いてくれなくて。

　トモエさんが体当たりしてくれたおかげで、私は天鱗剣に貫かれずにすみました。

　ですが、トモエさんは。

　私を助けたトモエさんは、そのせいで天鱗剣を避さけきることができず──。

　私の身代わりになって、トモエさんは天鱗剣に貫かれていました。

　胴体の、ほぼ中央を──人体でいえばちょうど心臓がある位置を、背中側から貫かれて、地面に縫ぬいつけられています。

「トモエさん！」「クリームお姉ねえちゃん！」

　私の叫さけびに重なって響ひびいた悲鳴は、その声の主は、ノェルです。

　私は横たわったまま首を動かしてノェルの姿を探し──見つけました。

　ぺたんと尻しり餅もちをついた格好のノェルは、褐かつ色しよくの腕にクリームヒルトを抱いていました。

　クリームヒルトは下腹部を天鱗剣に貫かれていました。頭から血を流し、右腕を失っていました。

　薄うすい水色の衣と純白の肌はだを自らの血で真っ赤に染めて、末の妹の腕うでの中で、クリームヒルトは笑っていました。

「あは……は……。なに、やってるんだろ……あたし……」

　クリームヒルトが、なぜそこにいるのか。彼女はノェルから離はなれた場所にいたはずです。そして、ノェルは動いていません。それが意味するところは、明白でした。

　クリームヒルトが自らを盾たてにして、ノェルを庇かばったのです。──トモエさんが私を庇ったように。

「トモエさん……！」

　私は起き上がって、トモエさんに駆かけ寄りました。

　杖つえを捨て、トモエさんを貫つらぬいている天てん鱗りん剣けんの柄つかを両手でつかみます。一息に引き抜ぬこうと試みましたが、地面に深く突つき刺ささっている黄金の刃やいばはビクともしませんでした。

「アンジュ、代われ！」

　アホタレが、きてくれました。

　慌あわてて手を離はなした私に代わって天鱗剣の柄を片手でつかんだアホタレは、いともあっさりとトモエさんを黄金の刃から解放しました。

「トモエさん！　トモエさんっ！」

　私はトモエさんを仰あお向むけにして抱え起こしました。

　トモエさんは、呼びかけに応こたえてくれません。

　人体の急所を貫かれたとはいえ、トモエさんは人ではありません。重傷ではあっても死に至る傷ではないはずです。なのに、トモエさんは呼んでも揺ゆすっても目を開けてはくれません。──ピクリとも動きません。

「お姉ねえちゃん！　クリームお姉ちゃん！」

　背後からは、ノェルがクリームヒルトを呼ぶ声が繰くり返し聞こえてきます。

　クリームヒルトは生きているのでしょうか。アイネイアとイングヴェルデの無事も確認できていませんが、私は歯を食いしばって天上の竜りゆう王おうを睨ねめ上げました。

「なおも儂わしを見上げるか。犬にも劣おとる下げ賤せんには、己おのが卑ひ小しようさを理解する頭さえないと見える」

「なぜ……なぜ、あなたがここにいるのです!?　竜王シグルドっ！」

　再び腕を組んだ竜王に、私は怒ど気きを込めた声を叩たたきつけました。

「ほう……なかなかの胆たん力りよくだ。褒ほめてやるぞ、下賤」

「答えなさい！　なぜ、あなたがここにいるのです!?」

　神にも等しい存在である竜王に荒あらい声をぶつけることに、私はためらいを感じてはいませんでした。

　竜王と戦う覚かく悟ごは、とっくにできていました。

　アホタレが竜王ではなくヴァナディースの竜騎き士しになった以上、竜王との戦いが避さけられないものであることは、わかっていたからです。

　竜りゆう王おうの怒りを買い、聖せい母ぼ竜りゆうから堕だ天てん竜へと貶おとしめられたヴァナディース。

　ヴァナディースの存在を知る者を、竜王は決して生かしてはおきません。

「父を殺すためだ！」

　アイネイアの声でした。

　私の隣となりへと歩み出てきたアイネイアは、片方の腕うでをイングヴェルデの腰こしへと回し、自力では立っていられない彼女を支えていました。もう片方の手には、騎士剣ナイトソードが握にぎられています。

「竜王シグルド！　貴様にとって、父とバハムートはあってはならない存在だった！　貴様の力を以もつてしても太た刀ち打うちできない存在であるが故ゆえに！　違ちがうか!?」

　叫さけんだアイネイアに竜王が返したのは、言葉ではなく眩まばゆい剣けんの雨でした。

　魔ま王おうの肉体をも易やす々やすと貫つらぬいた天てん鱗りん剣けんですが、その動きは極めて単純です。目標めがけて、ただまっすぐ飛んでくるだけです。どれだけ数が多くとも、矢のように疾はやくとも、魔界一の剣士と謳うたわれた『黒獅じ子し』アイネイアの剣腕の前には、通じません。

　アイネイアは、イングヴェルデに肩かたを貸した不十分な体勢ながら、迫せまり来るすべての黄金の剣を手にした騎士剣を操って弾はじき飛ばしました。

　隣にいた私にも天鱗剣は容よう赦しやなく降り注いできましたが、私の目の前にはアホタレがいました。

　強敵との連戦で疲つかれ切っているはずのアホタレですが、剣けん閃せんには未いまだ鈍にぶりはなく、魔王のカタナである『鬼おに丸まる』を振ふるって、私とトモエさん、それに後方にいるノェルとクリームヒルトを竜王の凶きよう刃じんから守ってくれました。

　忌いま々いましげに口の端はを歪ゆがめた竜王に、アイネイアはさらなる大だい音おん声じようを叩たたきつけました。

「臆おく病びよう者の貴様は待っていたのだ！　病に罹かかった父が力を失うその時を！」

　病に罹った……？

　私が向けた疑問の視線に気づいたアイネイアは、奥おく歯ばを噛かみしめ、苦痛に耐たえるような表情で答えました。

「父は黒こく死し病びように罹っている」

　私は見開いた目を魔王に向けました。

　褐かつ色しよくの巨きよ躯くを幾いく本もの天鱗剣に貫かれている魔王は、地面に両膝ひざをついた格好を崩くずしてはいません。深く項うな垂だれているために表情を窺うかがうことはできず、生死の判別はできません。

　ただ、あれだけ強大で揺ゆるぎなかった闘とう気きが、今は一切感じられません。生きているのだとしても、戦うことはもうできないでしょう。

「魔王が、黒死病に……」

　黒死病は魔ま人じんの男性だけが罹る病です。

　魔王も魔人の男性である以上、黒死病に罹り患かんしていたとしても……たしかに、不思議ではありません。

　そして、黒こく死し病びようは死に至る病です。

　時間がない。

　魔ま王おうが幾いく度か口にしていたその言葉の意味が、理解できました。

　誰だれかが倒たおさずとも、魔王は遠からず命を落としていたのです。

　だからこそ、己おのが命に限界が見えていたからこそ、魔王は私たちの世界への侵しん攻こうを急いでいたのです。

　王である自分に民が託たくした夢を、命燃え尽つきる前に叶かなえるために──。

「バハムート……。あれは、下げ賤せんが扱あつかうには過ぎた玩具おもちやだった」

　アホタレと同じ顔を持つ竜りゆう王おうシグルドが、アホタレと同じ声で言いました。

「世界を滅ほろぼし得る玩具など、あってはならぬ」

「だが、貴様にはバハムートを破は壊かいできるだけの力がなかった」

　アイネイアのその言葉に、竜王は不快げに鼻はなを鳴らしはしたものの、否ひ定ていの言葉を返しはしませんでした。

　竜王シグルドは、百年前の人じん魔ま戦争に於おいて、魔王の操るバハムートと一度戦っています。

　バハムートを「あってはならぬ」存在としながらも、竜王はバハムートを完全には破壊していませんでした。

『しなかった』のではなく『できなかった』のでしょう。

　勝利を収めはしたものの、竜王はバハムートを破壊し尽くすことはできなかった……。

　やがて、バハムートはパンデモニウムの無限光石アイン・ソフ・オウルを得て復活を果たしました。

　バハムートを始めとするすべての超ア戦イ闘ド体ルの原型となったパンデモニウムの無限光石は、魔界で唯ゆい一いつ無む二にの、完全な無限光石です。

　完全な無限光石を得て甦よみがえったバハムートは、より強力な兵装へと生まれ変わりました。神にも等しい竜王の力さえ凌りよう駕がしてしまうほどに。

　まともに戦っては勝ち目は薄うすいと判断した竜王は、病に侵おかされた魔王が斃たおれるその時を待つことにした……。

　運命は、竜王に味方をしました。

　魔王が斃れるのを待つまでもなく、バハムートは失われました。私たちが破壊しました。

　バハムートだけではありません。クリームヒルトのロスヴァイセも、イングヴェルデのラーズグリーズも、アイネイアのレギンレイヴも、ノェルのエルルーンも、そして、魔王妃ひレダのブリュンヒルデも。超戦闘体はすべて失われました。

　笑いが止まらなかったはずです。竜王は。

　厄やつ介かいな超戦闘体は労せず破壊され、竜王の思おも惑わくを裏切ってヴァナディースの竜騎き士しとなったアホタレは、ヴァナディースから与えられた力を使い果たしてしまいました。

　竜りゆう王おうを打だ倒とうし得る存在は、今となってはもう、皆かい無むです。

　絶対的に優位な立場に立ったからこそ、竜王は私たちの前に姿を現したのです。

「王は王でも、ずいぶん違ちがうものですね」

　私は天上の竜王に向けて言いました。

「魔ま王おうメイ＝ヘムは、民の夢を背負って戦っていました。レックス様との一騎き打ちは、実に堂々としたものでした。ところが、あなたはどうです？　竜王シグルド。同じ王を名乗りながら、あなたは自らの永遠しか考えていない。背負うべき民を持たずに王を名乗るあなたは、ただただ滑こつ稽けいなだけの……道化です」

　竜王は眦まなじりを吊つり上げ、歯を剥むき出しにして怒ど号ごうを轟とどろかせました。

「痴しれ者がッ！」

　赤い空が、焼けて壊こわれた大地が──魔界全体が、震ふるえ上がりました。

　闘とう気きではありません。魔力でもありません。

　魔界を震わせたのは、人間はおろか魔ま人じんにさえ決して越こえられない条理の壁かべを越えた、遥はるか高次元の存在──すなわち、『神』のみが持つことを許された『気』です。

　神しん気き……とでも呼ぶべきでしょうか。

　そして、神気を全身からほとばしらせることによって超ちよう常じようの事態を引き起こしているのは、言わずもがな、竜王シグルドです。

　銀色がかった黒くろ髪かみと銀の鎧よろいの上に纏まとったマントを激しく靡なびかせて、竜王シグルドは怒気に満ちた声で地上の私たちを打ち据すえました。

「誰だれのおかげで、世界が今日まで存続していられると思っているッ!?　儂わしだ！　世界の存続を天命とする儂が、世界を今日まで守り続けてきたのだ！　それは、この先も断じて変わることはない！　儂の永遠には、この上もなく意味があるのだ！　世界が永遠に在あるために、儂は永遠に在らねばならぬのだ！」

　私の言葉は、竜王を怒らせてしまいました。

　愚おろかな行こう為いであることは、わかっていました。それでも、私は言わずにはいられなかったのです。

　神を気取った卑ひ怯きよう者に、言ってやらずにはいられなかったのです。

「世界は、あなたなんて必要とはしていません。あなたのような卑怯な道化に守られなければ存続できないほどに、世界は落ちぶれてはいません」

　竜王シグルドは、たしかに世界の存続のために尽じん力りよくしてきたのでしょう。彼がいなければ、あるいは世界はとうの昔に滅ほろびてしまっていたのかもしれません。

　けれど。

　竜王のおかげで世界が存続しているのだとしても、私には彼の行いを許すことはできません。

　ヴァナディース、ヴァナディースの竜騎き士しカグヤ、アイカをはじめとするカグヤの子孫たち、ユーリアさん、ユーシス、レイヴェン様……。

　多くの人が、竜りゆう王おうシグルドの行いによって、命を失い、あるいは人生を狂くるわされてきたのです。

　許せるはずがありません。

「度どし難がたい愚おろかさだ、下げ賤せん！　世界が人間の物だとでも思っているのか！」

「いいえ。ですが、世界はあなたの物でもありません」

　私は杖つえの先を竜王に向けつつ精神の糸を編み、左手のフェニックス・リングを赫かがやかせました。

　竜王との戦いは、もはや避さけられません。

　竜王が守り続けてきた上の世界を侵しん略りやくせんとする魔ま王おうも、その娘むすめたちも、ヴァナディースの竜騎き士しとなったアホタレも、ヴァナディースの存在を知る私やトモエさんも、竜王にとっては生かしてはおけない敵なのです。

　避けられない戦いである以上、死に物狂いで立ち向かうしかありません。

「世界が儂わしの物ではない……だと？　……くくっ」

　竜王は当然の如ごとく激怒するものだと、私は思っていました。

　あらん限りの大だい音おん声じようで私を罵ば倒とうし、神しん気きを嵐あらしの如く吹き狂わせながら、途と方ほうもない攻こう撃げきを繰くり出してくるに違ちがいないと、覚かく悟ごしていました。

　しかし、竜王は……意外にも、笑い出したのです。

「貴様の言うとおりだ。たしかに、世界は儂の物ではない。……世界とはすなわち儂であり、儂が世界なのだ」

「……どういう意味ですか？」

「一度ではないのだ。世界が滅ほろびの危機に瀕ひんしたのは。その度たびに、儂が世界を守護してきた。儂が在あらねば、いずれ必ず世界は滅びる。儂が在れば世界が在り、儂が無ければ世界もまた無いのだ。故ゆえに、世界は儂であり、儂が世界なのだ。……理解したか？　下賤」

「さっぱり、わからん」

　アホタレです。

「あんたの言うことはなんだか小難しくて、アホなオレには理解できないよ。でも──」

　魔王の『鬼おに丸まる』を静かに構えて、アホタレは疲つかれ切っているはずの身体からだに闘とう気きを漲みなぎらせました。

「あんたは、たくさんの人を傷つけて、悲しませた。オレは、あんたが許せない」

　同じ気持ちなのです。

　アホタレも、私と同じ気持ちでいてくれたのです。

　ならば、なにも怖おそれることはありません。

　竜王シグルドが相手であろうと、私たちは存分に戦えます。

「儂の因いん子しを継つぎながらヴァナディースに阿おもねった愚おろか者めが……。貴様の罪が一番深いぞ」

　竜りゆう王おうはそう言うと、私たちの覚かく悟ごを嘲あざ笑わらうかのように、その神性を……神が如ごとき力を露あらわにしました。

　竜王の神しん気きは魔ま界かいの赤い空を金色に染め上げて、そこに夥おびただしい数の光の点を生み出しました。

　色は純白よりもなお白く、数は千を優に超こえています。

　竜王の力の顕けん現げんである天上の光は、その一つ一つが私の剛ごう魔ま法ほうにも匹敵、あるいは凌りよう駕がするほどの攻こう撃げき力りよくを有しているのが伝わってきました。

　それをただ降り注がせるだけでも、私たちは一人残らず、跡あと形かたもなく、消し飛ばされてしまうでしょう。

　先程の天てん鱗りん剣けんにも遥はるかに勝る大攻撃です。

　しかし、竜王は、そうはしませんでした。

「我われは神意なり。我は正義なり。世界霊れい魂こんより給たまわりし我が力、集つどいて清せい浄じようをもたらせ」

　竜王は朗ろう々ろうと声を響ひびかせながら、天上に瞬またたく破は滅めつの光を、高く掲かかげた手の上に集めました。

「現界せよ、──善ぜん剣けんシグルド！」

　光は溶とけ合い、一つとなって、ある物の形を成なしました。

　剣です。

　ただし、その剣には、剣を剣たらしめる最も重要な部分が──つまりは、刃やいばが存在していませんでした。柄つかだけが、竜王の手の上に浮うかんでいるのです。

　それでも、それは紛まぎれもなく剣でした。

　刃はなくとも、竜王が善剣シグルドと呼んだその剣には、たしかに刃があったのです。

　私には、わかります。──いえ、私でなくとも、戦いのたの字も知らない幼子であったとしても、本能的に理解できたに違ちがいありません。

　善剣シグルドとは、すなわち、竜王の神気の結けつ晶しようなのです。とはいえ、神が如き強大無比な力を剣という物質的な存在に押おし留とどめることなどできようはずもありません。

　故ゆえに竜王は、己おのが膨ぼう大だいな神気を、形無き刃として束ね、留めているのです。

　竜王シグルドが自らの名前を与えたその剣が、彼の最大攻撃であることは明白でした。

　それは一振ふりで偉い大だいな奇き跡せきを、あるいは甚じん大だいな災さい厄やくを引き起こし、魔界ごと私たちを完かん膚ぷ無きまでに滅ほろぼし尽つくすことでしょう。

　竜王は形無き刃を有するその剣の柄をしっかりとつかみ取って、冷たい笑みで私たちを見下ろしました。

　絶対的な勝利を確信しているのです。そして、その確信は間違ってはいません。

　私たちに勝ち目はありません。これはもう、純然たる事実です。

　ですが、ただでは殺されません。せめて一撃。せめて一傷。人間の意地を見せてやります。

「罪人どもよ。竜王たる儂わしの至宝を以もつて、貴様らの罪を清めてやる」

　竜王の言葉の最中、アホタレが私を横目に捉とらえました。その目は、こう言っていました。

　オレに〝完全燃焼アラミタマ〟を使え、と。

　私は視線で了りよう承しようを伝えました。

　まずはアホタレに〝完全燃焼〟を使い、戦ってもらっている間に、私自身にも〝完全燃焼〟を使います。

　ふたりで命を燃やして、竜りゆう王おうに抗あらがうのです。

「儂わしの慈じ悲ひに感謝しながら死ぬがいい！」

　竜王が形無き刃やいばを──善ぜん剣けんシグルドを大きく振ふりかぶり、そして振り下ろそうとしたまさにその瞬しゆん間かん、

「死ぬのはてめぇだ」

　重く低い声が静かに、しかし、はっきりと響ひびいて、その場にいた誰だれしもを驚おどろかせました。竜王も例外ではありません。

　斬ざん撃げきを止めて顔を半分だけ振り向かせた竜王は、空色の目を限界まで見開いて、

「……っ！」

　剥むき出しにした歯をきつく噛かみしめました。

　竜王を、驚きよう愕がくを通り越こして絶句さえさせたのは、彼の背後に現れた、褐かつ色しよくの巨きよ人じんでした。

　魔ま王おうメイ＝ヘムの屈くつ強きよう極まる姿をそのまま巨大化させたようなその巨人は、竜王が振り向いた時には既すでに、拳けん撃げきの動作を開始していました。
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「拳けん王おう……」

　そして、私が巨きよ人じんの名を口にした時には、巨人──拳王の鉄拳は、竜りゆう王おうを直ちよく撃げきしていました。

　魔ま王おうメイ＝ヘムの臨りん界かいを超こえた闘とう気きの顕けん現げんである拳王は、その名のとおり『拳』による攻こう撃げきに於おいて、究極的な破は壊かい力を誇ほこります。

　破壊神と化したバハムートにさえ通じた攻撃です。究極の拳撃なのです。まともにくらって無事でいられる存在なんて、絶対にありえません。

　究極の拳撃に打ち据すえられながら、竜王シグルドは彼方かなたに吹っ飛ばされることも地面に叩たたき落とされることもなく、天上に留とどまり続けました。

　とはいえ、無傷で耐たえられたわけでは、もちろんありません。

「が……はっ！」

　大きく仰のけ反ぞった竜王は、全身から鮮せん血けつをほとばしらせていました。

　その身体からだから『外れて』くるくると飛んでいったのは、腕うで──それも、善ぜん剣けんシグルドを手にしていた右腕ではないでしょうか。

　拳王の鉄拳は、一撃では終わりませんでした。

　頭よりも高い位置から打ち下ろされた第二撃が、天上から私たちを見下ろし続けていた竜王を、今度こそ魔界の大地へと叩き落としました。

　褐かつ色しよくの巨人は、竜王の血に濡ぬれた拳を勝利宣言の如ごとく天に向かって突つき上げると、急速にその姿を薄うすれさせて、消えてしまいました。

　拳王を見上げていた視線をそのまま下げた私は、そこに、いつの間にか立ち上がっていた魔王メイ＝ヘムの姿を認めて、「魔王！」、叫さけびました。

「よぅ」

　ニッと犬歯を剥むいて答えた魔王は、今もまだ天てん鱗りん剣けんに巨きよ躯くを貫つらぬかれたままです。

　十数本のうち、数本は確実に急所を貫いています。

　人間とは桁けた違ちがいの生命力を持つ魔ま人じんとはいえ、それは確実に致ち命めい傷しようです。

「とどめだ」

　口の端はから血を流しながら、魔王は言いました。

「とどめを刺させ、レックス」

　その言葉に、アホタレは弾はじかれたように振ふり返り、私が意味を理解した時にはもう、アホタレの姿は私の脇わきを通り過ぎていました。

　私は慌あわてて振り返り、見ました。

　血ち塗まみれの竜王に切りかかったアホタレが、竜王が発した神しん気きに吹っ飛ばされる様を。

「レックス様！」

　私の頭上を通り越こし、魔王の頭上をも通り越して真っ逆さまに地面に激げき突とつしたアホタレは、すぐさま起き上がり、再度竜王に切りかかろうとして、転びました。意思に身体がまったくついていっていない感じでした。

　駆かけ寄りたい衝しよう動どうをこらえて、私は振ふり返りました。

　視線を向けた相手は、もちろん、竜りゆう王おうシグルドです。

　竜王シグルドは、傷ついていました。

　血ち塗まみれと表現しましたが、そんなものではありません。

　優美だった銀の鎧よろいは跡あと形かたもなく砕くだけて、右腕うでは善ぜん剣けんシグルドごと肘ひじの上から失われています。脚あしは左右とも不自然に曲がり、アホタレと瓜うり二つだった顔に至っては、ぐしゃぐしゃに潰つぶれていて目と鼻はなの区別さえつかないほどです。

　竜王シグルドの肉体は──かつて竜騎き士しレイジャックのものであった肉体は、こっぴどく破は壊かいされていました。

　瀕ひん死しです。あと一いち撃げき……剣でも魔ま法ほうでも、あと一撃くらわせてやれば、それがとどめになるはずです。……が、瀕死ながらも竜王は分厚い神しん気きの鎧を纏まとって、すべてを拒きよ絶ぜつしていました。

　アホタレの渾こん身しんの斬ざん撃げきさえ弾はじかれてしまったのです。私が攻こう撃げき魔法を放ったところで、効ききはしないでしょう。

「……っ──ぎ、げ……が──あっ！」

　言葉にならない声を壊こわれた喉のどからほとばしらせて、竜王は跳ちよう躍やくしました。

　ありえない角度に曲がった脚による跳躍は、それでも竜王の身を空の高みへと至らせました。

　そして、竜王は空中でもなにかを叫さけぶと、纏っていた神気を旋せん風ぷうへと変えて己おのれを巻き上げ──赤い空の彼方かなたへと、その姿を消しました。

「逃にげ……た……？」

「父とう様さま！」

　アイネイアがあげたその声に、私はハッと振り返りました。

　魔ま王おうが、倒たおれていました。




　魔王メイ＝ヘムの傷はもはや手の施ほどこしようがないほどに深く、その命の火は、いよいよ消えかかっていました。

　無数の天てん鱗りん剣けんに貫つらぬかれた時点で、魔王の命運は既すでに尽つきていたのです。その状態で、消しよう耗もうの激しい〝拳けん王おう招しよう来らい〟を使ったのです。……助かりません。

　魔王の傍かたわらには、真っ先に駆け寄ったアイネイアの他に、ノェルとイングヴェルデがいます。アホタレと私も。

　アホタレは、足がふらついてはいたものの大きな怪け我がはなく、命に別状はないようでした。

　危険なのは、トモエさんとクリームヒルトです。どちらも目を覚ます気配がまったくありません。治ち療りようを急がなければならないところですが、まずは魔王の最さい期ごの言葉を聞かなければなりません。

　伝えることがある、と魔ま王おうがそう言ったのです。

「『月の宮』だ。そこに、竜りゆう王おうはいる」

　呼吸は弱りきっていても、魔王の声に濁にごりはありませんでした。

「竜王の本体も、『月の宮』にあるはずだ。……レックス」

　名前を呼ばれたアホタレは、魔王の顔の横へと移動して、そこで身を屈かがめました。

「まだ、ヴァナディースの声は聞こえるか」

「ああ」

「『月の宮』の場所は、ヴァナディースに訊きけ。蝕しよくの夜を待って、『月の宮』へ行け」

「わかった」

「竜王を倒たおせ。俺おれたち魔ま人じんを魔界に堕おとしたあの野や郎ろうを、倒してくれ」

「任まかせてくれ」

「……最後に、もう一つ、頼たのみがある。……俺を、殺してくれ。俺は、病に殺されるのも、竜王の野郎に殺されるのも、まっぴらご免めんだ。レックス。おまえの手で、俺を、殺してくれ」

「わかった」

　アホタレは立ち上がり、『鬼おに丸まる』を振ふりかぶりました。

　制止の声をあげる者は、誰だれもいませんでした。

「後は任せたぜ、おまえら」

　娘むすめたちに向けたそれが、魔王メイ＝ヘムの最さい期ごの言葉になりました。

『鬼丸』の美しい漆しつ黒こくの刃やいばがアホタレの手によって振り下ろされ、民の夢を背負って戦い続けた魔界の王は、その生しよう涯がいを終えたのです。




「すまない、レックス」

　立ち尽つくすアホタレに最初に声をかけたのは、アイネイアでした。

「だが、他ならぬおまえの手で逝ゆけたのだ。戦士として逝くことができたのだ。父は……満足しているはずだ」

「……だと、いいんだけどな」

　そう返事をしつつ、アホタレはアイネイアに『鬼丸』を差し出しました。

　アイネイアは首を横に振って、言いました。

「それは、おまえが持っていてくれ。そのほうが、父も喜ぶだろう」

「……そっか。じゃあ、ありがたく貰もらっておくよ」

　そして、私たちは魔王殿でんへと場所を移しました。

　トモエさんとクリームヒルトの治ち療りようのために、です。

　魔界には、僧そう侶りよの使う神しん聖せい魔ま法ほうは存在しません。が、治ち癒ゆの能力を持った魔人は少ないながらもいて、救きゆう済さい士しと呼ばれる彼らの中でも、特に優すぐれた治癒能力を持つ二名が、魔王の居城にいるのだそうです。

　魔ま王おうの居城である魔王殿でんは、魔界の中央に位置していました。

　そこは、真っ白で、とてもとても寒い場所でした。

　永久凍とう土どに聳そびえ立つ巨きよ大だいな氷山の斜しや面めんに築かれた、無骨な建物。

　大きさは、ランドール王城の半分もありません。城というよりは砦とりでといった風情です。

　糖とう果かの森からここまでは、竜りゆうに姿を変えたアホタレに運んでもらいました。

　アホタレは、ヴァナディースの力を完全には使い切ってはいなかったのです。

　戦えるほどの力はさすがにもうないようですが、竜に姿を変えて飛ぶだけならば、あと数回は可能だそうです。

　最低限の力を残していたアホタレの判断は、的確でした。

　バハムートとの戦いでヴァナディースの力を使い切ってしまっていたら、私たちは上の世界に帰れなくなっていました。

　ただ、アホタレが本当にそこまで考えて力を残していたのかどうかは、わかりません。

　あるいはアホタレは、力を使い切ることでヴァナディースが消えてしまうことを恐おそれたのかもしれません。

　ヴァナディースは肉体を持たない、力と魂たましいだけの存在です。そのヴァナディースが力を使い果たしてしまえば、魂を現世に留とどめておくことも不可能になり、今度こそ、ヴァナディースは完全に消しよう滅めつしてしまうでしょう。

　どちらにせよ、アホタレがヴァナディースの力を残してくれていたおかげで、極々短い時間で魔王殿へと到とう達たつすることができました。

　救きゆう済さい士しの治ち癒ゆ能力は見事なもので、トモエさんとクリームヒルトの身体からだから、あっと言う間にすべての傷を痕あとさえ残さずに消してしまいました。クリームヒルトの失われた四し肢しさえも元通りに再生させてしまったのですから、驚きよう嘆たんに値します。……が、安あん堵どの息をつくことはできませんでした。

　トモエさんもクリームヒルトも、まだ目を覚ましていないのです。

　救済士の言げんでは、クリームヒルトは頭に受けた傷が深すぎたのが原因で覚かく醒せいが遅おくれているのだそうです。ただ、傷自体は完治しているので、遠からず覚醒するだろうということでした。

　問題は、トモエさんのほうです。トモエさんは、深手を負うよりも前に、身体になんらかの重大な不具合を抱えていたのでは……というのが、救済士の見立てでした。

　言われてみればたしかに、トモエさんは竜りゆう王おうの攻こう撃げきを受けるその前から、立ち上がることさえままならないほどに疲つかれ切っていました。

　その原因にも、心当たりがありました。煉れん獄ごく界かいに満ちる炎ほのおと瘴しよう気きから私とアホタレ、それにイングヴェルデを守るために、トモエさんは〝超絶対刃アルテイマソード〟と化した身を、さらに三つに分けたのです。その行こう為いが原因であることは、間ま違ちがいないでしょう。

「トモエは、いつになったら目を覚ますんだ？」

　アホタレの問いに、救きゆう済さい士しは首を横に振ふりました。

　わからないのです。

　次の瞬しゆん間かんにも目を覚ますかもしれないし、永遠に眠ねむり続けたままかもしれない……。

「トモエさん……」

　私は眠るトモエさんの白い頬ほおに手を重ねて、声をかけました。

「早く、起きてください」

　私たちの戦いは、まだ終わってはいないのです。

　竜りゆう王おうを倒たおさなければならないのです。

「トモエさんの力が、必要なんです。最後まで、トモエさんと一いつ緒しよに戦いたいんです。だから、早く起きてください……」

　トモエさんの目は、開きません。

「トモエさん……」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　アホタレが私の肩かたに手を載のせて、言いました。

「トモエは、大丈夫。トモエだから、大丈夫だ」

　以前の私なら、「根こん拠きよのないことを言わないでください！」と怒っていたところでしょう。

　でも、今は。

　アホタレの言葉に、素直に「はい」と頷うなずくことができました。

　根拠なんて、必要ないのです。

　アホタレは、トモエさんは必ず目を覚ますと信じています。それは私も同じでした。

　そして、私はトモエさんを信じているアホタレのことも、信じていました。

　だから、根拠なんてなくても、論理的じゃなくても、トモエさんは大丈夫なのです。

　コンコン、と扉とびらを叩たたく音がしました。

「私だ」

　扉の向こうから聞こえたその声は、アイネイアのものです。

「どうぞ」

　扉を開けて入ってきたのは、アイネイア一人だけでした。

「ノェルは、どうしていますか？」

「クリーム姉ねえ様さまの傍そばにいる」

「ノェルは、その……大丈夫ですか？」

　魔ま王おうの死からここに至るまで、ノェルは涙なみだを見せてはいませんでした。下唇くちびるを噛かみしめて、涙をこらえ続けていました。

「心配は無用だ。あれは、ああ見えて強い」

「そうですか……」

「参っているのは、イングのほうだな」

　アイネイアによれば、イングヴェルデはひとしきり泣なきじゃくった後、覚おぼ束つかない足取りで、一人、城を出て行ってしまったそうです。

「大だい丈じよう夫ぶなのですか？　捜さがさなくて……」

「あれも、魔ま王おうの娘むすめだ。自力で立ち直るだろう」

　父親である魔王メイ＝ヘムの死に、イングヴェルデは大きな責任を感じているのでしょう。

　バハムートが失われていなければ、バハムートを恐おそれる竜りゆう王おうシグルドが魔界に現れることはなかったはずです。

　バハムートが失われるきっかけを作ってしまったのは、イングヴェルデです。バハムートの暴走により、命を落とした魔ま人じんもいたはずです。

　自責の念に押おし潰つぶされてしまわないか心配なところではありますが……こればかりは、本人の心の問題です。

「あんたは、大丈夫なのか？」

　アホタレがアイネイアに問いました。

「大丈夫だ。父は私たちに後を託たくしたのだ。折れてはいられないさ」

　答えたアイネイアの切れ長の目に、私は決意と覚かく悟ごの光を見ました。

　クリームヒルトを除のぞけば、生き残っている魔王の娘むすめの中では、彼女が最年長になります。

　魔界一の剣けん士し、『黒獅じ子し』アイネイアに、魔界の人々は魔王メイ＝ヘムの代わりを期待するでしょう。

　優しすぎるが故ゆえに殺生ができない……非情になりきれないアイネイアは、王という立場に向いているとは言えません。それでも、アイネイアは一人ではありません。イングヴェルデがいます。ノェルがいます。クリームヒルトだって……。

　クリームヒルトは竜王の攻こう撃げきからノェルを庇かばって重傷を負いました。

　精神を瘴しよう気きに侵おかされ、人格が歪ゆがんでしまったというクリームヒルトですが、彼女にはまだ妹を想おもう心が残されていたのです。目を覚ませば妹たちの力になってくれるはず……と思うのは、甘あまい期待でしょうか。

「レックス。おまえに訊ききたいことがある。いや、おまえにというより、ヴァナディースに……というべきかな」

「ああ。ここまでの間に、大体のことは訊いておいたよ」

「えっ」

　アホタレの言葉に驚おどろきの声をあげたのは、私です。

「なんだよ、えっ、って……」

「いえ、レックス様のことだから、てっきり魔王の言葉を忘れているものとばかり……」

「いや、さすがに憶おぼえてるよ……」

「訊たずねるべきポイントは、わかっていますか？　的外れな質問ばかりしませんでしたか？」

「悲しいな……」

「はい？」

「恋こい人びとにバカだと思われるのって……」

「こっ……！」

　恋人って！

「なんで飛び退のくんだよ。恋人同士になったんじゃないの？　オレたちって」

「そ、そそ、それは……っ！」

　それはそうなんですけれどもっ！

　煉れん獄ごく界かいでのアホタレとのやりとりが思い出されて、叫さけびたい衝しよう動どうにかられました。

「ぎゃーっ！」

　というか、叫んでいました。

　そりゃあ、だって、叫びもしますよ。

　炎ほのおと瘴しよう気きの海の中で、私とアホタレは、好きだの愛してるだの言ったり言われたりした挙げ句、キスまでしてしまったのですから。

　その時のアホタレの声が、言葉が、唇くちびるの感かん触しよくが、はっきりと思い出されてしまったのですから。

「あれ？　オレ、ひょっとして、嫌きらわれてる？」

「ち、違ちがいます！　違いますっ！」

　叫んでしまったのは、アホタレとのキスが嫌いやだったとか、そういうことではありません。

　だって、私は、アホタレのことが好き……どころか、もうどうしようもないぐらいに大好きなんですから。

　大好きな人とのキスが嫌だなんて、そんなこと、断じてありません。

　叫んでしまったのは、もうただひたすらに、「恋人同士」というストレートすぎる表現が恥はずかしかったからです。

「レックス様と私は、……ごにょごにょ……です」

「え？　なんて？」

「でっ、ですからっ！　レックス様と私は、恋人同士ですって言ったんですっ！」

「ふがっ！」

　私が投げた杖つえがアホタレの顔面を直ちよく撃げき。アホタレは鼻はな血ぢを噴ふいてひっくり返りました。

「あ、愛が痛い……」

「レックス様が恥ずかしいことを言わせるからです！」

　私は慌あわてて駆かけ寄ってアホタレを起こし、ハンカチを鼻に当てました。

「アンジュ、レックス……」

　アイネイアがこめかみに指先を添そえ、ため息交じりに言いました。

「おまえたちが恋こい仲なかになったことは祝福させてもらうが、場面を考えてはもらえないか」

「すっ、すみませんっ！」

　たしかに今は、真ま面じ目めな場面……だったはずです。

「レックスも、かまわないか」

「ああ」

　ずずーっと一度大きく鼻はなを啜すすって、アホタレは立ち上がりました。

　鼻血は、もう止まっています。

「ディアナステップ」

　唐とう突とつに、アホタレがアデール大陸の南東部に広がる草原地帯の名前を口にしました。

「『月の宮』への入り口はそこにあるって、ヴァナディースが言ってた」

『月の宮』……。

　魔ま王おうメイ＝ヘムは言っていました。竜りゆう王おうシグルドはそこにいると。本体も、そこにあるはずだと。

「ディアナステップか……。そこから『月の宮』に赴おもむけば、竜王と決着をつけられるのだな」

「ああ。でも、蝕しよくの夜を待たなきゃならない」

「蝕の夜……とは、なんだ？」

「えーっと……オレもよく知らねーんだ。アンジュ、頼たのむ」

　アホタレが説明役を私に投げてきました。

「原理は、諸説あるのですが……一番有力とされているのは、世界の影かげ、です」

「世界の影？」

「太陽と月の間に私たちの世界が入り込み、世界の影が月にかかって、月が闇やみに包まれるのです」

「ふむ」

「闇に包まれた月は、欠けて見えたり暗く見えたりするそうです」

　日中に太陽が欠けて見えることもあって、蝕の夜に対して、そちらは白日の蝕と呼ばれているのですが……今回の件には、関係ないでしょう。

「そうです……ということは、おまえ自身は見たことがないのか？」

「ありません。蝕の夜は、数十年に一度という、極めて珍めずらしい現象なのです」

　アイネイアは神しん妙みような顔で顎あごに指を添え、アホタレを見ました。

「蝕の夜を待たなければならないと言ったな」

「ああ」

「それは、蝕の夜でなければ『月の宮』に立ち入ることはできない……そういうことか？」

「ヴァナディースは、そう言ってた」

　アイネイアが私を見て、問うてきました。

「次の蝕しよくの夜は、いつだ？」

「今年は……たしか、蝕の夜がある年です。ランドールの暦こよみで終ついの月ということでしたから……半年後ですね。正確な日付は、学者に訊きかなければわかりませんが……」

　僥ぎよう倖こう、と言っていいでしょう。

　蝕の夜しか『月の宮』に立ち入れないということは、『月の宮』に立ち入れる機会が、数十年に一度しか訪れないということです。

　その、数十年に一度の機会が、半年後に迫せまっているのですから、これは奇き跡せきにも等しい僥倖です。

　が。

「問題は、竜りゆう王おうがそれまで大人しくしているか、だな」

　アイネイアが口にしたのと同じ懸け念ねんを、私も抱いていました。

　バハムートを恐おそれていた竜王は、バハムートが破は壊かいされるとすぐに魔界に現れ、不意打ちで魔ま王おうに致ち命めい傷しようを負わせました。

　そんな竜王が、私たちを半年も放置しておくとは思えません。

　傷が癒いえるなり、殺しそびれた私たちに今後こそ引導を渡わたすべく、現れるはずです。

「大だい丈じよう夫ぶみたいだぜ。それは」

　アホタレが言いました。

「竜王は怪け我がの治りが遅おそいんだと」

　アホタレが言うには──というより、ヴァナディースによれば、竜王は器うつわにしている肉体を若く保たせるために新しん陳ちん代たい謝しやを遅らせていて──そのせいで、怪我の回復も遅いのだそうです。

　魔王の攻こう撃げきで、竜王はただの人間であれば生きていられないほどの深手を負っています。竜王の回復力が人間にも劣おとっているというのであれば、全快するには数年かかるはずです。

「ならば、半年の間に竜王が攻せめてくる可能性は、低い……ということか」

「そういうことに、なりますね。問題は……」

「どうやって竜王に勝つか、だな」

「ええ……」

　竜王の強大な神しん気きを思い出すと、身体からだが震ふるえてきます。

　竜王への挑ちよう戦せんは、神への挑戦と同義です。

　ヴァナディースが全力で戦える一度の機会を残しておくことができれば、勝てる可能性は十分にあったでしょう。が、相次いだ超ア戦イ闘ド体ルとの戦いで、アホタレはヴァナディースの力を使い切ってしまっています。

　竜王が、傷が癒えきっていない十全には程遠い状態だったとしても、それでも私たちの勝ち目は皆かい無むに等しいでしょう。

「特訓、だな」

　アホタレが言いました。

「特訓して、強くなるんだ。たった半年じゃ、焼き芋いもに水かもしれないけどさ」

「それを言うなら、焼け石に水、です。……が、そうですね……。特訓は、必要でしょうね……」

　半年という時間を、ぼんやりと過ごすわけにはいきません。

　竜りゆう王おうに対して有効な手段を探すという選せん択たく肢しもありますが、期待はできません。そんな手段の存在を、竜王が許しておくとは思えないからです。あるいは過去には存在したのかもしれませんが、それらはすべて竜王の手によって、葬ほうむられてきたはずです。

　一つだけ、竜王に届くかもしれない方法に心当たりがありますが、過度な期待は、やはりできません。半年という時間は、余りにも短すぎます。

　それは、特訓も同様ではありますが、戦力の底上げは決して無む駄だにはならないはずです。

「それにしても、意外です。レックス様の口から特訓なんて殊しゆ勝しような言葉が出るなんて……」

「そりゃ、オレだって必死になるさ。殺されちまったら、アンジュとイチャイチャできなくなっちまうもんな」

　イ、イチャイチャ……っ!?

　それって、手を繋つなぐとか、そういうことですか？　それとも、キスとか、あ、あるいはその先までも、含ふくんでしまうのですかっ？

　ありえません。キスの先だなんて。

　ありえません？　どうして？

　アホタレと私は相思相愛の恋こい人びと同士になったわけですから、そういった行こう為いに及およぶことだって、当然、ありえるわけで……。

「あわわわわわっ！」

　恋が成じよう就じゆしてしまうということの重大さに、私は狼狽うろたえずにはいられませんでした。

「なんだよ、急に変な声出して」

「レックス様が不ふ謹きん慎しんなことを言うからですっ！」

「ああ、オレとイチャイチャしてるところを想像しちまったんだな」

「ち、違ちがいますっ！」

「いいっていいって。素直になれよ。オレなんて、一日中アンジュとイチャイチャすることばっかり考えてるぜ」

「考えないでくださいっ！」

「おまえたち、また脱だつ線せんしているぞ……」

「す、すみませんっ！」

　アイネイアがため息交じりに割って入ってきて、私は自分の顔をバシバシと叩たたきました。

「と、とにかく特訓ですっ！　アイネイア、あなたはどうしますか？」

「竜りゆう王おうシグルドは、父の仇かたきだ。私も──」

「駄だ目めだよ」

　アホタレがアイネイアの言葉を遮さえぎって言いました。

「アイネイアは、竜王とは戦えない」

「どういう意味だ？」

「竜の因いん子しがないと、『月の宮』には入れないんだって」

「……！　それは、蝕しよくの夜でもか？」

「ああ」

　そんな！　と私は声をあげていました。

「それじゃあ、私も駄目じゃないですか！」

　自分でも耳が痛くなるような、大きくて甲かん高だかい声が出てしまいました。

　間近で叫さけばれたアホタレはさらにうるさく感じたはずですが、顔を顰しかめることもなく、アホタレはこう言いました。

「アンジュは、入れるよ」

「えっ？」

　でも……。

「血に竜の因子を宿していなければ、『月の宮』には入れないと……」

「ああ。だから、アンジュは入れるんだ。アンジュの血には、竜の因子が宿ってる」

「どういうことですか？　それは……」

「心当たり、あるんじゃないか？　傷の治りが早くなったとか、疲つかれにくくなったとか」

「……！」

　思わず息を呑のんでしまったのは、心当たりがあったからです。

　傷の治りはともかく、疲れにくくなったというのは、たしかにそのとおりです。

　具体的には、〝完全燃焼アラミタマ〟を使っても、以前ほどに消しよう耗もうしなくなりました。

　苦痛の度合いがやわらいできたのは『慣れ』で説明がつきますが、苦痛に慣れたからといって消耗まで軽減されるわけがありません。

　竜の因子のおかげ、ということなのでしょうか。

　だとしても、なぜ私に竜の因子が？

　私は、アホタレのように竜騎き士しの血を継ついでいるわけではありません。両親も祖父母もごく普ふ通つうの人間です。……血？

「あっ」

　竜の因子が宿る部位は、血です。

　私の血に竜りゆうの因いん子しが宿っているというのであれば、それはきっと、アホタレとの血の接せつ触しよくによって得たものです。

「あの時、ですね？」

　問いながら、私は確信していました。

「ザッハークとの戦いで瀕ひん死しの重傷を負った私を助けるために、レックス様は自分の血を私に与えた……。あの時、あなたの血に宿る竜の因子が、私の血にも宿った……」

　アホタレは、少し困ったような顔で笑いました。

「悪かったと思ってるよ。でも、あの時、アンジュを助けるにはああするしかなかったんだ」

「謝らないでください。おかげで、私は今もこうして生きていられるんですから。……あなたの傍そばに、いられるんですから……」

　もし、あの時、あのまま死んでいたら、アホタレに私の気持ちを伝えることも、アホタレから好きだと言ってもらえることもなかったのですから。

　感謝はしても、謝られるようなことではありません。

「でも、オレの血がアンジュの中に入っちまったせいで……アンジュはもう、ただの人間じゃなくなっちまったんだぜ？」

「それを気にしていたのですか？」

　アホタレは私から視線を逸そらし、ばつが悪そうに後頭部を掻かきました。

「私は、人間ですよ」

　私はアホタレが顔を向けているほうへと回り込んで、言いました。

「竜の因子があったって、私は人間です。レックス様だって人間です。それとも、レックス様は人間ではないのですか？」

「オレは……オレは、人間だよ。竜騎き士しだけど、人間だよ。人間でいたい。人間だって思ってもらえると、嬉うれしい」

　私はまだまだ、アホタレのことを──レックス＝イル＝ハイドフェルトという人のことを、全部理解できているわけではないのだということを、思い知らされました。

　四天竜ノーブルドラゴンと接し、竜の因子を活性化させる都度に、アホタレの強さは人間の範はん疇ちゆうを逸いつ脱だつしていきました。今はもう失われてしまったとはいえ、ヴァナディースの力を宿していた時には、その力は、バハムートや竜王にさえ届きうるほどだったのです。

　人間を遥はるかに超こえる力を手に入れてしまった自分に、アホタレは戸と惑まどっていたのです。自分は人間であるという、そんな当たり前の足場が揺ゆらいでいることに、アホタレは苦しんでいたのです。

「レックス様は、人間ですよ。どんな大きな力を身につけたとしても、レックス様はレックス様で……人間です」

　竜りゆう王おうシグルドは、自分が神にも等しい力を持っていることに戸惑ったりはしないでしょう。ヴァナディースや四天竜ノーブルドラゴンだって、自分が持っている大きな力に疑問を覚えたりはしないでしょう。

　人間を超こえた力を手に入れてしまったと思い悩なやんでいる時点で、それはもうどうしようもないほどに、人間なのです。

「だから、私も人間です」

「そっか。アンジュがそう思ってくれるなら……そう言ってくれるなら……嬉うれしいよ」

　私はアホタレが後頭部から下ろした手を握にぎって、言いました。

「私も、嬉しいですよ。おかげで、あなたに近づくことができたんですから」

　アホタレが与えてくれた血が、私の中で、私に力を与えてくれている。

　それは、私にとっては心強い事実です。

　傷の治りが早くなったとか、〝完全燃焼アラミタマ〟が使い易やすくなったとか、それだけではありません。

　アホタレと魔ま王おうの一騎き打ちが、私には見えていました。超高速で繰くり出される斬ざん撃げきの数々が、見えていたのです。あれも、竜りゆうの因いん子しのおかげだったのでしょう。

　なにより、竜りゆう王おうとの最後の戦いに、少なくとも私は、アホタレのお供ができるのです。

　最後まで、彼と一いつ緒しよに戦うことができるのですから、僥ぎよう倖こうです。

「オレ、アンジュを好きになって、よかったよ」

「私だって、同じ気持ちですよ」

「……コホン」

　背後から聞こえたアイネイアの咳せき払ばらいに、私は飛び上がりそうになりました。というか、実際にちょっと飛び上がってしまいました。

「す、すす、すみませんっ」

　またやってしまいました。油断すると、すぐアホタレとふたりきりの世界に入ってしまいます。

「……いや。度たび々たび、邪じや魔まをしているようで、いい加減に私も罪悪感を覚えてきたところだが……とにかく、竜王との戦いは、おまえたちに任まかせなければならないということか」

「『月の宮』に乗り込んで戦うんなら、そーゆーことになるなー」

「口くち惜おしい話だが、任せる相手がおまえたちだというのは、救いだ。父の仇かたきを取ってくれ……とは言わない。だが、どうか……一撃でかまわない。おまえたちが竜王に繰くり出す攻こう撃げきのどれか一つに、竜王と戦うことすらできない私たち姉妹の無念を込めてくれ。……頼たのむ」

「わかった。約束するよ」

「すまない」

「その代わりと言っちゃなんだけどさ、アイネイアに一つ、頼みがあるんだ」

「なんだ？」

「オレの、特訓の相手になってくれよ」

「それは、名案ですね」

　短期間で実力を向上させるには、実戦形式の特訓が一番です。が、今のアホタレの相手を務められる強さの持ち主は、上の世界にはもう、いません。

　アイネイアなら。魔ま界かい一の剣けん士しと謳うたわれる『黒獅じ子し』アイネイアなら、アホタレの特訓相手として、十分、役に足ります。

「黒こく死し病びようの治ち療りよう法の件もある。どのみち、上の世界にはもう一度行かなければならないからな。おまえたちが竜りゆう王おうを倒たおす手伝いができるというのなら、是ぜ非ひもない。協力させてもらおう」

「よろしく、頼たのむよ」

　かくして、私たちの次の目的は定まりました。

　半年後、蝕しよくの夜に、ディアナステップから『月の宮』へと乗り込んで、竜王シグルドを倒すのです。

　竜王シグルドは、世界の存続を天命とする、世界の守護者です。過去に幾いく度も世界を滅めつ亡ぼうの危機から救ってきたと言っていました。自分がいなければ世界はいずれ必ず滅ほろぶとも言っていました。

　それらの言葉は、事実なのでしょう。

　世界の守護者である竜王を倒すことは、ある意味では、世界に対する反逆とも言えるのでしょう。

　私たちが竜王を倒せば、そのせいで、遠い未来、あるいは遠からぬ未来に、世界が滅んでしまうかもしれないということです。

　それでも、私たちは──私は、竜王と戦います。戦って、倒します。

　迷いは、ありません。

　私が竜王と戦う理由は、ごくごく単純です。

　死にたくないからです。

　生きるためです。

　アホタレと、相思相愛になれたのです。

　私は、もっとずっと、彼と一いつ緒しよにいたいのです。

　彼と生きていきたいのです。

　私は、私自身の幸せのために、世界さえ犠ぎ牲せいにしようとしているのです。

　エゴと罵ののしられれば、返す言葉はなにもありません。言い訳は、しません。

　それでも、私は竜王を倒します。

　世界の未来ではなく、私と私の愛する人の未来のために。
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『火か神しんの庭』と呼ばれているその場所は、名前のとおりに熱い場所だった。

　暑い、という次元はとうに超こえている。

　絶え間なく噴ふん煙えんを上げ続ける活火山に囲まれた土地である。

　灰と火の粉の雨が降り止やむことはなく、そこかしこから噴ふき出しているガスは、ただ熱いだけではなく毒性をも持ち、人間はおろかマモノさえも殺す。

　そんな過か酷こくを極める土地であっても、生き物の気配は皆かい無むというわけではない。

　ドラゴンである。

　根本的に『火ひ』の属性を持つドラゴンは、灼しやく熱ねつの環境であっても生きていける。とはいえ、餌えさになる動物もマモノもいないこの土地で生きていけるドラゴンは、やはり限られる。

　岩石を主食とする岩がん竜りゆうや、大地から直接養分を得る上位の地ち竜りゆう、溶よう岩がんをその身に纏まとい溶岩の熱を活動元とする黒くろ火か竜りゆうだけである。

　いずれのドラゴンも、人間の手に負える相手ではない。

　そもそも、人間が立ち入れる場所ではないのだ。

　だが。

　男は、人間が立ち入れないはずの『火神の庭』に、人間の身でありながらも足を踏ふみ入れ、あまつさえ、この土地に棲せい息そくする恐おそるべきドラゴンたちを次々と狩かっていたのである。

　レイヴェン＝ギル＝ハイドフェルト。

　それが、男の名前だった。

　竜騎き士しレイジャックの曾ひ孫まごであるレイヴェンの血には、竜の因いん子しが宿っている。そして、それは銀ぎん竜りゆうユランとの接せつ触しよくによって、この過酷極まる環境での生存を可能にするまでに、レイヴェンの肉体を強化していた。

『火神の庭』に住まうドラゴンたちは、『人間』というありえない闖ちん入にゆう者しやの存在に驚おどろき、戸と惑まどい、敵意で以もつて迎むかえ──狩られた。

　岩竜も地竜も黒火竜も、『火神の庭』のドラゴンたちは皆みな、鋼こう鉄てつよりも頑がん強きような体表を誇ほこっている。ドラゴン族の中でも取り分け頑強な種が揃そろっているのだ。

　武器による攻こう撃げきで彼らを傷つけることは、極めて難しい。魔ま法ほうは有効だ。火や地ちの魔法はほとんど効果がないが、水みずや空くうの魔法は効きく。

　だが、レイヴェンは魔法使いではない。第三元素も第五元素も操れはしない。剣けん士しであるレイヴェンの武器は、剣一本のみだ。

　名剣でもなければ魔剣でもない。ドラゴンに対して絶大な殺傷力を発はつ揮きする『竜殺しドラゴンキラー』は、竜宝玉カーバンクルを破は壊かいした際に、砕くだけ散ってしまった。

　今いま頃ごろはユーシスが、新たな『竜殺し』の制作に勤いそししんでいるはずだ。

　竜王シグルドとすべてのドラゴンへの憎にくしみを込めてユーシスが作り上げた『竜殺し』は、素晴らしい魔剣だった。四天竜ノーブルドラゴンである銀竜ユランさえも容易たやすく死に至らしめたのだから、竜王にも通用したはずだ。

　だが、『竜殺しドラゴンキラー』は壊こわれてしまった。竜宝玉カーバンクルが、思いがけず硬かたかったのだ。

　竜宝玉は四天竜ノーブルドラゴンの魂たましいのかけらである。

『竜殺し』は、四天竜の肉を切り裂さくことはできても、魂のかけらである竜宝玉とは相打ちになってしまった。

　これは、ドラゴンの魂が肉体よりも強固であることを示している。ドラゴンの魂が肉体以上に不変性を持つ存在であることを物語っている。

　竜りゆう王おうシグルドは、己おのれの魂と力を人間に移すことによって永遠を生きようとしている。

　竜王シグルドを完全な形で殺すためには、器うつわとなっている肉体を破は壊かいするだけでは、足りない。

　魂までをも滅ほろぼさなければ、竜王シグルドを殺すことはできないのだ。

　四天竜の魂のかけらと相打ちになってしまった『竜殺し』が、竜王シグルドの魂を滅ぼせるとは思えない。

　強化が必要だ。

　だが、『竜殺し』強化のためにレイヴェンができることは、ない。

　すべては、ユーシスにかかっている。

　ユーシス＝ニア＝ニューウェイ。

　レイヴェンにとっては幼おさな馴な染じみであり、竜王への復ふく讐しゆうを誓ちかい合った共きよう闘とう者でもある。神にも等しい存在である竜王の抹まつ殺さつを目もく論ろんでいるのだから、共犯者というべきかもしれない。

　ユーシスは姉の仇かたきである竜王を憎にくみ、すべてのドラゴンを憎ぞう悪おしている。彼女の心に燃える復讐の炎ほのおは、ユーリアの死から十二年が経たった現在でも、激しく逆巻き続けている。

　レイヴェンは、違ちがう。ユーリアの死は現在でも悲しいし、竜王シグルドへの憎しみが消えたわけでもない。ドラゴンを殺すことに心が痛むことはない。だが、現在、レイヴェンを突つき動かしている感情は、悲しみでも憎しみでもなかった。

　レックスを──弟を、守りたい。

　竜王の永遠のために、これ以上、愛する人を失いたくはない。

　もう取り戻もどせない過去のためにではなく、未来のために戦いたい。

　竜王を殺すという目的は同じでも、ユーシスとレイヴェンとでは、動機は違ってしまっている。

　憎しみの炎の中に、レイヴェンはユーシスを一人、置き去りにしてしまっている。

　それどころか、ユーシスはレイヴェンが生きていることを知らない。

　魔ま竜りゆうザッハーク。コスモスの街を襲おそった竜王の刺し客かくとの戦いで、レイヴェンが死んだものと思っている。

　ザッハークは、強敵だった。

　数十体ものドラゴンと戦い、疲ひ弊へいしていたレイヴェンに、倒たおせる相手ではなかった。

　勝ち目がないことを悟さとったレイヴェンは、レックスを竜りゆう王おうの竜騎き士しにしないために、銀ぎん竜りゆうユランの竜宝玉カーバンクルを破は壊かいした。『竜殺しドラゴンキラー』も壊こわれて、レイヴェンにはもう、諦あきらめるか逃にげるかしか、選せん択たく肢しは残されていなかった。

　レイヴェンはその二つの選択肢の、両方を選んだ。

　諦めたフリをして、逃げたのだ。

　刀身を失った『竜殺し』を捨て、諦てい観かんの表情を浮うかべて両腕うでを広げたレイヴェンに、ザッハークは巨大な光球を投げつけてきた。

　ザッハークが自らの手で直接レイヴェンの命を断ちきったのであれば、為なす術すべもなく殺されていた。だから、とどめの一いち撃げきが遠えん距きよ離り攻こう撃げきだったことは、レイヴェンにとって幸運だった。

　幸運は、もう一つあった。光球に背を向け、全力で逃げようとするレイヴェンと光球の間に、崩くずれた建物の外がい壁へきが降ってきたのだ。

　ザッハークの光球はレイヴェンではなく、壁かべに当たって炸さく裂れつし──レイヴェンは、直撃を免まぬがれた。

　無傷というわけにはいかなかったが、逃げ延のびることは、できた。

　レイヴェンが生きていることを知っている者は、一人しかない。

　血ち桜ざくらのアイカにしか、レイヴェンは自らの生存を伝えてはいない。

　ユーシスもレックスも、レイヴェンは死んだものと思っている。

　だが、それでいいのだ。

　ユーシスには、なんとしても『竜殺し』の強化に成功してもらわなければならない。

　竜王への復ふく讐しゆうを誓ちかい合った同志であるレイヴェンの死は、ユーシスの心に燃える憎にくしみの炎ほのおに油を注いだはずだ。

　憎しみを糧かてに、ユーシスは必ずより強力な『竜殺し』を作り上げてくれることだろう。

　猶ゆう予よは、半年。

　半年後に訪れる蝕しよくの夜に、レックスとアンジュは『月の宮』へと乗り込み、竜王に戦いを挑いどむという。

　それを教えてくれたのは、アイカだった。

　コスモスの街で自らの生存をアイカにだけ伝えた後、レイヴェンは飛ひ竜りゆうを買うためにダンデライオンへと向かった。コスモスの南の町、ダンデライオンは、騎き乗じよう用の飛竜の育成で有名な町だ。戦時下ということで飛竜の売買は制限されていたが、金と剣けん──二つの力を駆く使しして、レイヴェンは飛竜を手に入れた。そして、クレイバーン大陸に向けていざ出発というところで、レイヴェンを呼び止めた人物がいた。アイカだ。

　アイカには、ダンデライオンに向かうことは話していなかった。にもかかわらず、なぜアイカが自分を追ってこられたのか、レイヴェンにはわからなかった。だが、アイカに言わせれば、「貴方あなたの考えていることは、大体わかります」ということらしい。

　アイカは、魔ま界かいに向かったレックスたちの顛てん末まつを教えてくれた。

　その血にヴァナディースの竜りゆうの因いん子しを宿しているアイカは、ヴァナディースの竜宝玉カーバンクルを通じて彼女に語りかけ、レックスたちの魔界での動向を把は握あくしていたのだった。

　バハムートの暴走。超ア戦イ闘ド体ル同士の戦い。すべての超戦闘体の喪そう失しつ。竜りゆう王おうシグルドの降こう臨りん。そして、魔ま王おうメイ＝ヘムの死。

　魔王の娘むすめがバハムートを暴走させたという事態は意外だったし、アンジュが超戦闘体の操者を務めることになるなど予想外もいいところだが、結果だけ見れば、レイヴェンの望んだとおりの……いや、それ以上の結果になってくれたといえる。

　超戦闘体はすべて破は壊かいされ、魔王は死に、竜王は深手を負った。

　竜王は当面、能動的には動けないだろう。

　決戦までの半年という時間は決して長くはないが、さりとて短くもない。竜王に深手を負わせてくれた魔王メイ＝ヘムには感謝しなければならないだろう。

　レイヴェンがアイカから話を聞き、ダンデライオンを発たってから既すでに一ひと月つきが経過している。残された月の数は、五つに減っている。

　果たして、決戦のその時までに、レイヴェンは自らの目指す領りよう域いきに達することができるのか。

　レイヴェンが大陸を越こえて『火か神しんの庭』へやってきたのは、強くなるためだ。

　この地に棲せい息そくするドラゴンたちは、極めて強固な体表を持っている。彼らを、魔ま剣けんも名剣も用いずに、ただの剣で紙の如ごとく切り裂さくことができるようになれば、それは剣術の秘ひ奥おうである斬ざん鉄てつをも凌りよう駕がする、究極の斬ざん撃げきを身につけたということになる。

　すなわち、音さえ置き去りにし、光の域にまで達した、高速ならぬ光速の一斬だ。

　究極の斬撃を身につけ、その手で強化された『竜殺しドラゴンキラー』を振ふるえば、竜王シグルドの魂たましいを切り裂き、消し去ることも可能なはずだ。

『火神の庭』に入って、およそ半月──レイヴェンは、既に究極の斬撃へと至る道を見つけていた。岩がん竜りゆうを、上位の地ち竜りゆうを、黒くろ火か竜りゆうを、ただの剣で切れるようになっていた。ただし、安定はしていない。彼らの体表を切り裂ける斬撃を繰くり出せるのは、二十回に一回といったところだ。切り裂けたとしても、光速には至っていない。理想には、まだ遠い。

　ドラゴンたちの返り血を浴びる度たびに、少しずつではあるが、竜の因いん子しも活性化されていた。

『火神の庭』に入って初めの頃ころは、熱い空気を吸う度に喉のどと肺に痛みを感じていたが、今はもうなんともない。飲まず食わずでも、身体からだは動き続けている。

　金きん竜りゆうオルリス、黒こく竜りゆうヴリトラ、名も無き白はく竜りゆう……四天竜ノーブルドラゴンの残り三体と接せつ触しよくすれば、竜の因子を極限まで活性化することができる。強くなるための、それが一番確実な方法ではある。

　だが、竜の因子をどれだけ高めようとも、竜王シグルドには勝てないと、レイヴェンは考えていた。

　レイヴェンの血に宿る竜りゆうの因いん子しは、竜りゆう王おうシグルドのものなのだ。

　竜王から与えられた因子では、結局、竜王を超こえることはできない。

　神を殺すために必要なのは神の力ではない。卑ひ小しような人間の力が──人間の憎にくしみと技が、神を殺すのだ。

　背後で巨大な岩が動いたような音がして、レイヴェンは振ふり返った。

　たしかに、それは巨大な岩だった。同時に、ドラゴンでもあった。

　岩がん竜りゆうだ。それも、かなりの大物だ。相当に長い年月を生きてきたのだろう。体表が異様なまでに発達している。分厚いだけでなく、密度が凄すさまじい。これは、そう簡単には切れないだろう。だが、切ることができれば──その時には、レイヴェンの剣けん速そくは、目指す光の域いきへとまた一歩近づいているはずだ。

　口元に冷たい笑みを浮うかべながら、見開いた切れ長の目には炎ほのおよりも熱く赤い覇は気きを漲みなぎらせて、レイヴェンは剣を構えた。




　†††




　残り、三み月つき。

『竜殺しドラゴンキラー』に絶対的な強度を与えるための理論は、完成していた。

　試作品による失敗を経て、今度こそ竜王にさえ届きうる剣になるという確信がある。

　問題は、時間だ。

　残り、三月。

　これまで以上に、命を削けずる作業になるだろう。

　ユーシス＝ニア＝ニューウェイは、白衣のポケットから取り出した錠じよう剤ざいを口に放り込み、黒水コーヒーで流し込んだ。

　睡すい魔まを殺し、意識を覚かく醒せい状態に保つための薬だが、最近は効きき目が薄うすくなってきた。臓器に負担がかかってしまうが、より強い薬に替かえる頃ころ合あいか。

　天空観測所のある街──コスモスで、ユーシスは新たな『竜殺し』を作り上げるべく、命を削り続けていた。

　魔ま竜りゆうザッハークと彼が従えていた無数のドラゴンの攻こう撃げきにより、街は壊かい滅めつ的な被害を受けていた。

　天空観測所も半壊していたが、ユーシスの工房は地下に位置していたために無事だった。おかげで街を移らずにすんでいた。

　ユーシスの工房は帝てい都とデンドロビウムにもあったが、今現在、帝都は厄やつ介かいな状じよう況きようにある。

　女帝ティアマリアの不在により、内政がすっかり麻ま痺ひしてしまっているのだ。

　不在といったが、ティアマリアの生存は確認されている。だが、現在の彼女は、とてもではないが人前に出られる状態ではない、らしい。『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人であるジェイドが、そう言っていた。

　フェブロニアは、代々、皇こう帝ていの強きよう烈れつなカリスマによって成り立っていた国だ。ティアマリアが即そく位いしてから、その傾けい向こうはより強くなっていた。

　ティアマリアは、平和のためならば人がいくら死のうとかまわない、などと平然と言ってのけられる狂きよう人じんではあったが、有能だった。尋じん常じようならざる判断力と決断力、行動力の持ち主だった。

　彼女は誰だれの助言も必要とせず、政まつりごとの一切を一人で取り仕切っていた。実際、それで着々と領土は広がっていったわけだから、人間業わざではない。

　そんな、有能すぎる皇帝の不在に、彼女の命令にただ従うだけだった高官たちは、対応できていない。

　状況に業を煮にやした軍部が暴走の気配を見せたこともあったらしいが、ジェイドの奔ほん走そうによって、それは抑おさえられていた。

　ユーシスも『恒久平和の実現者』の一人である。本来なら、帝都に戻もどって混乱の収拾しゆうに当たらなければならない立場ではある。

　だが、知ったことではなかった。

　ユーシスにとっては、竜りゆう王おうシグルドを殺すことが──そのために、新たな『竜殺しドラゴンキラー』を完成させることが、すべてだった。

　我われながら壊こわれていると思うが、今いま更さらだった。

　神に挑いどみ、神を殺すのだ。正気で成なせる業ではない。

　後こう悔かいは、していない。

　物心つく前に母を亡くしたユーシスにとって、姉のユーリアは母同然の存在だったのだ。

　そのユーリアを殺した竜王を、どうして許すことができるだろう。

　そして、竜王はレイヴェンの仇かたきでもある。

　レイヴェンは、ユーシスの心の痛みを知る唯ゆい一いつの人物だった。ただ一人の同志だった。

　ユーリアの墓の前で誓ちかい合ったのだ。ユーリアを殺された悲しみと憎にくしみを忘れないことを。竜王への復ふく讐しゆうを。

　ユーシスは気づいていた。レイヴェンの心境の変化を。

　ユーリアの死は、レイヴェンにとっては既すでに過去のものとなっていた。

　悲しみを乗り越こえ憎しみが薄うすれても、それでもなおレイヴェンが竜王を打だ倒とうしようとしていたのは、レックスのためだ。

　裏切られた、とは思わない。

　ただ一人の同志であるレイヴェンさえも、ユーシスにとっては復讐の駒こまでしかないのだ。動機は、なんだっていい。目的さえ一いつ致ちしていれば、それで十分だった。

　レイヴェンにとっても、それは同じだったはずだ。

　レイヴェンはユーシスの駒こまであり、ユーシスはレイヴェンの駒であり──。

　自分自身さえも、ユーシスは駒として見ていた。

　レックスやアンジュも、もちろん駒だ。

　三み月つき前──。

　魔ま界かいからの帰き還かんを果たし、ユーシスに魔界での顛てん末まつを報告にきたレックスとアンジュは、あろうことか、手を繋つないでいた。

　レックスはニコニコと幸せそうに笑っていた。アンジュは真っ赤な顔をうつむかせていた。

「ラブラブになったんだ、オレたち！」

　レックスの、それが第一声だった。

「なななな、なにを言ってるんですか！　それは真っ先に報告することじゃないでしょう!?」

　抗こう議ぎの声をあげつつも、アンジュは繋いだ手を離はなそうとはしなかった。

　暴走したバハムートとの戦い。竜りゆう王おうシグルドの出現。魔ま王おうメイ＝ヘムの死。そして、ふたりは半年後の蝕しよくの夜に『月の宮』へと赴おもむき、竜王に挑いどむと言った。

　それらの話をしている間も、ふたりの手は離れることはなかった。

　レックスが離したがらなかったからではあるが、アンジュのほうも本気で拒こばんでいるようには見えなかった。

　微笑ほほえましい光景だった。

　ふたりが恋こい仲なかになったことは、意外でもなんでもない。

　レックスがアンジュに好意を抱いていたことは明白だったし、アンジュがレックスに強く惹ひかれていたことも、同じく明白だった。

　ただ、レックスはともかく、アンジュのほうは自分自身の気持ちに気づいていなかった……というか、気づくことに怯おびえていたように見えたから、どうなるものかと思っていた。

　素直に祝福したいと思ったし、実際、した。

「おめでとさん。結けつ婚こん式には、呼んでおくれよ」

「けけけけ、結婚式なんて！　とんでもないですっ！」

　照れるアンジュは、同性のユーシスの目にも可愛かわいく見えた。

「レックス様と私では、身分が……違ちがいすぎるんです、から……」

　自分で言って現実に打ちのめされる様もまた、可愛かった。

「魔軍の侵しん攻こうを止めたんだ。国へ帰れば、アンタたちは立派な英えい雄ゆうだよ。救世の勇者様が救世の魔ま法ほう使つかいを妻に迎むかえたところで、文句なんてどこからも出やしないよ」

「そ、そうでしょうか……？」

「気にすんなって！」

　レックスが胸むねを張って言った。

「いざとなったら、駆かけ落ちすりゃいいんだしさ！」

「駄だ目めですよ！　駆け落ちなんて！」

「なんで駄目なんだよー。オレは、アンジュが一いつ緒しよにいてくれたら、もうそれだけで最高に幸せだぜ？」

「言わないでください！　そんな……嬉うれしいこと……」

　真っ赤な顔でレックスの胸むねをポカポカと叩たたくアンジュは、もうこの上もなく『恋こいする乙女おとめ』だった。

　幸せになってほしい、と思う。

　レックスもアンジュも復ふく讐しゆうの駒こまだが、だからといって彼らがどうなってもいいとは思わない。幸せになってほしいという気持ちに偽いつわりはない。

　復讐のための刃やいばである『竜殺しドラゴンキラー』が、ふたりの幸せの役に立ってくれるのであれば、それはユーシスにとっても救いになる。

　レイヴェンが死んでしまった以上、『竜殺し』はレックスに託たくすしかない。

　聖せい母ぼ竜りゆうヴァナディースの力は使い果たしてしまったらしいが、それでも竜の因いん子しを極限まで活性化させているレックスの力は、レイヴェンを大きく上回っている。

　なにより、レックスには未来を感じる。

　未来。それは、人生のすべてを復讐に捧ささげてしまったユーシスには、ないものだ。

　アンジュとともに生きるために……幸福な未来のために戦おうとしているレックスに、自分の憎にくしみの結けつ晶しようである『竜殺し』は、相応ふさわしくない代物だろうとユーシスは思う。

　だが、復讐のためにユーシスにできることは、『竜殺し』を作り上げる以外には、ないのだ。仕方がない。

　ユーシスは、半年後──『月の宮』へ赴おもむく前にここに立ち寄るよう、ふたりに言った。

「『竜殺し』を、アンタたちに託す。竜王に、突つき立ててやっておくれよ」

　レックスは気負いのない表情で、アンジュは凛りんとした表情で、頷うなずいた。

　魔ま界かいで倒たおれて以来、一向に目を覚ます気配のないトモエについての相談を受けたが、彼らが期待する答えを返してやることは、ユーシスにはできなかった。

　トモエは旧世界のゴーレムだ。ユーシスは旧世界の魔ま法ほう技術には明るくない。それに、『竜殺し』以外のことに割ける時間もない。我われながら酷こく薄はくだとは思うが、優先順位は変えられない。

　ひとまずユーシスは、トモエを学術都市フルブライトにいる、レックスの姉──レムリアに預けることを奨すすめた。旧世界の魔法技術に関しては、レムリアのほうが詳くわしい。

　改めて半年後の再訪を約束して、レックスとアンジュはフルブライトへと旅立っていった。

　あれから、三み月つき。

　今いま頃ごろ、レックスとアンジュは特訓に勤いそししんでいるはずだ。

　だが、半年足らずの特訓で劇的に強くなれるはずもない。

『竜殺しドラゴンキラー』の有無は、戦局を大きく左右する要素になるはずだ。

　ユーシスは作業を再開した。




　†††




　マントを羽は織おってテラスに出ると、ひんやりした夜気が頬ほおに染みました。

　学術都市フルブライトが位置するサバーニャ地方の冬は比ひ較かく的暖かいのですが、夜はそれなりに冷えます。

　見上げた空に雲はなく、月と星が眩まばゆいぐらいに輝かがやいていました。

　月は見事な真円を描えがいています。あと一度、あの月が欠けて満ちれば、いよいよ竜りゆう王おうシグルドとの決戦です。

　魔ま界かいからの帰き還かんを果たしてから五ヶ月──その時間のほとんどを、私はフルブライトで過ごしていました。

　もちろん、特訓のためです。

　フルブライトは魔ま法ほう使つかいの聖地です。魔法の特訓をするのに、フルブライトより適切な場所はありません。

　そして、ここにはレムリア様がいます。

　レムリア様──レムリア＝メル＝ハイドフェルト様は、アホタレのお姉ねえ様さまであり、旧世界研究の大たい家かであり、フルブライトで一番大きな魔法学院の院長であり、そして、導師です。

　半年という限られた時間で確実に強くなるために、導師であるレムリア様は欠かせない存在でした。

　魔法使いが強くなる方法は、大きく分けて二つあります。

　魔力を高めるというのが一つ。もう一つは、新しい魔法を修得する、という方法です。

　魔力は筋肉のようなものです。日々の修練の積み重ねによって鍛きたえることはできますが、明確な成果が出るには年単位の時間が必要になります。半年で魔力を劇的に高めることは不可能です。となると後者の方法しかないわけですが、竜王にも通用するような魔法なんて、そうそうありません。

　遺失魔法ロストマジツクなら。

　遺失魔法なら、あるいは。

　強力すぎるが故ゆえに、導師の称しよう号ごうを持っていなければ使うことはおろか学ぶことすら許されない、旧世界の秘ひ技ぎ──。

　遺失魔法に可能性を求めて、私は導師であるレムリア様に弟子入りしたのです。

　導師に弟子入りしたからといって、遺失魔法が学べるわけではありません。

　導師の称号を得ない限りは、遺失魔法を学ぶことはできないのです。

　導師になるためには、全属性、全系統の魔ま法ほうを修得した上で、導師の称しよう号ごうを持つ魔法使いに実力を認められなければなりません。

　レムリア様に弟子入りしてから最初の二ふた月つきは、未修得だった魔法の修得と、苦手だった第三元素と第四元素の魔法の練習に費ついやされました。

　未修得の魔法が一つでもあっては、導師の称号を得る資格はありません。そして、苦手な属性があっては、遺失魔法ロストマジツクを修得することはできません。

　遺失魔法を使うためには、複数の元素を同時に操る技術が必要不可欠なのです。

　同時に、それも同じレベルで複数の元素を操らなければならないわけですから、火ひは得意だけれど水みずは苦手といったアンバランスは許されないのです。

　苦労はしましたが、私は苦手を克こく服ふくし、未修得だった系統の魔法を覚え、レムリア様から導師の称号をいただきました。

「不ふ肖しような弟だが、アンジュ、どうかあいつを守ってやってくれ」

　私に導師の称号を与えて下さったその時に、レムリア様はそう言って私に頭を下げました。

　レムリア様はハイドフェルト家の長女です。アホタレやレイヴェン様と同じく竜りゆう騎き士しレイジャックの血を継ついでいます。『月の宮』に入ることができます。──が、レムリア様は竜王との戦いには参加しません。

　レムリア様自身は、「竜王退治……つまりは、神殺しか。面白そうじゃないか。私にも資格があるというのなら、交ぜてもらおうじゃないか」、そう言ってくれました。美び貌ぼうに凍こおるような笑みを浮うかべつつ指をバキバキと鳴らして、戦意を露あらわにしていました。

　アホタレが、レムリア様の参戦を拒きよ否ひしたのです。

「姉貴の気持ちはありがたいけど、姉貴の力じゃ竜王には太た刀ち打うちできない。いわゆる……あれだ。足手まといってやつだ」

　レムリア様は導師です。大陸どころか世界屈くつ指しの魔法使いです。そのレムリア様を、アホタレは足手まとい呼ばわりしたのです。

　レムリア様はアホタレの目をしばし冷ややかに睨にらみつけた後、私を見て、それからまたアホタレに向き直って、こう言いました。

「おまえの目から見て、私とアンジュにはそれほどの差があるのか」

　その問いに、アホタレは「ある」とだけ答えました。

　レムリア様は腕うでを組み、ため息をつきました。

「やはり、そうか」

　ふたりのそのやりとりの意味は、理解できていました。

　レムリア様が世界屈指の魔法使いであることは間ま違ちがいありません。魔法使いとしての格という意味では私より遥はるかに上です。

　ですが、アホタレの言うとおりです。

　レムリア様の力──魔ま力りよくは、強大ですが、それはあくまでも人間の範はん疇ちゆうです。人間の魔力では、竜りゆう王おうには届きません。

　数々の死し闘とうを経て、私の魔力はレムリア様を超こえていました。そして、私には〝完全燃焼アラミタマ〟があります。〝完全燃焼〟は私の独自の魔法であり、フェニックス・リングの力があってはじめて使える魔法なのです。私以外の人間には、使えません。

　もちろん、魔法は魔力の大きさだけで決まるものではありませんし、レムリア様は遺失魔法ロストマジツクの使い手です。実際に戦えば、レムリア様は技を尽つくして大きな戦力になってくれたでしょう。

　それでも、私はレムリア様を竜王と戦わせたくないアホタレの気持ちが、よくわかりました。

　お兄にい様さまであるレイヴェン様を竜王の配下に殺されているアホタレは、これ以上、家族を竜王に関かかわらせたくなかったのです。

　レムリア様も、アホタレのその気持ちは察していてくれたはずです。

　レムリア様はそれ以上の口論もなく竜王との戦いを諦あきらめ、私の特訓に協力してくれました。

　遺失魔法は、三つ、覚えました。

　空間操作系の魔法が二つ、攻こう撃げき魔法が一つ。

　レムリア様が知っている遺失魔法は十を超えていましたが、竜王との戦いで役に立ちそうなものだけを選んで、教えていただきました。

「とんでもない魔法使いに育ったものだな、おまえは。教えた三つの遺失魔法はどれも、一ひと月つきや二ふた月つきで覚えられるようなものじゃない。少なくとも、私はもっと時間がかかった。半年かからずに覚えられたものは、ない。一年以上かかったものもある。それを、まとめて三み月つきで覚えちまったんだから、妬ねたましい才能だ。いや、これも愛の成なせる業わざかな？」

　レムリア様からは、そんな言葉までいただいてしまいました。

「あ、愛だなんて、そんな！　た、たまたまです！　たまたま！」

　狼狽うろたえて否ひ定ていしてしまった私ですが、この五ヶ月、アホタレを守りたい一心で特訓に明け暮れてきたことは、事実です。

　遺失魔法の修得は、簡単ではありませんでした。三月足らずの間に、三つ。我われながら奇き跡せきに等しい所業だと思います。その奇跡を可能にした要因はなにかと問われれば、それはやはり愛ということになるのでしょうか。

　レムリア様は、アホタレと私が恋こい人びと関係になったことを知っています。アホタレが話してしまったのです。

　おかげで、レムリア様からはずいぶん色々と冷やかされてしまいましたが……とにかく、レムリア様は私たちの関係を知っているわけですから、否定する必要はなかったのです。

　私自身、アホタレに対する自分の気持ちを否定する必要は、もうないのです。

　私はアホタレが好きで、

　アホタレも私を好いてくれていて、

　それはとても幸せなことで、

「レックス様……」

　綺き麗れいな星空に向けて、私は愛する人の名前を呟つぶやきました。

「会いたいな……」

　アホタレとはもう三み月つきも会っていません。アホタレはフルブライトではなく、東方諸島を転々としながら剣けん腕わんに磨みがきをかけている……はずです。魔ま王おうメイ＝ヘムから譲ゆずり受けたカタナ『鬼おに丸まる』を使いこなせるようになるために、カタナの発はつ祥しようの地であり聖地でもある東方諸島を特訓の場所に選んだのです。アイネイアも一いつ緒しよです。

　アイネイアはノェルとふたり、再びこちらの世界へとやってきました。

　魔界は、現在、イングヴェルデが王の代理を務めています。そのはずです。

　魔王殿でんから姿を消していたイングヴェルデは、翌日には戻もどってきました。姿を消していた理由を、イングヴェルデは語りませんでした。おそらくは、一人になって気持ちに整理をつけたかったのでしょう。

　あれから五ヶ月、魔界の現げん状じようを知る術すべはありませんが、知ったところで私にはどうにもできません。イングヴェルデならきっと上う手まくやっているはず……と信じるしかありません。

「レックス様は、私に会いたいって思ってくれてるかな……」

　王おう都とを旅立ってから、こんなにも長い間アホタレと離はなれ離ばなれになっていたことは、ありません。

　時折、アホタレが私を好きだと言ってくれたのは、あれは全部夢だったのでは……なんて思ってしまいます。

　この五ヶ月、特訓に明け暮れながらもアホタレのことを考えなかった日は、ただの一日だってありはしません。毎日毎日、朝も昼も夜も、特訓をしながらも、私は常にアホタレのことを思っていました。

　アホタレも、同じぐらいに私のことを思ってくれていたでしょうか。

　私とキスしたことなんて、一時の気の迷いだったと後こう悔かいしていたりしないでしょうか。

　アイネイアと浮うわ気きなんてしていないでしょうか。

「こんなことばっかり考えて、私って、うっとうしい女なのかな……」

　こんなふうに物事を悪いほう悪いほうへと考えてしまうのは、私の性格なのですが……やっぱり、離れ離れは寂さびしいです。

　アホタレの暢のん気きな笑顔が見られないのは、声が聞けないのは、寂しくて、寂しすぎて、心が凍こごえてしまいそうです。悪い想像ばかりが膨ふくらんでしまいます。

　自分以外には誰だれも信じず、一人で突つっ張っていた私は、もういないのです。

　今の私は、アホタレがいないと、もう本当に駄だ目めなのです。

　はあっ、と白いため息をこぼした直後、強い風が吹いて、マントが靡なびきました。

「あ……」

　慌あわててマントの前を合わせつつ顔を上げた私は、そこになによりも誰だれよりも求めていた顔を見つけて、まばたきと呼吸を忘れました。

「よっ」

　軽く片手を上げて、アホタレは私が見つめる顔に、暢のん気きな笑みを浮うかべました。

「レックス様……」

　まばたきと呼吸を取り戻もどした私は、

「レックス様っ！」

　自分でも驚おどろくほどに大きな声を出していました。

「うわあっ！　ごめんなさいごめんなさい！」

　アホタレが、なぜか謝ってきました。

「なんで謝るんですかっ」

「だって、アンジュがいきなり怒るから……」

「怒ってません！　怒ってませんよっ！」

　怒鳴ったつもりはまったくなかったのですが、アホタレの中では、私が大きな声を出す＝怒っている、という図式が成り立ってしまっているようです。

「そ、そう？」

「怒るわけ、ないじゃないですか。……嬉うれしくて、声が出てしまっただけです」

　熱いです。顔が。

「そっか。オレもアンジュに会えて、嬉しいよ。ジグも、喜んでるぜ」

　そう言って、アホタレはジグの首の付け根をポンポンと軽く叩たたきました。

　私が立っているのは、レムリア様が学院長を務めている魔ま法ほう学院の学舎のテラスです。階数でいえば七階に位置しています。

　そんな場所に、アホタレがどうやっていきなり現れたのか……の答えが、ジグです。

　アイネイアの盟友である赤い眼めの光こう翼よく竜りゆうは、頭を下げ、紅こう玉ぎよくのような綺き麗れいな眼に私の顔を映して、微笑ほほえみました。ドラゴンの表情なんて正確にはわかりませんが、微笑んだ気配は伝わってきました。

「ジグも、お久しぶりです」

　私は手を伸ばして、やわらかな金色の毛に覆おおわれたジグの顔を、そっと撫なでました。

「よっと」

　ジグの背中を軽く蹴けって、アホタレがテラスに──私の隣となりに、降り立ちました。

「レックス様……」

　言葉が出てきませんでした。

　話したいことも聞きたいこともたくさんあるのに、感極まりすぎて、なにも言えません。

　だから、私は、はしたないと思いつつもアホタレの胸むねに飛び込んでいました。
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「アンジュ」

「なにも、言わないでください。少しの間、こうさせてください……」

「うん」

　頷うなずいて、アホタレは私の背中に優しく手を回してきました。

　私もアホタレの腰こしに手を回して、見た目よりも分厚い胸むな板いたの硬かたさを、体温を、鼓こ動どうを、めいっぱい感じました。

　いつまでもこうしていたいところですが、そういうわけにもいきません。

　断腸の思いで身体からだを離はなすと、ジグの姿が見えなくなっていました。空気を読んだ……のでしょうか？

「元気にしてたか？」

「はい。レックス様のほうは……聞くまでもないですよね」

「なんでだよ」

「なんとかは風か邪ぜをひかないって言うじゃないですか」

「ひでぇ」

「アイネイアは、一いつ緒しよではないのですか？」

「アイネイアは、ノェルに会いに行ってる」

「そうですか」

　ノェルも私と同じくフルブライトに滞たい在ざいしています。

　フルブライトで唯ゆい一いつ……いえ、アデール大陸で唯一の神しん聖せい魔ま法ほうの研究機関に、ノェルはいます。

　僧そう侶りよの魔法である神聖魔法は、本来は神しん殿でんの管かん轄かつなのですが、ここフルブライトでは、神聖魔法も学問として捉とらえられていて、医術と併あわせて研究されているのです。

　黒こく死し病びようの特とつ効こう薬やくの開発もそこで行われていて、ノェルはその手伝いをしていました。

　医術は難しい学問であり、ノェルには医術を学んだ経験はありません。ところが、ノェルは意外なことに……と言ってしまうと失礼になってしまいますが、それでもやはり意外なことに、ノェルの物覚えは非常に早く、研究員曰いわく「大いに役に立っている」のだそうです。「できればずっとここにいてほしいなぁ」とも言われていましたが、それはノェルが有能だからというよりも、彼女の愛らしさに対する下心のようにも聞こえましたが、無理もないでしょう。ノェルは可愛かわいいですからね。

「トモエは？」

　私は首を横に振ふりました。

「眠ねむったままです」

　この五ヶ月、トモエさんはただの一度も目を覚ましてはいません。ノェルが手伝いをしている神聖魔法の研究機関で、眠り続けています。

　レムリア様の見立てでは、トモエさんが竜りゆう王おうから受けた傷は、もう完全に治っているそうです。

　意識が戻もどらない理由は、肉体ではなく精神へのダメージが原因だろうということでした。

　煉れん獄ごく界かいで超絶対刃アルテイマソードと化した自身を三つに分ぶん裂れつさせたことが、トモエさんの精神に甚じん大だいな損傷を与えていたのです。

「治す方法も見つかってないんだな？」

「はい。レムリア様が色々と試してくださってはいるのですが……」

　神聖魔法も医薬品も呪まじないの類たぐいも、効果はありませんでした。

「大だい丈じよう夫ぶ」

　アホタレが私の肩かたに手を載のせて言いました。

「トモエは必ず目を覚ますよ。なんたって、トモエなんだから」

　アホタレは笑っていました。私を励はげまそうとして無理に作った笑顔じゃありません。アホタレは本当に信じているのです。トモエさんの帰き還かんを、かけらも疑っていないのです。

「ええ。私も信じています」

　私は顔に笑みを作ってそう返しました。空元気ではありません。トモエさんは絶対に目を覚ますと、私も信じています。

　トモエさんはいつだって笑顔でした。トモエさんの笑顔は、決して枯かれることのない、永遠の花です。失われることは、ありえません。

　うん、と頷うなずいて、アホタレは話題を変えました。

「クシナダとヨアキムは、どうしてる？」

「ふたりとも元気にしていますよ」

　銀ぎん毒どくの治ち療りようのために、クシナダとともにフルブライトへとやってきていたヨアキムは、解毒の神しん聖せい魔ま法ほうによって死を免まぬがれていました。

　とはいえ、毒に冒おかされていた期間が長かったために、しばらくは寝ねたきりの状態が続いていました。

　歩けるようになった現在も、右手と右足には麻ま痺ひが残っていて、細やかな、あるいは大だい胆たんな動きはできません。戦士としては致ち命めい的です。ヨアキムは生きつ粋すいの戦士ですが、復ふく讐しゆうのために戦い続ける日々は、やはり苦しかったのでしょう。戦えなくなったにもかかわらず、ヨアキムの様子はいたって穏おだやかです。

　そんなヨアキムに、クシナダは寄り添そい続けています。

　かいがいしくヨアキムの世話をするクシナダは、とても幸せそうで……。

　ヨアキムもクシナダも、彼らの人生がティアマリアへの復讐だけで終わってしまわなくてよかったと、ヨアキムの穏やかな微笑ほほえみを見て、クシナダの明るい笑顔を見て、私は何度もそう思いました。

　憎にくしみも、大切な感情です。憎しみを心の支えにする生き方もあるでしょう。ですが、それだけで終わってしまってはいけません。

　人は、憎むためではなく、幸せになるために生きているのですから。

「レックス様は、どうしてフルブライトに？」

　決戦の日までは、まだ一ヶ月あります。『月の宮』への入り口があるディアナステップは遥はるか遠方ですが、光こう翼よく竜りゆうのジグやリズに乗せてもらえば、丸一日もかかりません。

「特訓が一段落ついたから、さ。残りの時間はアンジュとイチャイチャして過ごそうと思って、帰ってきたんだ。迷めい惑わくだったか？」

「迷惑だなんて、そんな……」

　特訓が一段落、ということでいえば、私も同じです。

　戦いに役立ちそうな遺失魔法ロストマジツクは既すでに修得済みですから、あとはもう魔力の底上げぐらいしかやることはありません。それも一ヶ月という短期間では、明確な効果は得られないでしょう。

　ということを話すと、

「そっか。なら、帰ってきてよかったよ」

　アホタレはニッと歯を見せました。

　そして、私はアホタレが口にした「帰ってきた」という言葉に、顔を熱くしていました。

　フルブライトは、アホタレの故郷ではありません。

　レムリア様がいて、ウェルチがいた街ではありますが、アホタレにとっては決して「帰ってくる」街ではありません。

　なのに、アホタレが「帰ってきた」と言ったのは、それはきっと……私がいるから、だと……そう、思うのです。

　私がいる場所が、アホタレにとっての『帰るべき場所』なのです。

　自うぬ惚ぼれのように聞こえてしまうかもしれませんが、アホタレがたしかにそういった意味で言ったのだということが、実感できてしまったのです。

　アホタレは私の目の前に帰ってきてくれました。

　だから、私はこう言って応こたえました。

「おかえりなさい、レックス様」

「ただいま」

　アホタレの腕うでが、さっきよりもほんの少しだけ強く、私を抱きしめました。

「キスしても、いいかな」

「そ、そんな気き恥はずかしい台詞せりふを、当たり前のように口にしないでください」

「ダメかな？」

「駄だ目めじゃありません……というか、そういうことはもう、いちいち確認しなくて、いいです。あなたがしたいと思ったら、してください。私には、あなたを拒こばむなんて、できないんですから……」

「わかった。じゃあ、しちゃうぜ」

「は、はい」

　抱きしめられたまま、私は顔を上げて、目を閉じました。

「んっ」

　唇くちびるに温ぬくもりを感じて、私は泣ないてしまいました。

　夢じゃなかったのです。

　あの日、煉れん獄ごく界かいの炎ほのおと瘴しよう気きの海の中で交わしたキスは、現実の出来事だったのです。

　それが実感できて、実感できたことが嬉うれしくて、涙なみだが出てきてしまったのです。

「アンジュ、泣いてる」

　私は首を横に振ふりました。

　いえ、泣いているのは事実ですが、悲しくて泣いているわけではないという意思表示です。

「悲しくて泣いてるわけじゃないんだよな？」

　私は、今度は頷うなずきました。

「だったら、この先も遠えん慮りよしなくていいよな？」

　え？　と声をあげる間もなく、私はアホタレに抱え上げられていました。所いわ謂ゆる、お姫様だっこの形です。

　え？

　え？

　これは、一体。

　この先って、それって……。

　それって……！

「アンジュの泣なき顔が可愛かわいすぎて、我が慢まんできない」

「まっ、待っ、てっ」

「許可は、とらなくていいんだよな？」

「そう、です、けど……っ。でも、こういうことは、あの、こ、心の準備というものが……」

「アンジュ、愛してる」

　耳元で囁ささやかれて、私は、もう、駄だ目めでした。

　身も心も芯しんまで痺しびれきってしまって、抵てい抗こうなんてできません。

「な、なにぶん初めてですから……や、優しくして、ください……」

　そう言うのが、精せい一いつ杯ぱいでした。

「ごめん。オレも初めてだから、優しくできないかも」

「ひーん！」

　そのまま、私は室内のある場所へと──具体的にはベッドへと運ばれて……。

　ここから先の描びよう写しやは、勘かん弁べんしてください。




　決戦の日までの一ひと月つきを、そのほとんどの時間を、私はアホタレと一いつ緒しよに過ごしました。

　ジグに乗せてもらって、いろんな場所に行きました。

　北のユージーン大陸では、生まれて初めて極光オーロラを目にしました。天空にかかった光のカーテンは、息を呑のむほどの美しさでした。

　世界一高いと称しようされる、イゼリアの塔とうにも上りました。塔の頂上に住んでいた……というか、縛しばられていた魔ま女じよの幽ゆう霊れいに厄やつ介かいな頼たのまれ事をされたりもしましたが、その報ほう酬しゆうとして貰もらった杖つえは、魔法を使った際の魔力の消費を抑おさえてくれるという逸いつ品ぴんです。竜りゆう王おうとの戦いで、役に立ってくれるでしょう。

　西のザムザ島では、巨きよ人じん族の抗こう争そうに巻き込まれました。私たちは対立する二つの部族の仲ちゆう裁さいをすることになり、大変な目に遭あいました。ここでも、報酬としてある物を貰いました。布です。ただの布ではありません。巨人族に伝わる、歴れつきとした秘ひ宝ほうです。この布で私はマントを、アホタレはクロースアーマーを作ったのですが、これがまたなかなかのスグレモノで、極めて高い耐たい刃じん力と耐火力を備えていました。並の剣けん撃げきであれば傷一つつかないどころか剣のほうを砕くだいてしまいますし、下位のドラゴンの火ブレスをも完全に防いでしまいます。

　東方諸島では、意外な人物に出会いました。ブランドンの娘むすめです。ブランドンは、アホタレのかつての愛剣けん『明アけウのロ明ー星ラ』を、そして、魔ま王おうメイ＝ヘムから譲ゆずり受けた『鬼おに丸まる』を打った魔ま人じんの刀とう匠しようです。そのブランドンの娘、アセリアもまた、刀匠でした。アセリアはアホタレを気に入り、『鬼丸』を決して折れることのない不ふ屈くつのカタナへと鍛きたえ直してくれました。もちろん、ただではなく、ここでもちょっとした冒険をする羽目になったのですが、詳しよう細さいは割愛します。

　幸か不幸か、私たちは行く先々で厄やつ介かい事に巻き込まれつつも、おかげで装備を強化することができたのでした。

　決して穏おだやかな日々ではありませんでした。それでも、私は幸せでした。

　アホタレと同じものを見て、同じ音を聞いて、同じ物を食べて、手を繋つないで眠ねむりました。

　いっぱい笑いました。笑うのが苦手で、笑顔の練習をしてみても上う手まく笑えるようにはならなかったのに、アホタレと一いつ緒しよにいると、自然と笑みがこぼれてしまうのです。

　この幸せを失いたくないと、私は何度も何度も思いました。

　守り抜ぬいてみせます。

　竜りゆう王おうシグルドに、勝ってみせます。

　トモエさんが言っていました。

（アンジュ様が今感じておられるお気持ちは、いつか必ず、剣にも魔ま法ほうにも勝る武器になってくれるはずです）

　あの言葉の意味が、今なら理解できます。

　誰だれかを想おもう気持ちは、人を強くする。

　トモエさんは、そう言いたかったのです。

　レイヴェン様に魔王の討とう伐ばつを命じられて始まったこの旅を通じて、私は何度も目にしてきました。

　ウェルチも、アイネイアも、ノェルも、ユーシスも、クシナダも、ヨアキムも、ジェイドも、レイヴェン様も。それに、魔王メイ＝ヘムも……。

　みんな、愛する人の、あるいは人たちのために、戦っていました。

　ティアマリアやイングヴェルデだって、そうです。

　弱かった人は、一人もいません。ユーシスに戦う力はありませんが、四天竜ノーブルドラゴンさえ殺す剣を作り上げた彼女は、私に言わせれば十分すぎるほどに強い人です。フェブロニアの領土を拡大させ、ティル・ナ・ノーグのような超ちよう兵へい器きを生み出したティアマリアも、同様です。

　誰かを想う気持ちは、時として人を弱くもしますし、狂くるわせもします。

　私も、他人に心を許すということは、自分の弱みを増やすことだと思っていました。

　今は、違ちがいます。

　アホタレを想う気持ちは、私の心をどんな剣にも魔法にも勝るほどに強くしています。

　今の私の心を折ることは、神にだってできはしません。

　私は、かつてなく最強の私として、竜りゆう王おうシグルドに挑いどむのです。

　そして、その時は目前に迫せまっていました。
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　煌こう々こうと降り注ぐ月明かりが、かつて女神が降り立ったとされる大地を、やわらかな金色に染めていました。

　アデール大陸の南方部に広がる大草原──通称ディアナステップで、アホタレと私は月が光を失うその時を待ち続けていました。

「本当に、今夜なのか？」

　手を庇ひさしにして月を見上げていたアホタレが、疑問を口にしました。

「月、まん丸のままだぜ」

「フルブライトの天文学者は、間ま違ちがいなく今夜だと言っていました」

「断言してたよなー」

「自信満々でしたね」

　その天文学者を疑うわけではありませんが、万が一ということもありえます。念のために、私たちは二日前からこの場所で待機していました。蝕しよくの夜は数十年、あるいは数百年に一度の現象ですから、逃すわけにはいかないのです。

「ふわーっ」

　アホタレが拳こぶしが入りそうな大きな口を開けてあくびをしました。

「退たい屈くつですか？」

「んー。綺き麗れいなところなんだけどさー。なんもないもんなー」

　アホタレは荷ぬの袋ぶくろからスケッチブックを取り出し──はしたものの、開くことなく戻もどしてしまいました。

　一昨日おとといも昨日も今日も、アホタレは一面の草原をスケッチして時間を潰つぶしていました。初めのうちは嬉き々きとして描かいていましたが、さすがに飽あきてしまったようです。

「もう少し南へ行けば、遊牧民の営地があるはずですが、この地方の遊牧民は余よ所そ者ものに対しては攻こう撃げき的だそうです。近寄らないほうがいいでしょうね」

「そっかー」

「蝕が本当に今夜だとすると……アイネイアは間に合わないかもしれませんね」

「どうだろうなー」

　アホタレは背中に吊つるしていた『鬼おに丸まる』の柄つかに手を掛かけ、澄すんだ星空のように美しい刀身を鞘さやから解き放ちました。

　元々、鞘のなかったカタナですが、アセリアに鍛きたえ直してもらった際に、鞘も作ってもらったのです。

「間に合わなかったら、こいつでがんばるだけさ」

『鬼丸』の美び麗れいな刀身から発せられている剣けん気きは、以前にも増して鋭するどく、冷たく、見ているだけで身体からだはおろか魂たましいまで震ふるえてくるような気がします。

　切れ味も凄すさまじく、精霊真銀ミスリル製の甲かつ冑ちゆうさえ容易たやすく切り裂さいたほどです。

　無類の名刀であることは間ま違ちがいありませんが、竜りゆう王おうに対しては、やはり『竜殺しドラゴンキラー』が最良の武器であることもまた、間違いないでしょう。

　私たちはここにくる前にコスモスに寄り、ユーシスに会いました。『竜殺し』を受け取るために、です。

『竜殺し』は、しかし、完成していませんでした。

「完かん璧ぺきだと思ってた理論に、一つだけ穴があったんだ。それを埋うめるのに、時間がかかっちまった。どうしようもない間ま抜ぬけだよ、アタシは」

　ユーシスは、不ふ眠みん不休で作業を続けてきたのでしょう。頬ほおは痩こけ、目は落ち窪くぼみ、顔色はまるで死人のようで……今にも倒たおれてしまいそうでした。

「あと少し……本当に、あと少しなんだ。三日……いや、二日あれば……」

　作業は、既すでに最終段階に入っているとのことでした。

　その場で完成を待ちたいところではありましたが、蝕しよくは待ってはくれません。

「私が届けよう。おまえたちは、先にディアナステップに行っていろ」

　そう言ったのは、私たちに同行してくれていたアイネイアでした。

　竜の因いん子しを持たないアイネイアは、『月の宮』には入れません。それでも、せめて私たちを見送りたいと、同行を申し出てくれたのです。

　アイネイアは、リズとともにコスモスに残りました。フルブライトからコスモスまでは、アホタレと私がジグに乗せてもらい、アイネイアはリズに乗っての移動でした。そして、コスモスからさらにここまでアホタレと私を運んでくれたジグは、少し離はなれた場所で翼つばさを休めています。

　ジグを除のぞけば、広大な草原に、アホタレと私、ふたりだけです。

　それを寂さびしいとか心細いとかは思いませんが、トモエさんがいないことは、やはり残念です。

　トモエさんは、今もまだ眠ねむり続けています。……眠り続けているのでしょう。

　私たちがフルブライトを発たったのは、一昨日おとといの昼間です。あれから二日……。この半年、変わらなかった状じよう況きようが、二日の間に変わるとも思えません。それは、きっと奇き跡せきのような可能性でしょう。

　トモエさんがいたとしても、アイネイアと同様、『月の宮』に入ることはできないでしょう。それでも、一いつ緒しよに戦えないとしても、トモエさんは私たちにとって、そこにいて当たり前の存在なのです。

　そのトモエさんがいないのです。自分の一部が欠落してしまったかのような、泣なきたくなるような喪そう失しつ感があります。

「トモエさん……」

　フルブライトの方角を向いて呟つぶやいた私の肩かたに、アホタレがポンと手を載のせました。

「おーい、ジグー、きてくれー」

　アホタレの呼び声に応こたえて飛んできたジグは、アホタレと目の高さが合うように頭を下げました。

「頼たのみがあるんだ」

　ジグの顔に手を伸ばし、撫なでながら、アホタレは言いました。

「フルブライトに戻もどって、トモエを連れてきてほしいんだ」

「レックス様？」

「トモエはさ、きっと目を覚ますよ。でさ、目が覚めたら、ここに来たいって思うと思うんだ。その時に、『足』がなかったら困るだろ？」

　ジグは了解したとばかりに小さく頭を動かすと、翼つばさを広げ、巨きよ体たいを舞まい上がらせました。

「よろしくなーっ！」

　手を振ふるアホタレに見送られて飛び立ったジグの姿は、あっと言う間に空の彼方かなたに消えてしまいました。

「本当に、信じているんですね。トモエさんのこと」

「なんたって、トモエだからな」

　ジグもいなくなって、アホタレと私は、本当にふたりっきりになってしまいました。

　並んで、天上の月を仰あおぎ見ます。

「アンジュ」

　アホタレが言いました。

「この戦いが終わったらさ、オレと──」

「駄だ目めですっ！」

「いでっ！」

　私は大おお慌あわてでアホタレの言葉を止めようとして、その手段として、力いっぱいに張り手をかましていました。バチーン！　と痛そうな音がかつて女神が降り立ったとされる大草原に響ひびき渡わたりました。

　竜りゆうの因いん子しのおかげで、私の身体能力は向上しています。おもいっきりひっぱたかれたアホタレの頬ほおには、私の手形がくっきりと残っていました。

「なんで殴なぐるんだよっ」

「レックス様が変なことを言おうとしたからです！」

　アホタレの抗こう議ぎの声を、私はより大きな声で跳はね返しました。

「変なことって……」

「けっ、結けつ婚こんしようとか、そんなことを言おうとしてたんじゃないですかっ!?」

「あ、正解」

「駄目ですっ！」

　バチーン！

「いでえっ！」

　私は杖つえを持ち替かえ、今度は逆の手で逆の頬ほおを張っていました。

「ま、また殴なぐった……」

「大きな戦いの前に結けつ婚こんの約束なんてしちゃ駄だ目めです！　死んでしまいます！」

「なんでだよっ!?」

「昔から、英えい雄ゆう譚たんなんかでよくあるじゃないですか！　決戦の前に恋こい人びとと結婚の約束をしていたら死んじゃった……みたいな逸いつ話わが！」

「あー、たしかにあるな。そういうの。次の戦いを最後に傭よう兵へい稼か業ぎようから足を洗おうと思ってたら、その戦いで死んじゃった、ってのもよくあるよな」

「そうです！　だから、竜りゆう王おうとの対決を控ひかえたこの状じよう況きようで、迂う闊かつなことを言ってはいけません！」

「そっか。そういう意味での『駄目』なんだな。別に、オレとの結婚が嫌いやってわけじゃないんだよな？」

「そっ、それは……っ」

「アンジュ」

　両方の頬を赤く腫はらしたアホタレが、それでもその顔に笑みを浮うかべて、私を抱きしめました。

「この戦いが終わったら、結婚しよう」

「言っちゃったーっ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。オレは死なないよ。アンジュも死なない。だって、そうだろ？　オレはアンジュを守るし、アンジュはオレを守ってくれるんだろ？　だから、オレたちは死なない」

「で、でも、それは……」

「結婚しよう、アンジュ」

「…………」

　即そく座ざには、返事ができませんでした。

　アホタレとの結婚が嫌なわけじゃ、もちろんありません。

　私はアホタレを愛しています。

　私の人生に結婚というイベントが起こるとしたら、相手はアホタレ以外にはありえません。

　問題は、身分です。

　王おう都とに帰れば、アホタレは英雄です。私も、勇者レックス＝イル＝ハイドフェルトの従者として、賞しよう賛さんされるでしょう。

　だからといって、私が王宮の鼻はなつまみ者だったという事実は消えません。

　私を見下し嫌きらっていた連中は、表面上は私の活かつ躍やくを称たたえはしても、腹の中では平民出身の私を疎うとみ続けることでしょう。

　以前は、それでかまわないと思っていました。

　魔ま王おうを倒たおし、地位を得て、これまで私を見下してきた貴族たちを逆に見下し返してやることができさえすれば私の勝ちだと、そう思っていました。

　でも、今は。

　貴族たちを見下し返すことに、私はなんの価値も見み出いだせなくなっていました。

　ただ、人間の価値を出自でしか計れない彼らの下らない悪意が、アホタレにまで向けられてしまうのは、嫌いやでした。

　アホタレが私を奥おくさんにしたら、私を疎うとんでいた貴族たちは、アホタレのことも疎むようになるでしょう。

　もちろん、アホタレはそんなことを気にする人ではありませんが、私が気になってしまうのです。

　私はともかく、私の愛する人が下らない悪意にさらされるのは、嫌なのです。耐たえられません。

　だから、私はアホタレからの求きゆう婚こんに、即そく座ざに返答することができませんでした。

「返事は今すぐじゃなくていいからさ、考えといてくれよ」

　頷うなずいた私から身体からだを離はなして、アホタレは「んーっ」と大きく伸びをしました。

「レックス様……」

　本当に、私なんかでいいんですか？

　王おう都とに帰れば、誰だれもがあなたを勇者として、英えい雄ゆうとして、褒ほめ称たたえるでしょう。

　たくさんの女の子が、あなたに憧あこがれるでしょう。

　それなのに、私なんかが奥さんで、本当にいいんですか？

　私のせいで、馬ば鹿かにされてしまうかもしれませんよ？

　私のせいで、陰かげ口ぐちを言われてしまうかもしれませんよ？

　私を奥さんにしたって、いいことなんて、きっと一つもありませんよ？

　それでも、いいんですか？

　本当に、後こう悔かいしませんか？

「私なんかで、本当に──」

　心の中で繰くり返していた問いを口に出してしまいそうになった時、アホタレが「おっ」と声をあげました。視線は空へと向けられています。

　倣ならって空を仰あおいだ私は、アホタレが声をあげた理由をすぐに理解しました。

　月が、欠けていたのです。




　月は徐じよ々じよに欠けながら赤みを帯び、やわらかな金色の光をすっかり失った時には、私たちの目の前に、それは出現していました。

　竜りゆうです。

　暗い赤色の光を纏まとった一体の竜りゆうが、音もなく現れ、私たちをじっと見つめているのです。

　大きさは、ジグより一回り大きいでしょうか。纏っている光の色は、天上の月と同じ色です。私たちを映している目には、敵意も慈じ悲ひもありません。

　この竜は一体なんなのか。

　私が抱いたその疑問に答えてくれたのは、アホタレでした。

「こいつが、入り口だ」

　敵意を感じないとはいえ油断はできません。私は杖つえを構えていたのですが、アホタレは背中のカタナに手を掛かけてもいません。

「ヴァナディースが、そう言ってる」

「この竜が……」

　入り口、というイメージから扉とびらか門のようなものを想像していたのですが、まさか竜の姿をしていようとは。

　アホタレは恐おそれることなく竜に近づいていくと、手を伸ばし、首の付け根に触ふれて、「うーん……」と唸うなりました。

　竜は逃にげもせず攻こう撃げきしてくることもなく、それでも眼めだけは動かして、アホタレを見ています。

「困ったな……」

「どうしました？」

「アンジュは、たぶん、無理だ」

「えっ？」

「こっち、来てみてくれ」

　私は首を捻ひねりつつも、言われるまま、アホタレの隣となりに移動しました。

「こいつに、触さわってみてくれ。そっとな」

「は、はい」

　私はアホタレがそうしているように竜の首の付け根へと手を伸ばし──。

「痛っ！」

　弾はじかれてしまいました。

　指先が竜に触れた瞬しゆん間かん、そこに青い火花が散って、私はアホタレの腕うでの中に腰こしを落としていました。

　彼が受け止めてくれなければ、無様に尻しり餅もちをついていたところでした。

「怪け我がは？」

　私は弾かれた指先を見ました。

　怪我はありません。ただ、ビリビリとした痛みが足先にまで届いています。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです」

　自力で立つことはできましたが、跳とんだり走ったりは、すぐにはできそうにありません。

「やっぱり、無理か」

　アホタレは困り顔で首の後ろをさすっています。

「どういうことですか？　これは……」

「アンジュは、『月の宮』には行けない」

　アホタレのその言葉は衝しよう撃げき的で、私は少しの間、まばたきと呼吸を忘れてしまいました。

「足りないんだ。竜りゆうの因いん子しが」

「え……？」

「弱い、って言ったほうがいいのかな？　アンジュの竜の因子は弱くて、こいつを通れないんだ」

「そんな……」

　それでは、話が違ちがいます。

　トモエさんやアイネイアは無理でも、アホタレから竜の因子を与えられた私は、『月の宮』に入れるという話だったのに。

　私だけは、アホタレと一いつ緒しよに戦えるはずだったのに。

「ヴァナディースも驚おどろいてる」

「竜りゆう王おうが門をより堅かたく閉ざした……ということですか？」

「ああ。通れるのは、たぶん、オレだけだ。アンジュも、ちょっとは竜の因子があるおかげで、弾はじかれるぐらいですんだんだ。ヴァナディースが、そう言ってる」

「竜王は、どうして……」

「怖こわいんじゃないか？　オレたちが。だって、あいつの怪け我が、まだ治ってないんだろ？」

「でも、それなら門を絶対に開かないようにしてしまうのでは……」

　アホタレの言うとおり、竜王が私たちを恐おそれていて、戦いたくないと思っているのであれば、そうするはずです。

　単純に、竜王にも門を絶対に開かないようにするのは不可能なのか、あるいはなにか別の意図があってアホタレだけは通れるようにしているのか……。

「罠わな……ではないでしょうか」

　ふむ、とアホタレは浅く首を傾かたむけました。

「竜王は……竜王が器うつわにしているレイジャックの肉体は、酷ひどく傷ついています」

「うん」

「竜王は、傷ついた器を捨てて、新しい器を手に入れようとしているのかもしれません」

「それって、オレの身体からだを乗っ取ろうとしてるってことか？」

　私は頷うなずきました。

　元々、竜王はアホタレを次の器にしようと考えていたのです。アホタレがヴァナディースの竜りゆう騎き士しになったために断念したようですが、背に腹は代えられないと思い直したのかもしれません。

「それはないって、ヴァナディースが言ってる」

　アホタレ──いえ、ヴァナディース曰いわく、ヴァナディースの力を既すでに宿しているアホタレに、竜りゆう王おうが『入る』ことは不可能なのだそうです。

　だとすると、竜王の意図が尚なお更さらわかりません。

「とりあえず、オレ一人で行ってくるよ」

「そんな！」

　私は悲鳴じみた声をあげていました。

「竜王と一人で戦うなんて、危険すぎます！　なにか……なにか方法はないのですか!?　私も一いつ緒しよに戦える方法は！」

「うーん……」

　アホタレは首の後ろをさすりながら視線を上へと向けました。

　ヴァナディースの声を聞いているのでしょう。そして、しばし。

　アホタレは視線を私に戻もどして、言いました。

「ヴァナディースには、どうにもできないって」

　唇くちびるに痛みを感じました。知らずのうちに、噛かみしめていたのです。

「あんたのせいじゃないよ」

　アホタレのその言葉は、ヴァナディースに向けたものです。アホタレは私をあんたとは呼びません。

「たとえば、私がレックス様にしがみつくとか、抱きかかえてもらうとかして、そうやって一緒に門を通ることはできないのですか？」

「門を開けられるのは竜の因いん子しを持ってるヤツだけで、一度の開門で通れるのは一人だけなんだと」

「それは、つまり、門を開けてさえしまえば竜の因子を持っていなくても通ることはできるということですか？」

　アホタレはまた少しの間、目線を上へと向けて、そして頷うなずきました。

「通れるってさ。ただし、一人だけだけどな」

「なら、レックス様に開門してもらって、私が『月の宮』へ行くことも可能なんですね？」

「無茶言うなよ」

　アホタレは眉み間けんに皺しわを刻んで言いました。

「絶対にダメだぞ、そんなの」

「レックス様が一人で竜王と戦うのだって、絶対に駄だ目めですよ！」

「仕方ないだろ、それは」

「仕方なくありません！　あなたが私の目の届かないところで危険な目に遭あうなんて、耐たえられません！」

　私が声を裏返させて訴うつたえても、アホタレは折れてはくれませんでした。

「竜りゆう王おうとは、オレが戦う」

「でも……っ！」

　いけません。涙なみだが滲にじんできました。

「アンジュ」

　アホタレは困り顔で私の肩かたに手を置くと、

「アイツは……竜王は、曾ひいじいちゃんの時からうちの家にへばりついた呪のろいみたいなモンなんだ」

　微笑ほほえんで、言いました。

「だから、アイツと戦うのはオレの役目なんだ」

「役目……」

　義務とも言い換かえられるその言葉は、アホタレの一番嫌きらいな言葉のはずでした。

「オレには、役目がある。オレは、それをちゃんとやり遂とげたいって思ってる。アンジュのおかげで、思えるようになったんだ」

「私のせいで……」

「違ちがうよ」

　アホタレは苦笑交じりに首を横に振ふりました。

「せいじゃない。おかげって言ったんだ」

「レックス様……」

「オレに役目を遂げさせてくれ、アンジュ」

「ずるいです。そんな言い方……」

「ごめんな」

　私にはもう、アホタレを止めることはできませんでした。

「なら、せめて、アイネイアを待てませんか？　『竜殺しドラゴンキラー』の有無は、大きいはずです」

　問うてから、私はアホタレが答えを返す前に問いを重ねました。

「門は、いつまでそこに在あるのでしょうか。蝕しよくが終わったら、すぐに消えてしまうのでしょうか」

　蝕が起こっている時間は、そう長くはないと聞いています。夜明けまでには、月はすっかり元の明るさを取り戻もどしていることでしょう。

「蝕が終わっても、夜が明けるまでは大だい丈じよう夫ぶなはずだって、ヴァナディースは言ってる」

「はず、ですか……」

　竜王が門に手を加えてしまっている以上、断言はできないということでしょう。

「蝕しよくが終わるまで。蝕が終わるまで、アイネイアを待ってください」

　蝕が終わると同時に門が消えてしまう可能性もありました。それ以前に消えてしまう可能性だって、無いわけではありません。それでも、今すぐにアホタレを行かせることは、できませんでした。

「……わかった」

　アホタレは小さくため息をついた後で、そう答えました。

　私はひとまず胸むねを撫なで下ろして、門である赤い竜りゆうを振ふり返りました。

　竜は静かに佇たたずみ続けています。その眼めをまじまじと見つめてみても、知性も感情も窺うかがえません。……竜りゆう王おうの意図は、見えてきません。

（ユーシス……。アイネイア……）

　心の中で、私は何度もふたりに呼びかけました。

（早く『竜殺しドラゴンキラー』を……。早く……！）

　この期ごに及およんで他人に頼たよることしかできない悔くやしさに、私はまた唇くちびるを噛かみしめていました。

　血の味を感じながら見上げた月は、暗く、赤く……不吉ささえ漂ただよわせて、私たちを見下ろしていました。




　月が元の白い輝かがやきを取り戻もどしても、門である赤い竜が消えることはありませんでした。

　それを不幸中の幸いとするなら、不幸はアイネイアが間に合わなかったことです。

　アホタレは『竜殺し』を手にしないまま、一人、竜王の許もとへと向かいました。

　その時にだけ動いた──具体的には翼つばさを広げた赤い竜は、今はもう翼を畳たたんで、微び動どうだにしません。

　ここからでは、アホタレが今どんな状じよう況きようにあるのか、まったくわかりません。

　竜王と戦っている最中でしょうか。

　優勢でしょうか。劣れつ勢せいでしょうか。

　私には、この場で待つことしかできないのでしょうか。

　なにもできないことより苦しいことはありません。

　いっそ、目の前の竜を──門を破は壊かいしたらどうなるだろうか。

　そんな愚おろかな考えが脳裏をよぎった時でした。

「アンジュ」

　私の名前を呼ぶ声が聞こえたのは。

　その声は、背後から聞こえました。

　その声は、聞き覚えのある声でした。

　私は、すぐには振り返れませんでした。

　なぜなら、聞き覚えのあるその声は、今はもう決して聞こえるはずのない声だったからです。

　驚おどろきと混乱から立ち直るまでに、私は三回の深呼吸を要しました。

　三回目の呼気とともに振ふり返った私は、まずはとにかく目の前の現実をありのままに受け止めてみようと心の中で自分に言い聞かせました。

「久しぶりだね、アンジュ」

　もう一度、私の名前を口にして、その人は──レイヴェン様は、淡あわい笑みを浮うかべました。

「生きて……おられたのですね」

　死んだはずのレイヴェン様がこうして私の目の前に立ち、言葉さえ交わせる理由は、一つしかありません。

　レイヴェン様は、生きていたのです。

　幽ゆう霊れいの類たぐいではありえません。幽霊にしては、目の前のレイヴェン様は存在が鮮せん明めいです。たしかな生気を感じます。私は過去に幽霊を見たことがありますが、幽霊というのは、もっと不確かな存在です。

「うん。申し訳ないと思いつつも、しばらく死んだフリをさせてもらっていたよ」

　意外……とは思いませんでした。

　私もアホタレも、レイヴェン様が実際に死ぬ場面を目もく撃げきしたわけではありませんし、遺い体たいも見ていません。

　レイヴェン様が死んでしまったという事実のほうが、よほど信じられなかったぐらいです。

「ご無事で、なによりです」

「怒っているかな？」

「いえ……ただ、戸と惑まどってはいます」

「それは、そうだろうね」

　レイヴェン様が生きていたのです。

　疑問は尽つきませんが、嬉うれしい事実です。ただ、状じよう況きようが状況だけに、再会を喜んではいられません。

「ユーシスには、殴なぐられてしまったよ」

「ユーシスに、会ってきたのですか？」

「うん。これを預かってきた」

　そう言って、レイヴェン様はある物を目の高さに掲かかげてみせました。

　剣けんです。

　レイヴェン様の顔にばかり意識がいってしまって、レイヴェン様が抜ぬき身の剣を手にしていることに気づけませんでした。

「それは……」

　刃は渡わたりだけでレイヴェン様の身長を軽く超えているその剣に、私は見覚えがありました。

「『竜殺しドラゴンキラー』だよ」

「……！　どうして、レイヴェン様が……」

「アイネイアといったかな？　彼女にお願いしてね、代わってもらったんだ」

　言いながら、レイヴェン様は後ろを一いち瞥べつしました。

　レイヴェン様が『竜殺しドラゴンキラー』を手にしていることに気づけなかった私は、レイヴェン様の肩かた越ごしに見える金色の竜りゆうの存在にも気づいてはいませんでした。

　ジグ……かと思いましたが、違います。ジグの眼めの色は赤ですが、レイヴェン様の後ろにいる竜は蒼あおい眼をしています。──リズです。

　代わってもらったというのは、『竜殺し』を届ける役目を、ということでしょう。

　リズはジグと同じくアイネイアの盟友です。アイネイアか、アイネイアが信しん頼らいを寄せる相手の言うことしか聞きません。リズがここまでレイヴェン様を乗せてきたというのであれば、たしかに、アイネイアはレイヴェン様に『竜殺し』を預けたのです。

　アイネイアがそうした理由は、わかります。

　アホタレと同じく竜騎き士しレイジャックの血を引くレイヴェン様は、その血に竜の因いん子しを宿しています。

　レイヴェン様なら、『月の宮』に入ることができる。つまりは、戦力になる。

　戦力にならない自分より、戦力になるレイヴェン様が『竜殺し』を届けるべきだと、アイネイアはそう判断したのです。

　その場にいたはずのユーシスも、同じ判断をしたのでしょう。

　元々、『竜殺し』はユーシスの剣けんであると同時にレイヴェン様の剣でもあるのです。

「予定では、もっと早く到着しているはずだったのだがね。クレイバーンから帰ってくるのに、思いがけず時間がかかってしまった」

「クレイバーン大陸に行っていたのですか？」

　ここに至るまでの経けい緯いを、レイヴェン様はかいつまんで話してくれました。

　この半年、レイヴェン様はクレイバーン大陸に渡わたり、『火か神しんの庭』で自らを鍛きたえ続けていたそうです。

　どうりで、と思いました。

　レイヴェン様は以前から細身の方でしたが、私の記き憶おくにあるよりも頬ほおが痩こけ、肌はだの色も日に焼けた……というより、火に灼やけたような赤みを帯びています。

『火神の庭』は、人間が生きていける土地ではありません。

　そんな場所で半年間も……。

　俄にわかには信じられない話ではありますが、火気を纏まとった容よう貌ぼうと気配が、その話が偽いつわりではないことを雄ゆう弁べんに語っています。

　蝕しよくの夜に私たちが竜りゆう王おうに戦いを挑いどむことを、レイヴェン様は『火神の庭』へと向かう前に、ある人物から聞いたそうです。

　それが誰だれなのか、レイヴェン様は教えてはくれませんでした。

　ユーシス……ではありえません。ついさっきまで、ユーシスはレイヴェン様が生きていることさえ知らなかったのです。

　半年前の時点で、私たちが蝕しよくの夜に竜りゆう王おうに挑いどむことを知っていた人物は、限られています。

　魔ま王おうの娘むすめたちではありません。レムリア様でもないはずです。

　ふと、一人の女性の顔が脳裏をよぎりました。

　血ち桜ざくらのアイカです。

　ヴァナディースのかつての竜騎き士しであったカグヤの血を継ついでいる彼女は、竜宝玉カーバンクルを通してヴァナディースと言葉を交わすことができました。

　命懸がけで私たちをヴァナディースの魂たましいが封ふう印いんされていた竜の墓場へと送ってくれたアイカは、竜の墓場から私たちが帰き還かんしたその後で、こう言いました。

　ヴァナディースの竜宝玉を返してほしい、と。

　アホタレがヴァナディースと会い、彼女の竜騎士となったことで、四つの竜宝玉は役目を終えたように光を失なくしていました。

「もう、こいつをいくつ集めてもどこにも行けないよ」

　と言っていたアホタレは、迷うことなくヴァナディースの竜宝玉をアイカに返しました。私も反対はしませんでした。

　そもそも、ヴァナディースの竜宝玉はカグヤに与えられた物であり、アイカが受け継いだ物だったのですから、断れません。

　綺き麗れいなだけのただの珠たまになってしまったかと思われた竜宝玉ですが、力の一切を失ったわけではなかったのかもしれません。

　たとえば、アイカが竜宝玉を使って、魔界に渡わたった私たちの動向をヴァナディースから聞いていた……という可能性は、否ひ定ていできません。

　アホタレがこの場にいれば、容よう易いに確認できたのですが……。

　とにかく、私たちが蝕の夜に竜王に挑むことを知ったレイヴェン様は、『火か神しんの庭』で鍛たん錬れんに励はげみ、そして、今、ここにいます。

　クレイバーン大陸からの帰還が遅おくれたのは、移動用の飛ひ竜りゆうが思いがけず死んでしまい、新しい飛竜を調達するのに手間取ってしまったからだそうです。

「レックスは、どこにいるのかな？」

「レックス様は、既すでにその門を抜ぬけて『月の宮』に入られました」

　私は視線で赤い竜を示しました。

「その赤い竜が、『月の宮』へと至る門なのかい？」

「そうです」

「なるほど。どうりで、生気を感じないわけだ」

　レイヴェン様は赤い竜りゆうへと歩み寄り、手を伸ばして──弾はじかれました。

　私の時と同じです。

「ふむ……」

　弾かれた手を見つめて、レイヴェン様は小さく唸うなりました。

「これは、まいったね」

　説明するまでもなく、レイヴェン様は門の特性を理解したようでした。

「レイヴェン様でも、駄だ目めなのですね……」

　アホタレのお兄にい様さまであるレイヴェン様は、私よりもずっと強い竜の因いん子しを持っているはずです。そのレイヴェン様でさえ門を開けることは叶かなわないとなると……アホタレの戦いは、いよいよ孤こ独どくです。

「無力だな、私は」

　私のほうを振ふり返り、天を仰あおいだレイヴェン様の顔には、自じ嘲ちようの笑みが浮うかんでいました。

「レックスと肩かたを並べて戦うのを、楽しみにもしていたのだけれどね。天てん罰ばつかな」

「それは、銀ぎん竜りゆうユランを殺したことに対する罰……ということですか？」

「色々だよ。銀竜のことも含ふくめて、ね」

　レイヴェン様は天を仰いだまま肩かたを竦すくめました。

「私は、私の目的のために多くの心と命を犠ぎ牲せいにしてきた。その中には、アンジュ、君の心も含まれている。……君には、本当にすまないと思っているよ」

　レイヴェン様は私に向き直って、言葉を続けました。

「だけど、私は後こう悔かいはしていない。レックスを守るために、すべては必要なことだった」

　レイヴェン様がユランを殺していなければ、私たちは四天竜ノーブルドラゴンの竜宝玉カーバンクルをすべて手に入れて……アホタレは、竜りゆう王おうの竜騎き士しになっていたでしょう。……竜王の思おも惑わくどおりに。

　アホタレが竜王ではなくヴァナディースの竜騎士になれたのは、アイカがヴァナディースの竜宝玉を渡わたしてくれたおかげです。そして、アイカにそれを頼たのんだのも、レイヴェン様なのです。

「レイヴェン様が罪人であるなら、その罪の上に生きている私もレックス様も、同罪ですね……」

　レックス様がたった一人で竜王と戦わなければならないのも、私がここで待つことしかできないのも、きっと罰なのでしょう。

「それは違ちがうよ、アンジュ」

　レイヴェン様は首を振りながら私に歩み寄り、肩に手を載のせました。

「私の罪は、あくまで私が背負うべきものだ。私にはレックスとともに戦う資格はないのかもしれないが、君は違う」

　レイヴェン様は『竜殺しドラゴンキラー』を地面に深く突つき立てると、私の肩から手を離はなし、その手で腰こしの剣けん帯たいに吊つるされていた二振ふりの小剣の片方を抜ばつ剣けんしました。

「アンジュ。君には、レックスとともに戦う資格がある。この世の誰だれよりも、ね。だから……」

　そして、レイヴェン様は露あらわになった白はく刃じんの切っ先を逆の手へと押おし当て、一息に掌てのひらを刺さし貫つらぬきました。

「……！」

　息を呑のんだ私に背中を向けて、レイヴェン様は再び赤い竜りゆうへと歩み寄りました。

「さて、どうかな」

　掌から小剣を、やはり一息に抜ぬいて、血にまみれたその手を赤い竜へと伸ばします。

　……なにも、起こりませんでした。

　赤い竜は、微び動どうだにしません。しかし、赤い竜の首の付け根に触ふれている手が弾はじかれることもありませんでした。

「これは……」

「不可能では、なさそうだね」

　振り向き、微笑ほほえんで、レイヴェン様は言いました。

「レックスを頼たのんだよ、アンジュ」

　そして、血に濡ぬれた小剣を振りかぶりました。
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「いけません、レイヴェン様……！」

　私がレイヴェン様の意図を理解した時にはもう、レイヴェン様は小しよう剣けんを自らの腹へと突つき刺さしていました。

「レイヴェン様！」

「来るな！」

　駆かけ寄ろうとした私を強い声で制して、レイヴェン様は刃やいばをさらに動かし傷口を広げました。

　背後からでも、鮮せん血けつの花は見て取ることができました。

　赤い竜りゆうが、ゆっくりと首をもたげました。

「……もう一ひと押おし、といったところかな……？」

　湿った咳せきをしながらそう言ったレイヴェン様は、右手に持ったままの小剣を左の手首に押し当てて、迷いなく刃を引きました。

　夥おびただしい出血が、その傷が動脈まで達していることを物語っています。

「レイヴェン様！　レイヴェン様っ！」

　無茶です。

　無茶苦茶です。

　レイヴェン様は、自らの血によって門を開こうとしているのです。

　門の鍵かぎは、竜の因いん子しです。

　しかし、私がアホタレから与えられた微び量りようの竜の因子では鍵には及およばず、私より遥はるかに強い竜の因子を持っているはずのレイヴェン様でも、門を開けるには至りませんでした。

　そこで、レイヴェン様が門を開けるために取った行動は、危険に過ぎる方法でした。

　レイヴェン様は自らを傷つけ、大量の血を体外に流出させることによって、血に宿る竜の因子をより顕けん著ちよに示したのです。

　血を捧ささげて、門を開こうとしているのです。

「アンジュ！」

　血に染まった美び貌ぼうを私に向けて、レイヴェン様は声を張りました。

「『竜殺しドラゴンキラー』を！」

　私は駆け出した足をすぐに止めて、斜ななめ後ろを振ふり返りながら手を伸ばし、地面に突き立てられた『竜殺し』の柄つかをつかみました。

　竜の因子のおかげで私の腕わん力りよくは向上しています。深く埋うまった長大な刃も一息で引き抜ぬくことができました。

　左手に杖つえを、右手に『竜殺し』を持って、私はレイヴェン様に駆け寄りました。

　レイヴェン様は地面に両膝ひざをついて、ひゅーひゅーと笛のような呼吸音を喉のどの奥おくから発していました。

「……っ」

　言葉が出ませんでした。

　ただの人間なら確実に死んでいる傷です。

　竜りゆうの因いん子しを宿しているという意味で、レイヴェン様はただの人間ではありませんが、それでも十分すぎるほどに重傷です。命に関かかわる傷です。

　目的のためならば誰だれの心も命も犠ぎ牲せいにすることを厭いとわない。レイヴェン様はそう言っていました。

　自分自身ですら、例外ではないのです。

　アホタレを守るためならば、レイヴェン様は自らに刃やいばを見み舞まうことさえ躊躇ためらわないのです。

　レイヴェン様は立ち上がり、赤い竜のもたげられた首に両手で触ふれました。

　赤い竜は翼つばさを広げて、感情の色のない眼めでレイヴェン様を見下ろしました。

「私じゃ、ないよ」

　レイヴェン様は喘ぜん鳴めい交じりに言いました。

「『月の宮』へ行くのは、彼女だ」

　赤らんだ目で、レイヴェン様は私を示しました。

「レイヴェン様……」

「私のことはいいから、さあ、早く」

「でも……」

「アンジュ」

　私の名前を口にした直後、レイヴェン様は咳せきと一いつ緒しよに塊かたまりのような血を吐はきました。

「優先順位を間ま違ちがえてはいけないよ。君にとって一番大切な人は、誰だれだい？　それは、私ではないはずだ」

「……っ！」

　答えられず、唇くちびるを噛かみしめる私に微笑ほほえみかけて、レイヴェン様は赤い竜から離はなれました。

　私は──。

「レックス様は、私がお守りします」

　私は、杖つえと『竜殺しドラゴンキラー』を握にぎり直して、赤い竜へと足を踏ふみ出しました。

「どうか、ご安心を」

　レイヴェン様からの返事は、ありませんでした。

　振ふり返りたい気持ちを噛み殺して、私は赤い竜を見上げました。

　竜は私を見下ろし、広げた翼を大きく、ゆっくりと動かして──。

　視界が、飴あめのようにぐにゃりと歪ゆがみました。




　†††




「レックス様は、私がお守りします。……どうか、ご安心を」

　アンジュのその言葉に、レイヴェンは返事をすることができなかった。

　君になら、安心して任まかせられるよ。そう声にしたつもりだったのだが、喉のどから出たのは喘ぜん鳴めいだけだった。

『月の宮』への門であるという赤い竜りゆうが羽ばたいてアンジュの姿が消えると、レイヴェンは再びその場に膝ひざから崩くずれ落ちた。

　なるべく多く血が出るようにと、腹を裂さいた。手首の傷も深い。これは、さすがに助からないだろう。

　だが、心は穏おだやかだった。

　レックスとアンジュは、必ず、竜りゆう王おうに勝利するだろう。

　根こん拠きよはないが、レイヴェンはそう確信していた。

　不安は、ない。

　死への恐おそれも、ない。

　当然の報むくいだと、納なつ得とくもしている。

　安らかな気持ちで、レイヴェンは目を閉じた。

「死なせはしませんよ。そう簡単には」

　声がした。

「人の弱みに付け込んで、さんざんに利用してくれたのです。報復は、させてもらいますよ」

　目を開き、顔を上げる。

　深くも鮮あざやかな、美しい紅くれないが見えた。
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　少女たちは、トモエと同じ顔をしていた。

　少女たちは、兵器だった。

　愛まな娘むすめを失った一人の女が、世界に絶望し、世界を憎ぞう悪おし、すべてを滅ほろぼすために生み出した兵器だった。

　少女たちは戦い、死んでいった。

　焼かれて、貫つらぬかれて、引きちぎられて、潰つぶされて、粉こな微み塵じんに吹き飛んで、死んでいった。

　その光景を、トモエはまばたきすら許されずに見せつけられ続けた。少女たちの雄お叫たけびを、悲鳴を、泣きじゃくる声を、聞かされ続けた。耳を塞ふさぐことは許されなかった。

　同時に、トモエはその手で人を殺あやめていた。男を殺した。女を殺した。老人を殺した。子供を殺した。

　トモエに人殺しを命じたのは、顔の半分を石の仮面で覆おおった少年だ。トモエは少年を大佐と呼んでいた。

　命令に応こたえて人を殺すと、大佐はトモエを褒ほめてくれた。

　大佐に褒められると、トモエの心は、ほんの少しだけ救われた。

　その、ほんの少しの救いのために、トモエは殺人を繰くり返した。

　殺したくて殺しているわけじゃない。だが、トモエは兵器だ。殺さつ戮りくは兵器の存在意義だ。殺したくなくても、殺さなければ、自分は自分でいられない。

　生き残りである自分が、兵器としての自分を否ひ定ていしてしまったら、兵器としての本分を全まつとうして死んでいった同じ顔の少女たちに申し訳が立たない。

　大佐がいようがいまいが、結局、トモエは殺人を重ねていくしかないのだ。人を殺せば褒めてくれる大佐は、だから、有り難がたい存在だった。

　トモエは──。

（違ちがう）

（これは、私じゃない）

　トモエは、気づいていた。

　これは、トモエの身に起きたことではない。

　トモエの記き憶おくでは、ない。

（ヒナギク……）

　その名前を口にして、トモエは閉じることのできない目から涙なみだをこぼした。

　トモエは理解していた。

　自分が、ヒナギクの過去を追体験していることを。

　トモエは知っている。

　殺戮妖精キリングフエアリイの一人として生み出されたヒナギクは、結局、戦場に出ることはなかった。出番を与えられるその前に、戦争が終わってしまったのだ。だが、出番を待つ間、ヒナギクは同じ殺戮妖精キリングフエアリイの少女たちが戦場で散っていく様を、延えん々えんと見せつけられたのだ。

　やがて、ヒナギクは大佐──ソーマ＝サイフォスに拾ひろわれ、彼の部下として、兵器としての本領を発はつ揮きすることになる。

　兵器として生まれた。だから、人を殺す。殺したくなくても、殺す。いつしかヒナギクは自分のその生き方に疑問を抱くようになるが……だが、自分が疑問を抱いていることをヒナギクが自覚するのは、もう少し先のことだった。

　そして、その時が訪れる。

　ヒナギクは、自分と同じ殺戮妖精の生き残りに出会う。──トモエだ。

　同じ殺戮妖精でありながら、トモエは自分とはまったく違ちがう生き方をしていた。

　兵器としての本分を忘れ、人を殺すのではなく、人と笑い合いながら生きていた。

　そんな自分自身を、トモエは「幸せ」だと言った。

　幸せというものがどういうものなのか、ヒナギクは深く考えたことがなかった。

　ただ、自分は幸せだと微笑ほほえんで語るトモエは──その笑顔は、なんだかとても幸せそうに見えた。そして、自分がとても不幸なように思えた。

　ヒナギクはトモエを怖おそれた。自分の価値観を大きく変えてしまいかねない存在として、排はい除じよしようとした。

　だが、傷つけても傷つけてもトモエの笑顔を殺すことはできなかった。

　トモエは幸せのなんたるかを語り、自分たちは幸せになっていいのだと言った。殺し、殺されるだけだった同どう胞ほうたちのためにも、生き残った自分たちは幸せに生きていくべきなのだと。

　ヒナギクは、戦えなくなった。

　幸せになりたいと思った。

　だが、手て遅おくれだと思った。

　幸せになるには、自分の手は汚よごれすぎている。

　自覚してしまった。

　自分は、本当は、人殺しなんてしたくなかったのだ。

　兵器として生まれたことは、自分の罪ではない。

　だが、兵器として生きていくことを選せん択たくしたのは、他の誰だれでもない。自分自身だ。

　トモエのようになりたい。トモエと一いつ緒しよに、幸せに生きてみたい。トモエは、それを許してくれた。

　だが、ヒナギクは自分自身を許せない。

　ヒナギクの罪を許せる者がいるとしたら、それは一体誰だろうか。

　トモエだろうか。──違ちがう。

　ヒナギク自身だろうか。──違う。

　ヒナギクを許せる者がいるとしたら、それはヒナギクが殺あやめてしまった人々だけだ。だが、死者は生き返らない。死者は許さない。

　ヒナギクの罪は、許されない。

　ヒナギクは、幸せには、なれない……。

　トモエは、声をあげて泣ないた。

　それは、ヒナギクの過去を、彼女が味わった苦しみを、知ったつもりになっていた愚おろかな自分に対する怒りの叫さけびであり、羞しゆう恥ちの涙なみだだった。

　同じ殺戮妖精キリングフエアリイの少女たちが戦い死んでいく様は、マオの空中遺い跡せきで、記録映像としてだがトモエも見ている。凄せい絶ぜつに過ぎる光景だった。ヒナギクがその光景を見続けさせられていたことも知った。それが途と方ほうもない苦しみであることも、想像に難かたくなかった。

　だが、実際に同じ経験をして、トモエは自分の認識の甘あまさを知った。

　同どう胞ほうの死を見続けさせられることは、トモエが想像していた以上の苦しみだった。

　正気と狂きよう気きの狭はざ間まを、何度も何度もさ迷った。

　ヒナギクが抱えていた罪の意識も、トモエは正しく理解できてはいなかった。

　決して償つぐえない罪の重さを、トモエは甘く見ていたのだ。

　償えなくても償い続けていくしかない。トモエはヒナギクにそう言った。

　償えなくても償い続けていく。苦しいが、それは前向きな生き方だ。

　だが、ヒナギクが抱える罪の意識を自分のものとして感じてようやく、トモエはヒナギクの心情を正しく理解した。

　償い、とは誰だれのための行こう為いなのだろうか。

　それがもし、自分自身の罪の意識を軽くするための行為なのだとしたら。

　自分は、償うことすら許されないのではないだろうか。

　ヒナギクは、そんなふうに思っていたのだ。

　融ゆう合ごうして殺戮天使キリングエンジエルになって、トモエはヒナギクのすべてを理解したつもりでいた。

　だが、それはとんだ思い上がりだったのだ。

　そして、ヒナギクに罪を自覚させてしまったのは、他の誰でもない──トモエだ。

　ヒナギクの心を深い闇やみの底に沈しずめてしまったのは、他ならぬトモエなのだ。

　なんということをしてしまったのだろう。

　なんということをしてしまったのだろう。

（私はただ、あの子に幸せになってほしかっただけなのに）

　不意に、トモエの目に否いや応おうなく映うつし出されてきた光景が、消えた。

　殺し、殺されていくトモエと同じ顔をした少女たちの姿も、人殺しを命じる石仮面の少年の姿も、ヒナギクであるトモエに殺された人々の死体も、暗闇に呑のまれて見えなくなった。

（お姉ねえちゃん）

　暗闇に、少女の声がこだました。

　振ふり返ったトモエに、トモエと同じ顔をした軍服姿の少女は、悲しげな微笑ほほえみを見せた。

（ヒナギク！）

　少女の名前を叫さけんで、トモエは走った。けれど、走れども走れどもトモエとヒナギクの距きよ離りは一向に縮ちぢまらない。

　トモエの伸ばした手は、ヒナギクには届かない。

（ごめんなさい、ヒナギク）

　トモエはその場に崩くずれ落ちた。

　暗くら闇やみに手と膝ひざをついて、ヒナギクに詫わびた。

（私、わかっていなかった。あなたの苦しみを、わかったつもりになっていただけだった）

　ううん、とヒナギクは首を横に振ふった。

（そんなこと、ないよ）

　ヒナギクが歩み寄ってきた。

　トモエがいくら走っても縮められなかった距離を、ヒナギクはほんの数歩でゼロにしてしまった。

（私、嬉うれしかったんだよ）

　ヒナギクは身を屈かがめて、トモエの手を取った。

（お姉ねえちゃんが私の罪を一いつ緒しよに背負うって言ってくれて。一緒に償つぐなうって言ってくれて。その言葉に、私、救われたんだよ）

　たしかに、言った。

　トモエは、ヒナギクをもう一人の自分だと思った。

　マオの遺い跡せきでレミエルが見つけたのが、トモエではなくヒナギクだったら。

　トモエとヒナギクの立場は逆になっていたはずだ。

　ヒナギクはハイドフェルト家でメイドとして幸せに暮らし、トモエはソーマ＝サイフォスの部下として殺人を重ねていたはずだ。

　ヒナギクは、自分だ。だから、トモエはヒナギク一人に罪を背負わせたくはなかった。ふたりで一緒に償いたかった。

（私の罪は、私ひとりじゃ一生かかったって償えない。でも、お姉ちゃんが一緒だったら……ふたりだったら償えるかもしれないって、そう思ったの）

　ヒナギクはトモエの手を取ったまま、肩かたを竦すくめて苦笑した。

（でも、駄だ目めなの。ひとりで償ってもふたりで償っても、私が許されることは、ないの。私を許せる人たちは、もういないんだから）

　そうだ。

　取り返しのつかない罪を取り返すことは、できないのだ。

（それに、ね。自分の罪を誰だれかに背負ってもらうことは、やっぱりできないんだよ。私の罪は、私だけのものなんだ）

（でも、それは……っ！）

（お姉ねえちゃん……私の過去を、自分のこととして見てきたんだよね？　感じてきたんだよね？）

　トモエは頷うなずいた。

（だったら、わかるよね？　私は結局、自分の意志で、兵器として生きることを選んだんだよ）

（私だって！　私だって、あなたの立場だったら、きっと──）

（お姉ちゃんは、兵器として生きようとは、思わなかったと思う。お姉ちゃんは、きっと、もっと別の生き方をしていたはずだよ）

（そんな……ことは……）

（私は、みんなが戦って死んでいく姿をずっと見せられてきたけれど、お姉ちゃんは違ちがった。私とお姉ちゃんは、そこからもう、違うんだよ。

　私たちは同じ殺戮妖精キリングフエアリイだけれど……やっぱり、私とお姉ちゃんは、同じじゃないんだよ。　だから、お姉ちゃんが私の罪を背負う必要は、ないの）

（なら、私は）

　トモエは暗くら闇やみについていたもう片方の手を、ヒナギクの手に重ねた。両手で、縋すがるようにヒナギクの手を握にぎりしめる。

（私は、あなたになにをしてあげられるの？　たった一人の家族である、あなたに）

（見守っていて）

　ヒナギクは言う。

（私の罪が許されることはないけれど……どんなに償つぐなっても償いきることはできないけれど……それでも、私は償って生きていくから。お姉ちゃんは、見守っていて）

（ヒナギク……）

　許されなくても、償い続けていく。

　終わりのない、償いの人生。

　それは、とてつもなく苦しい生き方だ。

　ヒナギクは、正しい。罪を背負って生きていくならば、結局、そうするしかないのだ。

　トモエも、かつて同じ言葉を口にした。ヒナギクの罪を背負って、償い続けていくと。

　だが、その言葉を口にした時、トモエはヒナギクが抱える罪の意識を、その重さを、軽く捉とらえすぎていた。

（私は、大だい丈じよう夫ぶだから）

　そう言って、ヒナギクは笑った。

　自分がヒナギクの立場なら、同じことは言えない。笑うことは、できない。

（私を信じて、お姉ちゃん）

　ヒナギクの笑顔は、花だった。

　途と方ほうもない苦しみを抱えて、それでもなお立ち止まることなく前に進もうとする強い意志を根として咲いた、美しくも力強い花だ。

　トモエは、自分とヒナギクが決して同じではないことを痛感した。

　ヒナギクは、自分などより、もっとずっと──強い。

　終わることのない贖しよく罪ざいの人生を、ヒナギクは完かん遂すいするだろう。

　心配は、要いらない。

　ヒナギクの手とそれを握にぎりしめるトモエの手に、トモエの目からあふれてこぼれた涙なみだの雨が降り注いだ。

（ヒナギクは、強いね）

（お姉ねえちゃんの、おかげだよ。お姉ちゃんが私の全部を受け止めてくれたから、私は私の罪とまっすぐに向き合うことができたの）

（私は、あなたの苦しみを、わかっていなかった。わかったつもりになっていただけだったのに）

　ヒナギクのすべてを受け止めることは、できていなかった。

（お姉ちゃんは、私の全部を受け止めてくれようとした。それだけで、私は救われたの）

　ヒナギクはトモエの額ひたいに自分の額を重ねて、言った。

（私はもう大だい丈じよう夫ぶだから……お姉ちゃんは、お姉ちゃんの為なすべきことを、して？）

（私の、為すべきこと？）

　うん、と頷うなずいて、ヒナギクは額を離はなした。そして、立ち上がった。

（目を覚まして、お姉ちゃん）

　ヒナギクに手を引かれて、トモエは立ち上がった。

　ヒナギクの花の笑みの向こうに、光が広がった。




　トモエは目を見開いて起き上がった。

　そこは、見知らぬ部屋だった。

　トモエはシーツをはぐってベッドを下り、そこでようやく、自分がベッドで寝ねかされていたことを理解した。

　服は身につけていなかったが、枕まくら元に馴な染じみのメイド服が綺き麗れいに畳たたんで置かれていることにすぐに気づいた。

　メイド服をかっちりと着込み、髪かみを頭の左右で結った。ヘッドドレスも忘れていない。

　不備はないだろうかと部屋の隅すみにあった姿見で自分の姿をチェックしていると、頭の中で声がした。

（おはよう、お姉ちゃん）

「ヒナギク！」

　思わず、トモエは声をあげていた。

「さっきのは、夢じゃなかったんだね」

（うん）

　ヒナギクの声は、まるで彼女が目の前にいるかのように……いや、それ以上にはっきりと聞こえた。

　姿は見えなくても、幻げん聴ちようなどではない。

　心と身体からだの両方に深い傷を負い、トモエの中で眠ねむりについていたヒナギクが、目を覚ましたのだ。

「ヒナギク……」

（心配かけてごめんね、お姉ねえちゃん）

　ううん、と首を振ふって、トモエは目に滲にじんできた涙なみだを拭ぬぐった。

　ヒナギクが眠っていた間も、彼女の意志や感情を漠ばく然ぜんと感じることはできた。だが、こんなにもはっきりと声を聞き、言葉を交わすことはできなかった。

　ヒナギクは目を覚ました。とはいえ、ヒナギクのダメージが完全に回復したわけではない。今しばらく、ヒナギクはトモエの中での療りよう養ようを必要としているが、それも時間の問題だ。遠くないうちに、トモエはトモエ、ヒナギクはヒナギクとして生きていけるようになる。

　一つになっていた身体が離はなれ離ばなれになってしまうのは寂さびしいが、仕方のないことだ。

　同じ殺戮妖精キリングフエアリイであっても、トモエとヒナギクはそれぞれ異なる心と経験を持った、別人なのだから。

（でも、今すぐ分かれられないのは、好都合だよ。お姉ちゃん）

「好都合？　どうして？」

（お姉ちゃんには、私の力が必要だから。お姉ちゃんが大切に思う人たちを守るために）

　ヒナギクのその言葉は、トモエの脳裏に二人の人物の顔を思い浮うかべさせた。

「レックス様……アンジュ様……」

　ふたりは今、どこにいるのだろうか。

　一体、自分はどれだけの間、眠っていたのだろうか。

　がちゃり、と部屋の扉とびらが開いて、レムリアが入ってきた。

「レムリア様？」

　なぜ、フルブライトにいるはずのレムリアがここにいるのか。

　そもそも、ここは一体どこなのか。

「ずいぶんと派手に寝ね坊ぼうしてくれたものだな、トモエ」

　腕うでを組み、壁かべに寄りかかってそう言ったレムリアの美び貌ぼうには、安あん堵どの笑みが浮かんでいた。

「だが、今ならまだ間に合うかもしれん」

　レムリアが、視線で窓まどを示す。

　内心で首を捻ひねりながらそちらに視線を向けたトモエが見たのは、

「ジグさん……？」

　舞まい降りる、赤い眼めをした金色の竜りゆうの姿だった。




　†††




　そこには、ただ道だけが存在していました。

　一本の道がまっすぐ、どこまでもまっすぐに続いています。

　振ふり返ると、赤い竜の姿が見えました。道の始点（終点？）に座り込み、知性も感情も窺うかがえない眼を私に向けています。

　私は踵きびすを返して、果ての見えない長い道を睨にらみ──駆かけ出しました。

　道の両脇わきには、底知れない深い闇やみが、やはり果てなく広がっています。

　道から足を踏ふみ外そうものなら、私は無限の闇の中を、永久に落ち続けることになるのでしょう。

　恐きよう怖ふは、しかし、ありませんでした。

　一刻も早くアホタレの許もとにたどり着きたいという思いだけを噛かみしめて、私はがむしゃらに足を動かしました。

　走って、走って、走って──一向に道の終わりが見えてこなくても、走って──。

　息があがっても、それでも止まることなく走り続けて──。

　いつの間にか、私は銀色の大地の上を走っていました。

「ここは……？」

　立ち止まり、肩かたで息をしながら視線を巡めぐらせます。

　奈な落らくに挟はさまれた道は、見えなくなっていました。赤い竜の姿も見えません。

　見えるのは、銀色の大地と満天の星だけです。

　地面は石のようにゴツゴツとしていながらも、その質感はむしろ金属のようです。

　杖つえの先でコンコンと軽く叩たたいてみると、叩いたその箇か所しよが淡あわく光りました。

「これは……」

　まさか、と思い、私は魔ま法ほう使つかいとしての目を働かせました。

「精せい霊れい……？」

　魔法使いとはすなわち元素使いであり、その目は元素を見極めます。

　銀色の大地は、火ひでも風かぜでも水みずでも地ちでも空くうでもない──第六の元素によって構成されていました。

　魔法使いには『見る』ことはできても決して操ることはできない、第六の元素。精霊です。

　銀色の大地だけではありません。天上に広がる夜色の空も、眩まぶしいほどに瞬またたいている星々も──目に映うつるすべてが、精せい霊れいによって構成されていました。

　精霊の大地。精霊の空。──精霊の、世界。

「ここが、『月の宮』……？」

　呟つぶやいた直後、殴なぐりつけるような強い風に襲おそわれて、私は危うく吹き飛ばされそうになりました。

　右手に持っていた『竜殺しドラゴンキラー』の刃先が地面に突つき刺ささり、それに縋すがる形で、辛からくも踏ふみ留とどまることができたのです。

　ですが、『竜殺し』の柄つかを強く握にぎりしめたせいで、軽い吐はき気に見み舞まわれることになりました。

『竜殺し』は、その名のとおり、竜りゆうを殺すための剣けんです。

　竜という存在を、断固として否ひ定ていする性質を持っています。

　そして、私は微び量りようながら血に竜の因いん子しを宿しています。

『竜殺し』の竜を否定する力が、私の血に対しても働いているのです。

　私よりも遥はるかに強い竜の因子を持っているレイヴェン様は、もっとずっと苦しかったはずです。

　アホタレがこの剣を手にすれば、さらに苦しむことになるでしょう。

　厄やつ介かいな代物ですが、それはこの剣が竜りゆう王おうに対して最も有効な武器であることの証左でもあります。

　吐き気を噛かみ殺しつつ、私は風が吹いてきた方向へと走りました。

　また、一向に変わらない風景の中を延えん々えんと走ることになるかと覚かく悟ごしていましたが、今度はそうはなりませんでした。

　風景そのものはまったくといっていいほど変わっていないのですが、人ひと影かげが二つ、見えてきたのです。

　ふたりは、同じ顔をしていました。背格好も同じです。

　ただし、身につけている物は違ちがいました。

　ひとりは、巨きよ人じん族の秘ひ蔵ぞうの繊せん維いによって作られたクロースアーマーに身を包み、暗黒鉄デスメタル製のカタナを手にしています。

　もうひとりは銀の鎧よろいに身を固め、その上にマントを纏まとっています。左右の手にそれぞれ一振ふりずつ構えられた剣は、刃やいばも柄も黄金に輝かがやいています。

　アホタレと竜王シグルドです。

　縦たてに割れた空色の瞳ひとみを見開いて、ふたりは互いの刃を凄せい絶ぜつに打ち合わせていました。

「レックス様……」

　会えた。

　追いついた。

　間に合った。

　叫さけんで呼びかけることは、できませんでした。

　アホタレと竜りゆう王おうの剣けん戟げきは、力も疾はやさも技も、すべてが拮きつ抗こうしているように見えました。

　迂う闊かつに声をかけて一いつ瞬しゆんでも集中力を乱してしまったら、その一瞬で命を失いかねません。

　ああも疾く激しく動かれていては、魔ま法ほうでの援えん護ごも困難ですが……それでも、私は攻せめることを選せん択たくしました。

　精せい霊れいの世界であるここ『月の宮』にも、〝世界の傷〟はありました。

　おそらく『月の宮』は竜王が創そう造ぞうした世界なのでしょうが、神にも等しい存在である竜王にも、瑕か疵しのない完かん璧ぺきな世界を作り上げることはできていないのです。

　神に等しいといっても、竜王シグルドは、決して万能無敵の存在ではないのです。

　編み上げた精神の糸を〝世界の傷〟へと伸ばし、呪じゆ文もんを唱となえます。

「おのれ！」

　詠えい唱しようが完了するのとほとんど同時に、竜王が苛いら立だちに満ちた声を響ひびかせました。

　私の闖ちん入にゆうに気づいて──ではありません。

「下げ賤せんが！　どこまでも抗あらがうか！」

　それは、アホタレに向けての言葉です。

　拮抗は崩くずれてはいません。

　にもかかわらず、竜王の表情は苛立ちと焦あせりに歪ゆがみ、余よ裕ゆうを失なくしていました。

　竜王にとっては、自分が優位に立てていないという事実が、たまらなく苦痛なのでしょう。

　それは、勝てる戦いしかしてこなかった者の脆もろさです。

　竜王は大きく跳とび退のきながら全身から燐りん光こうを発し、神しん気きをほとばしらせました。

　燐光は黄金の剣けんへと変わって、豪ごう雨うの如ごとくアホタレへと降り注ぎます。その数は、五十を超こえているでしょう。

　それは、魔ま王おうメイ＝ヘムに致ち命めい傷しようを負わせた攻こう撃げきです。──ただし、不意打ちで。

　アホタレは『鬼おに丸まる』を鋭するどく素速く操って、迫せまり来る天てん鱗りん剣けんを片っ端ぱしから弾はじき返しました。

「おのれ！　下賤が……！　下賤が……っ！」

　語ご彙いを失った竜王は、再度、燐光を発し、今度は百を超える数の天鱗剣を天上に現しました。

　数が倍に増えたところで、そんな、剣がただまっすぐ飛んでくるだけの攻撃をくらうアホタレではありません。

　とはいえ、むざむざ撃うたせはしません。

　呪文は、既すでに詠唱を終えています。距きよ離りを取ってくれたおかげで、アホタレを巻き込む心配もありません。

　私は杖つえの先を竜王へと向け、力ある言葉を放ちました。

「〝女神殺しの罪火ヒノカグツチ〟！」

　竜王の目が、私を捉とらえました。

　私を見て、竜りゆう王おうは口の端はを笑みの形に歪ゆがめました。

　なんだ、ただの塵ゴミか。

　竜王の目は、明らかにそう言っていました。

　私は知っていました。

　直後に、竜王の蔑さげすみの笑みが苦く悶もんの表情に変わることを。

　その口から絶ぜつ叫きようがほとばしることを。

　天上に、赤く紅あかく朱あかい、炎ほのおの花が咲きました。

　竜王の姿が紅ぐ蓮れんに呑のまれて見えなくなる瞬しゆん間かん、私はたしかに見ました。

　苦悶と恐きよう怖ふに歪んだ竜王の顔を。

「──っがああああああああああああああああああああっ！」

　絶叫をあげて、竜王は落ちていきました。

「アンジュ！」

　息を吐はきながら杖つえを下ろした私の隣となりに、アホタレがやってきました。

「どうやって、ここにきたんだ？」

「レイヴェン様のお力をお借りしました」

　私の答えに、アホタレはまず大きく目を見開いて、「そっか」、次に小さな笑みを浮うかべました。

　アホタレのその反応は、私にはよく理解できました。

　レイヴェン様が生きていたことを知って驚おどろいた反面、納なつ得とくもしてしまうのです。

　アホタレも私と同じように、レイヴェン様の死を信じることができずにいたのです。

「で、兄貴は？」

「……私をここに送るために力を使われて……今は、休まれています」

　我われながら、曖あい昧まいな言い方をしてしまったと思います。

　レイヴェン様が私をここに送るために負った傷は、致ち命めい傷しようでした。

　今いま頃ごろ、レイヴェン様は……。

　その事実を、私はアホタレに告げることができませんでした。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　アホタレは言いました。

「兄貴は、大丈夫だ」

　私の様子で、レイヴェン様が今どんな状態にあるのか、アホタレにはわかってしまったようです。

「……もちろんです」

　アホタレの横顔には、笑みが浮かんでいました。だから、私も笑みで応こたえました。

　そうです。レイヴェン様は、大丈夫です。

『剣つるぎの国の大いなる剣けん』は、決して折れはしないのです。

　私は自分自身に頷うなずきかけて、前方へと視線を据すえました。

　今はとにかく、竜りゆう王おうとの戦いに集中するのです。

　炎ほのおに呑のまれて墜おちた竜王は、既すでに立ち上がっていました。

　肩かたで息をしながら、血走った青い瞳ひとみを、アホタレではなく私に向けています。

　炎は消えていますが、確実に効きいています。

　効かないはずがないのです。

　竜王を灼やいたあの炎は──〝女神殺しの罪火ヒノカグツチ〟は、対象の存在そのものを発火させ、燃やす、存在焼しよう却きやくの魔ま法ほうなのですから。

　存在そのもの──つまりは、竜王シグルドという概がい念ねんそれ自体を焼き尽つくしてしまおうという魔法ですから、防ぼう御ぎよはできません。

　対象の『存在の大きさ』だけが、唯ゆい一いつ、存在焼却の炎に耐たえうる要素なのです。

『存在の大きさ』ということでいえば、神にも等しい竜王シグルドの存在は、この上もなく大きいということになるでしょう。

　倒たおせるとは思っていません。ダメージとしては、たかが知れているでしょう。それでも、防ぐことが叶かなわない以上、ダメージを無にすることはできないのです。

　これが、私が導師となって修得した、遺失魔法ロストマジツクの一つです。

「やってくれたな、下げ賤せん……」

　炎は消えています。肉体を灼く炎ではありませんから、見た目は無傷です。

　半年前に魔ま王おうから受けた傷も、綺き麗れいさっぱり消えていました。

　ですが、完治しているように見えても、それはそう見えるというだけで、魔王が与えたダメージは今もたしかに残っています。

　かつて見まみえた竜王は、ただそこに存在しているだけですべてを圧あつ倒とうするような、強大な神しん気きを発していました。

　今、目の前にいる竜王も神気を発してはいますが、圧倒されるほどではありません。

（魔王、メイ＝ヘム……）

　私は心の中で、私を最強の魔法使いとして称たたえてくれた魔界の王の名前を呼びました。

（あなたが与えてくれた勝機は、決して無む駄だにはしません）

　私は竜王の赤らんだ青い瞳を睨にらみ返しつつ、隣となりのアホタレに『竜殺しドラゴンキラー』を差し出しました。

　アホタレは『鬼おに丸まる』を銀色の大地に突つき立てて、『竜殺し』を無言で受け取りました。

　刀身に見合った長さの柄つかを両手でしっかりと握にぎりしめて、淡あわい緋ひ色いろの刃やいばの先を静かに竜王へと向けました。

　柄を握るアホタレの手からは、肉の焦こげる臭においとともに白はく煙えんが立ち上っています。

『竜殺し』の真価である竜を否ひ定ていする力が、アホタレの血に宿る竜の因いん子しに反応して、アホタレの身を苛さいなんでいるのです。

　痛いはずです。苦しいはずです。それでも、アホタレの表情には歪ゆがみも揺ゆらぎもありません。

「覚かく悟ごしておいたほうがいいぜ、竜りゆう王おう。この剣けんは、大好きな姉ねえちゃんを殺されたユーシスの、悲しみと恨うらみから生まれた剣だ。ムチャクチャ痛いぜ」

　アホタレのその言葉を、竜王は鼻はなで嗤わらいました。

「たかが人間一人の恨みが、儂わしに仇あだを為なせると思っているのか？」

「思ってるさ」

「愚ぐの極みだ、下げ賤せん。人の恨みで儂が滅ほろびるというなら、儂はとうに滅びておるわ」

「その時がきたってことさ」

　竜王の顔から、表情が消えました。

　侮あなどるようなことを言ってはいても、竜王は『竜殺しドラゴンキラー』がユランさえ容よう易いに死に至らしめた魔ま剣けんであることを知っているのです。

「儂は、滅びぬ」

　竜王は銀色の大地を軽く蹴けってその身を空へと移しました。そして、左右それぞれの手に持っていた天てん鱗りん剣けんを投げ捨てて、全身から燐りん光こうを発し、偽いつわりの星空にさらなる星を撒まきました。

　光は黄金の剣に変わることはなく、竜王が高く掲かかげた右手の上に集まり──そこに、刃やいばの無い剣を現しました。

「……善ぜん剣けん、シグルド……」

　竜王と同じ名前を持つその剣は、竜王の神しん気きの顕けん現げんともいえる代物です。

　竜王シグルドが、いよいよ本気になったのです。

　ならば、私も……。

「アンジュ」

　視線を竜王に定めたまま、アホタレが言いました。

「あれは、絶対に使うなよ」

　鋭い口調ではありませんでしたが、その声には、有無を言わせない迫はく力りよくがありました。

　あれ、とは〝完全燃焼アラミタマ〟のことです。

　命を燃やして魔ま力りよくを高める危険な魔法ですが、竜王という強大無比な敵を前にして、使用を躊躇ためらってはいられません。アホタレになんと言われようと、ここは命を燃やす場面です。……が。

〝完全燃焼〟を使うな、というアホタレの言葉に、私の左手の薬指で仄ほのかに光を放っていたフェニックス・リングは、輝かがやきを失っていました。

　躊躇ためらってしまっているのです。私自身が。〝完全燃焼〟を使うことに。

　初めて〝完全燃焼〟を使った後、ハイネという名前で天空観測所の所長を務めていた銀ぎん竜りゆうユランに、私はこう言われたのです。「おまえの魔力は歪ゆがんでいる」と。

　その原因が〝完全燃焼アラミタマ〟にあることは、明白でした。

　ユランはこうも言いました。魔ま力りよくの歪ゆがみは命の歪みだと。命を投げ捨てたくなければ、自分の器うつわを超こえる魔力には、もう二度と手を出すなと。

　その忠告を、無視したかったわけではありませんが、結果としては無視して、私はその後も幾いく度となく〝完全燃焼〟を使いました。

　私は、生きています。

　死にたくなければ二度と使うなと言われた魔法を何度も使ったにもかかわらず、私は今もこうして生きています。

　それは、おかしいことなのです。

　生きていられないはずの私が生きていられるのは、竜りゆうの因いん子しのおかげです。

　アホタレが瀕ひん死しの私を救うために与えてくれた竜の因子が、私の命を支えてくれているのです。

　ですが、それにも限界があります。

　命を燃やす苦しみに身体からだが慣れても、竜の因子のおかげで回復力や筋力が向上していても、〝完全燃焼〟を使う度たびに、私の命は確実に燃えてすり減っているのです。

　先日、巨きよ人じん族の抗こう争そうを止めるために〝完全燃焼〟を使う羽目になり──そこで、私は悟さとったのです。

　私が〝完全燃焼〟を使えるのは、あと一度が限界です。

　それは、あと一度なら使えるという意味ではなく、使ってしまえば命はないという意味での、あと一度です。つまり、私の命は、もう既すでに限界を迎むかえているとも言えるのです。

　その事実を、私はアホタレに話してはいません。いませんが……どうやら、悟られてしまっているようです。

　仕方ありません。巨人の里で〝完全燃焼〟を使い、血を吐はいて倒たおれた私を介かい抱ほうしたのは、他ならぬアホタレなのですから。

　このままもう二度と〝完全燃焼〟を使わなければ、竜の因子がすり減った私の命を癒いやしていってくれるでしょう。

　ですが、竜りゆう王おうはそれを許してくれる相手ではありません。

　使うしか、ないのです。

　躊躇ためらっては、いられないのに。

　死は、自分という存在が世界から永久に消えてしまうことだと思っていました。ですが、それだけではないのです。死とは、大切な人と、もう二度と会えなくなってしまうということでもあるのです。

　自分が消えてしまうことには、耐たえられます。消えてしまうのですから、苦しみもなにもありません。でも、アホタレに二度と会えなくなってしまうのは、自分が消えて、苦しむことはないとわかっていても、それでも嫌いやなのです。

「大だい丈じよう夫ぶだから」

　アホタレは視線はなおも竜りゆう王おうに据すえたまま、横顔に小さな笑みを浮うかべて言いました。

「オレたちは、勝てるよ。アンジュがあれを使わなくてもさ」

「ですが……」

「儂わしがこの善ぜん剣けんシグルドを手にしたからには！」

　私たちの会話は、竜王の居い丈たけ高だかな声によって遮さえぎられました。

「貴様らに勝ち目はない！　それが道理であり、条理だ！」

「あんまり大口叩たたいてると、また恥はじかくぜ」

「……なに」

「あんた、前の時もそんなようなこと言って、メイ＝ヘムにやられちゃったじゃないか」

　そうです。善剣シグルドが世界さえも崩ほう壊かいしうる竜王の至宝にして最大攻こう撃げきであることは疑いようもありませんが、魔ま界かいでの戦いでは、結局、振ふるわれることのないまま終わってしまったのです。

「……っ！」

　アホタレの指し摘てきに、竜王はもはや怒ど号ごうを返しさえしませんでした。

　怒りすぎて、声も出せないのです。

　目を歯を剥むき出しにして、竜王は天に掲かかげた善剣シグルドを、荒あら々あらしく振り下ろしました。

　アホタレは左手で私を抱き寄せて跳とび退のきながら、右手の『竜殺しドラゴンキラー』をかざすように差し出しました。

　善『剣』と呼ばれながらも、物理的な刃やいばを持たない善剣シグルドを振り下ろす様は、ある種、滑こつ稽けいな光景でした。

　しかし、その刃無き剣が直後にもたらした甚じん大だいな破は壊かいは、到とう底てい、笑えるものではありません。

　神しん気きの嵐あらしが、銀色の大地を割り、砕くだいて、跡あと形かたもなく消し去っていきます。

　竜王は両腕うでを広げ、大きな口を開けて──哄こう笑しようを響ひびかせているのでしょう。しかし、その声は大地を構成していた精せい霊れいたちの絶ぜつ叫きようにかき消されて、私の耳には届きません。

　大地が失われた後には、なにも残りませんでした。

　底のない闇やみが、ぽっかりと口を開けているだけです。そして、その範はん囲いは私たちの目の前から地平線の手前にまで及およんでいます。

　私たちの足の下には、大地が残っています。ただ、それは消しよう滅めつを免まぬがれたというだけで、こっぴどくひび割れています。崩ほう落らくし、穴が空あいている場所もあります。

　それほどの大破壊を目まの当たりにしながらも、アホタレにも私にも、怪け我がはありませんでした。

　竜王が手加減をしたわけではありません。竜王は間ま違ちがいなく私たちを消し去るつもりで善剣シグルドを振ふり下ろしていました。

　その証しよう拠こに、ついさっきまで大口を開けて笑っていた竜りゆう王おうの顔は、驚きよう愕がくに歪ゆがんでいます。

「その程度じゃあ、こいつは折れないよ」

　正面にかざしていた『竜殺しドラゴンキラー』を高く掲かかげて、アホタレが言いました。

　複雑な文様を刻み込まれた淡あわい緋ひ色いろの刀身には、傷一つ、ついてはいません。

　竜王の至宝が巻き起こした神しん気きの嵐あらしに呑のまれながらも私たちが無事な理由は、明白でした。

『竜殺し』の、竜の存在を許さない力が、竜王の神気さえも否ひ定ていしてみせたのです。

「言ったろ？　こいつは、ユーシスの悲しみと恨うらみの結けつ晶しようだって」

「ありえん！」

　竜王は、まるで駄だ々だをこねるように両腕うでを大きく振りました。

「ありえん！　ありえん！　ありえん！　儂わしの至宝が、下げ賤せんの作った道具に劣おとるなどと！　ありうるはずがない！」

「ユーシスだけじゃないさ」

　アホタレは『竜殺し』を下ろして、言いました。

「あんたは、半年前にメイ＝ヘムにやられた怪け我がが、まだ治ってない。見た目は元に戻もどってるけど、力はガタ落ちしてる。今のあんたは、あんたが持ってるその剣けんとおんなじだ。ただの、刃やいばのない剣だ」

　善ぜん剣けんシグルドの力は、凄すさまじいものでした。私には、アホタレのように、ただの刃のない剣などとは呼べません。

　それでも、竜王も、彼の力の顕けん現げんである善剣シグルドも、弱くなっていることはたしかです。

　魔ま界かいで目まの当たりにした善剣シグルドは、振るわれることはなかったにせよ、世界そのものを消し去ってしまいそうな、桁けた違ちがいの力を感じました。

「どこまで……どこまで儂を愚ぐ弄ろうするつもりだ、貴様らは！」

「アンジュ、下がって防ぼう御ぎよだ」

　竜王が声を荒あらげると、アホタレは声を低く鋭するどくして言い、『竜殺し』を両手で構えました。

　私は指示に従って後方へと走り──走りながら、防御魔法の呪じゆ文もんを唱となえました。

　その間、アホタレの闘とう気きが際限なく膨ふくらみ続けていくのを、私は背中で感じていました。

　これは……この闘気の大きさは、半年前に魔ま王おうメイ＝ヘムと戦った時をも超こえています。

　アホタレは、次の攻こう防ぼうで勝負を決めるつもりでいるのです。

　詠えい唱しようが終わると、私は即そく座ざに振り返り、

「〝鉄壁タテヌイ〟！」

　自分のまわりに防御結けつ界かいを展開しました。

　その直後、アホタレはひび割れた銀色の大地を蹴けって、天上の竜王よりも、さらに高い位置にまで至りました。

「儂わしを見下ろすなあっ！」

　叫さけんで虚こ空くうを蹴けり、再びアホタレよりも高い目線を取り戻もどした竜りゆう王おうは、右手に持った刃やいば無き剣けんを、大きく振ふりかぶりました。

　最愛の姉を殺されたユーシスの悲しみと憎にくしみの剣である『竜殺しドラゴンキラー』と、竜王シグルドの至宝である善ぜん剣けんシグルドは、天上でついに交こう錯さく──しませんでした。

　アホタレが、『竜殺し』を自分の真上へと放ほうり投げてしまったのです。

「……っ!?」

　思いがけないアホタレの行動に、竜王が攻こう撃げきを忘れた、ほんの一いつ瞬しゆん──。

　まさに、その瞬間。

　膨ぼう張ちようを続けていたアホタレの闘とう気きが爆ばく発はつして、彼の背後に──彼と私の間に、褐かつ色しよくの巨きよ人じんが出現しました。

　隆りゆう々りゆうとした体たい躯く。そして、腰こしまで届く長さの鈍にび色いろの髪かみ。

　あれは……！

「〝拳けん王おう招しよう来らい〟っ！」

　アホタレの雄お叫たけびとともに、褐色の巨人は右の拳こぶしを固めて大きく振りかぶりました。

　私の位置からでは、巨人が壁かべになって、アホタレの姿も竜王の姿も見ては取れません。

　ですが、竜王が驚きよう愕がくに目を見開いていることだけは、確信できました。

　驚おどろいているのは、私も同じでした。

〝拳王招来〟──魔ま王おうメイ＝ヘムの奥おう義ぎを、アホタレが再現するなんて。

　魔王メイ＝ヘムの──この場合は、アホタレの闘気の顕けん現げんである拳王の攻撃は、いたって単純です。

　殴なぐる。

　ただ、それだけです。

　しかし、その単純を極めた攻撃は、同時に破は壊かい力という最重要点に於おいても、究極の域いきに達していました。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

「ああああああああああああああああああああっ！」

　アホタレと竜王の叫びがぶつかり合い──そして、拳王の攻撃と竜王の善剣シグルドが激げき突とつしました。

　竜王の姿を見て取ることはできませんが、わかります。否いや応おうなくわかってしまいます。

　二つの究極的な力の激突によって生じた余波が、防ぼう御ぎよの結けつ界かいを激しく軋きしませているのですから。

　拳王の鉄拳は善剣シグルドを、善剣シグルドは拳王の鉄拳を、互いに押おし返そうとせめぎ合い──どちらも押し切れないまま、飛散した力で、この世界を構成している精せい霊れいたちを痛めつけています。

　ただでさえ傷ついていた大地は、いよいよ崩ほう壊かいが進行して、今まさに、私の目の前に奈な落らくが口を開けました。

　アホタレに言われたとおり下がっていなければ、取った距きよ離りが不足していたら、私は底のない無限の闇やみへと落ちていたでしょう。

　拳けん王おうの巨きよ大だいな背中に揺ゆらぎはなく、拮きつ抗こうは果てしなく続くかと思われましたが──決着の時は、唐とう突とつに訪れました。

　拳王が、消えてしまったのです。

「レックス様！」

　悲鳴をあげずにはいられませんでした。

　敗まけた。──そう思いました。

　魔ま王おうの奥おう義ぎを再現したといっても、アホタレは魔王ではありません。魔ま人じんでもありません。完全な再現など、できるはずもありません。本物の拳王には、どうしても劣おとってしまいます。

　本物の──すなわち、魔王メイ＝ヘムの拳王のように竜りゆう王おうを圧あつ倒とうすることは、かなわな──。

「ぃいいいいいいいいいいいいいいいっ!?」

　私の思考を断ち切ったのは、竜王の裏返った声でした。

　拳王が消えて視界に戻もどってきた竜王は、愕がく然ぜんとした表情で自分の右手を見ていました。

　顔の前で広げられているその手には、なにもありません。

　善ぜん剣けんシグルドの柄つかが、見当たりません。

　敗けてなどいなかったのです。

　敗けるはずがなかったのです。

　アホタレの闘とう気きが生んだ拳王は、ただの真ま似ね技わざなどではありません。

　魔王の〝拳王招しよう来らい〟をただ真似ただけであれば、アホタレの闘気から生まれた拳王は、アホタレと同じ姿をしているはずです。

　アホタレは、しかし、自らの闘気の顕けん現げんに、あえて魔王メイ＝ヘムの姿を与えました。

　それは、なぜか。

　答えは、一つしかありません。

　アイネイアとの約束を果たすためです。

　アイネイアはアホタレに願いました。父の仇かたきである竜王と戦うことすらできない自分たち姉妹の無念を込めた攻こう撃げきを、一撃でかまわないから竜王にくらわせてほしいと。

　その願いを、アホタレは魔王メイ＝ヘムの技によって──魔王メイ＝ヘムの拳で以もつて、叶かなえようとしたのです。

　そんな、『重い』拳が敗けるはずがありません。

　至宝を打ち砕くだかれた竜りゆう王おうは、呆ぼう然ぜん自じ失しつ。

　対するアホタレは──その姿は、竜王の頭上にありました。

　高く掲かかげられた手には、『竜殺しドラゴンキラー』がしっかりと握にぎりしめられています。振ふりかぶられています。

「──っ!?」

　竜王が頭上のアホタレに気づいた時にはもう、竜の存在を否ひ定ていする剣けんは、アホタレの渾こん身しんの力を込めて振り下ろされていました。

　竜王は突つき上げた左手に天てん鱗りん剣けんを現し、『竜殺し』を受け止めようとしましたが、淡あわい緋ひ色いろの刃やいばは黄金の刃を易やす々やすと砕いて、竜王の左肩かたに深く食い込みました。

　ついに。

　ついに、『竜殺し』が竜王を捉とらえました。

『竜殺し』が竜王の力に対しても有効であることは、既すでに証明されています。

　しかし、果たして、ユーシスの悲しみと憎にくしみが生んだ刃は、竜王自身にも届きうるのか。

　答えは──。

　竜王はアホタレと同じ顔にニヤリと左右非ひ対たい称しようの笑みを浮うかべました。

　善ぜん剣けんシグルドを失った右手で『竜殺し』の刃をつかみ、力任まかせに持ち上げます。

　そして、竜王は自らの血に濡ぬれた『竜殺し』を横目で睨にらみ、なにかを言おうと口を開いて──。

　その口から、凄すさまじい悲鳴をほとばしらせました。

『竜殺し』を受けた左肩から蒸気のような血色の気体を噴ふき出させながら、竜王は眼球がこぼれ落ちそうなほどに大きく目を剥むいて、悲鳴の音量をどこまでも上げていきます。

　そんな竜王の胸むねを蹴けって後方へと大きく跳とんだアホタレが、私の隣となりに降り立ちました。

「痛いだろ」

　アホタレのその言葉は、竜王に向けたものです。

　大きな声ではありません。竜王の聴ちよう覚かくは人間離ばなれしているはずですが、今の竜王には自身の悲鳴以外の音はなにも聞こえてはいないでしょう。

「いんがおーほーってやつだ」

　そう言って、アホタレは『竜殺し』を改めて構えました。

　竜王は狂くるったように叫さけびながらもがき苦しみ続けています。

『竜殺し』はこの上もなく効きいています。もう一いち撃げきすれば、竜王シグルドは確実に死ぬでしょう。

　しかし、アホタレは『竜殺し』を構えてはいても、とどめを刺さしにいこうとはしません。

「なあ、あんた」

　アホタレは、さっきよりもよく通る声で言いました。

「もう二度と誰だれも傷つけないって約束してくれるんなら、これ以上は攻こう撃げきしない」

　まさかの降こう伏ふく勧かん告こく──とは思いませんでした。

　だって、アホタレなのです。

　どんな相手だろうと、容よう赦しやも躊ちゆう躇ちよもなくとどめを刺さすことなんて、できはしないのです。

「人を傷つけたら、いつかは自分がそうやって痛い目に遭あうんだ。わかったろ？　痛いのは、嫌いやだろ？　だから、さ。降参して、もう二度と誰も傷つけないって、誓ちかってくれよ」

　アホタレのその言葉を聞きながら、私は〝鉄壁タテヌイ〟を解き、別の魔ま法ほうの準備に入りました。

　アホタレは抵てい抗こうできない相手に攻撃できる人じゃありません。

　かといって、仮に竜りゆう王おうが降伏し、アホタレの要求を呑のんだところで信用はできません。

　竜王を生かしておくつもりは、私にはありません。

　竜王にとどめを刺すのは、私の役目です。

「曾ひいじいさんの身体からだを返せとまでは言わないよ。曾じいさんだって、覚かく悟ごの上であんたの力を借りたんだろうからさ。だから、曾じいさんと一いつ緒しよに、ここで大人しくしていてくれ」

「つくづく、度どし難がたいな。人間という生き物は……」

　竜王が血ち煙けむりを噴ふき上げる肩かたを手で押おさえて、唸うなるような声を出しました。

「己おのが価値観でしか物事を計れず、自分たちこそが世界の王であると主張して憚はばからない……。いつの世も、同じだ」

「オレは人間だからな。人間の価値観でしか、そりゃあ計れないよ。……オレたちは、ただ、明日がほしいだけだ」

「貴様らが生きていくために、儂われに滅ほろびろというのか。世界の守護者であるこの儂を、滅ぼすというのか」

「あんたの望みが世界を守り続けていくことだってんなら、オレたちの望みは、生きて、幸せになることだ」

「幸せ、か。人間が好む言葉だ。問うぞ。貴様にとっての幸せとは、なんだ」

「アンジュだ」

　竜王からのその問いに、アホタレは即そく答とうしました。

「オレは、アンジュと一緒に生きていきたい。オレの望みは、ただ、それだけだ」

　私もです、という私の心の声が聞こえたのか、アホタレが一いつ瞬しゆん、横目で私を見て、笑いました。

「卑ひ小しようだな」

「そうかな？」

「重ねて問うぞ、人間。貴様のその望みは、世界の存続よりも尊とうといというのか」

「言ってくれたんだ、アンジュが。オレは、オレの目に映うつる、オレが守りたいと思う人たちのために戦えばいいって。その言葉に、オレ、すげー救われたんだ。自分の生まれとか、力とかと、ようやくちゃんと向き合えるようになったんだ。だから、あんたの問いに対するオレの答えは、こうだ。世界の未来よりも、オレにはアンジュと生きる明日がなによりも大切だ」

「そうか……」

　アホタレの答えに、竜りゆう王おうは軽く首をもたげ、目を閉じて、左肩かたから手を離はなしました。

「よく、わかった」

　嫌いやな予感がして、私はアホタレの言葉に聞き入っているうちに途と切ぎれてしまっていた呪じゆ文もんを改めて唱となえ始めました。──が、間に合いません。

「やはり、貴様ら人間は滅ほろぼしておくべきだった」

　ゆっくりと目を開いた竜王は、血走った青い瞳ひとみで私たちを傲ごう然ぜんと見下ろし、右手を高く掲かかげました。

「思い上がるばかりで省かえりみようとしない貴様ら人間は、世界の毒だ。清めてやる。儂わしの、真の姿を以もつてな！」

　竜王が掲げた右手を勢いよく真下へと振ふり下ろすと、まるでその動きに合わせて竜王の背後に広がっていた星空の如ごとき風景が切り裂さかれて、その向こう側に、なにかが見えました。

　途と方ほうもなく巨きよ大だいな、なにかが。

「あれは……」

　私は再び呪文を忘れて、その光景に圧あつ倒とうされてしまいました。

「あれが、竜王の……」

　竜王の背後に生まれた空間の断だん裂れつは広がっていき──『それ』は、ゆっくりと迫せり出てきました。

「下がるぞ、アンジュ」

　アホタレが私を抱えて、後ろに大きく跳とびました。足が地面につくと、その足でそのまま地面を蹴けって、それを何度も繰くり返して、大きく大きく距きよ離りを取りました。

　それほどに、巨大な相手なのです。

　やがて、『それ』は岩山のようにしか見えない巨体をひび割れた銀色の大地の上に下ろして、その圧倒的な重量で以て、大地を構成する精せい霊れいたちにまたしても悲鳴をあげさせました。

「あれが、竜王の、本体……」

　魔ま王おうメイ＝ヘムは、言っていました。

『月の宮』には、竜王シグルドの本体が在ある──と。

　そして、竜王が口にした『真の姿』という言葉。

　ならば、あれは竜王シグルドの本体に外ほかなりません。

「うひー、デカイなー」

　アホタレも、竜王の本体の巨大さに圧倒されていました。

　巨大な敵と相対するのはこれが初めてではありませんが、竜王の本体の大きさは、巨人にも勝る大きさを誇ほこっていたバハムートもティル・ナ・ノーグも、軽く凌りよう駕がしていました。

　山のような、という表現の範はん疇ちゆうを超こえ、山そのものといった次元の大きさです。

　大きすぎて全ぜん貌ぼうを見て取ることはできませんが、頭は低い位置にありました。

　低いといっても、精せい一いつ杯ぱい見上げて、それでようやく視認できる高さですが。

　竜りゆう王おうの顔には──顔と思おぼしき部位には、眼めがありませんでした。巨きよ岩がんのようなゴツゴツとした質感の鱗うろこが、身体からだだけでなく、頭部までをもくまなく覆おおっています。

　翼つばさは、あるにはあるのですが、肝心な翼よく膜まくの部分が鱗と同じく岩石状になっていて、到とう底てい、飛べそうにはありません。

「地ち竜りゆう……」

　竜王のその姿は、眼のない顔といい、岩のような鱗といい、飛べない翼といい──地竜の特とく徴ちようと一いつ致ちしていました。

　岩がん竜りゆうにも似ていますが、岩竜には眼があります。

　地竜も岩竜も、活火山を主な生息地とする、頑がん強きような竜です。

「巨大な地竜……だったのですか？　竜王は……」

　私の誰だれへともない問いに、アホタレが答えました。

「竜王とヴァナディースは、元々、ふたりでひとりだったんだと」

「一体の竜から分かれた……ということですか？」

「そうだって言ってる。でも、分かれる前は竜じゃなかったらしいけどな」

　ヴァナディースが、アホタレを通じて教えてくれました。

　竜王シグルドとヴァナディースは、元々は、明確な姿形を持たない力の塊かたまりのような存在だったそうです。

　竜王とヴァナディースの親とでもいうべきその力の塊は、ある目的のために、世界の意志によって生み出された存在でした。

　目的とは、すなわち、世界の存続。

　すべての生物がそうであるように、世界にもまた、死にたくない、生きていたいという本能的な望みがあったのです。

　世界の生存本能の具現であるその名前もない力の塊は、やがて、二つに分かれて明確な姿と自意識を得ました。

　それが、竜王シグルドであり聖せい母ぼ竜りゆうヴァナディースです。

　大地の守護者となった竜王は岩の身体を得て、天空の守護者となったヴァナディースは迅じん速そくの翼を得ました。

　すなわち、竜王は原初の地竜であり、ヴァナディースは原初の飛ひ竜りゆうなのです。

「醜みにくかろう。これが、儂わしだ」

　本体の顔の前に竜騎き士しレイジャックから奪うばった肉体を滞たい空くうさせている竜王は、苦痛に歪ゆがんでいた顔に自じ虐ぎやくの笑みを浮うかべて、さらに歪ゆがめました。

「あんたも、自分の本当の姿が嫌きらいなんだな。ジェイドとおんなじだ」

「ジェイド……ヴリトラか」

　ふん、と竜りゆう王おうは鼻はなで嗤わらいました。

「あれは、儂わしよりも醜みにくい。この世で最も醜い竜だ」

「そんなこと言うなよ。あんたの子供だろ」

「嫌きらってはおらぬよ。あれをあのような姿にしたのは、儂だ」

　ジェイド──黒こく竜りゆうヴリトラの真の姿は、一度だけ目にしたことがあります。さながら汚お泥でいのような……生理的な嫌けん悪お感を覚えずにはいられない姿でした。四天竜ノーブルドラゴンの中でも、彼だけは異質でした。

　竜王は、自らの姿を醜いと思っています。嫌っています。にもかかわらず、何な故ぜ、竜王が我わが子であるヴリトラをあえて汚泥のような姿で生み出したのか。その答えは、先程の竜王の言葉の中に含ふくまれていました。

　醜い自分よりも、さらに醜い竜が必要だったのです。竜王は、自分が一番醜い竜ではないという安心感を得るために。

　とはいえ、ヴリトラ以外の三体の四天竜には、竜王は美しい姿を与えました（『名も無き白はく竜りゆう』であるクシナダの竜の姿だけは見たことがありませんが、純白の非常に美しい竜だと言い伝えられています）。

　自分の子である四天竜が、すべて醜いというのは、嫌だったのでしょう。

　四天竜のような高位の竜は、人からは神、あるいは神の眷けん属ぞくとして崇あがめられています。もしも、四天竜が皆みなヴリトラのように醜ければ、神ではなく悪あく魔まとして怖おそれられる存在になっていたでしょう。

　竜王の子が醜い悪魔であれば、当然、その父である竜王もまた、醜い悪魔ということになってしまいます。

　己おのれの醜さを嫌う竜王にとって、それは耐たえ難がたい事態でしょう。

　竜王が人間の肉体に己おのが精神と力を移し、本体を封ふう印いんし続けてきた理由は、本体を永遠に生き存ながらえさせるためだと聞いていました。ですが、それだけではなかったのです。竜王はその真の姿を……醜い姿を、誰だれにも見せたくなかったのです。

　自己愛の強さ故ゆえに、醜い自らを人前にさらすことができない。

　少しだけ……ほんの少しだけ、私は竜王に感情移入しました。

　自分自身の能力に対する自己評価は高いのに、容姿に対しては強い劣れつ等とう感を抱いている。──私と同じです。

　神にも等しい竜王といえど、その心は、彼が下げ賤せんと蔑さげすむ人間と変わらないのです。そして、どれだけ巨きよ大だいであろうとも、生き物であることに変わりはないのです。決して、不死身の存在ではないのです。無敵でもありません。不死身ではないからこそ傷つかないように封ふう印いんし、無敵ではないからこそ、魔ま王おうのバハムートとの戦いを避さけたのです。

「レックス様」

「わかってる」

　アホタレは私の肩かたに手を載のせて、言いました。

「あいつは、そんなに強くない。少なくとも、無敵じゃない」

　私が言うまでもなく、アホタレも同じことを思っていたのです。

　私は頷うなずき、視線を上げて、レイジャックの姿をした竜りゆう王おうとその後ろに聳そびえる本体の眼めのない顔を、まとめて睨にらみました。

「儂わしの真の姿を目まの当たりにしても屈くつせぬか。いいだろう。認めてやるぞ。貴様らは下げ賤せんではない。儂が手ずから滅ほろぼすに値する、世界の敵だ！」

　眼のない巨大な顔の口が開いて、高らかに声を響ひびかせた竜王を丸まる呑のみにしました。

（ふふふふふふふふふふ！　はははははははははは！）

　その声は、果たしてどこから発せられたものなのか。

　バハムートさえも凌りよう駕がする巨きよ体たいを震ふるわせて、竜王シグルドは笑い声を響かせます。

「アンジュ。頼たのむ」

　そう言って、アホタレは一度大きく深呼吸をしました。

　私は頷いて、左手を顔の前へと運び、薬指のフェニックス・リングを輝かがやかせました。

〝完全燃焼アラミタマ〟を使うのです。私にではなく、アホタレに。

　呪じゆ文もんを唱となえながら、アホタレの胸むねに──心臓の位置に、左手を押おし当てます。

　そして、詠えい唱しようが終わると、私は息もつかずに力ある言葉を口にしました。

「〝完全燃焼〟」

　アホタレに〝完全燃焼〟をかけるのは、これが初めてではありません。二度目です。

　アホタレなら、命が燃える苦しみにも耐たえることができます。私のように、度たび重かさなる使用で命が燃え尽つきかけているわけでもありません。

　それでも、命を燃やすという行こう為いが危険であることに変わりはありません。私の魔ま法ほうのせいでアホタレが死んでしまったら……という恐きよう怖ふはありますが、それはかつて一度は越こえた恐怖です。そこで躓つまずいてはいられません。

　私が離はなれた直後、アホタレの全身から凄すさまじい熱が放出されたのがわかりました。

　人間離れした生命力を持つアホタレは、命を燃やした際の『火力』も尋じん常じようではありません。苦しみも桁けた違ちがいのはずですが、アホタレは以前のように踞うずくまりも声をあげもしませんでした。

　顔だけを振ふり向かせて、アホタレは言いました。

「アンジュ。アレも、頼む」

　アホタレの意図を理解して、私は傍かたわらに駆かけ戻もどりました。

　アホタレは命の燃焼によって生じた熱を懸けん命めいに己おのれの内に留とどめようとしていますが、到とう底てい、抑おさえきれるものではありません。傍かたわらに立っただけで、露ろ出しゆつしている顔や手に焼けるような熱さを感じましたが、〝完全燃焼アラミタマ〟を自分に使った時の熱さはこんなものではありません。

　アホタレの要よう請せいに応こたえて今私が使おうとしている魔ま法ほうは、実戦では初めて使う魔法です。この半年間に修得した、遺失魔法ロストマジツクの一つです。

　アホタレに杖つえを向けて、私は力ある言葉を響ひびかせました。

「〝翼アメノトリフネ〟！」

　アホタレの前髪がみが、風もないのにふわりと持ち上がりました。

「お？　もういけるのか、これ」

「はい」

「よっしゃ」

　アホタレは左腕うでを私のお尻しりの下に回してひょいと抱え上げると、爪つま先さきで軽く地面を蹴けって、抱えた私ごと中空に浮うかび上がりました。

「おー、すっげぇふわふわする。面白いな、これ」

　私がアホタレにかけた〝翼〟は、被術者を重力の軛くびきから解き放ち、浮ふ遊ゆう状態での高速移動を可能にする──早い話が、飛行の魔法です。

　元素魔法には存在していない飛行魔法ですが、旧世界の魔法使いたちは、やはり、魔法によって大地の束そく縛ばくを離はなれ、大空に臨のぞむことを可能としていたのです。

「レックス様。改めて説明しますが──」

「わかってるよ。オレが思ったとおりに飛べるってわけじゃないんだろ？」

「はい」

〝翼〟を他人にかけることは、今私がアホタレにしているように可能ですが、それは決して相手が自由自在に空を飛べるようになるということではありません。被術者は、あくまでも術者によって飛ばされている状態になるだけです。

　つまりどういうことかというと、被術者であるアホタレが空中でどう動くのか──すべては、術者である私次第ということです。

　もちろん、剣けんを振ふる、といった飛行とは関係のない動きに関しては、アホタレは自由に動くことができます。ただ、接近や離り脱だつ、回かい避ひといった主要な動きは、私に委ゆだねられたことになります。

「これも以前に言いましたが、私を離さないでください。術者と被術者が接せつ触しよく状態にないと、被術者は落ちてしまいます」

「オレがアンジュを離すはずないだろ。一生離さないって」

「いえ、あの、そういう意味ではなくて……でも、嬉うれしいです。ありがとう、ございます」

　この期ごに及およんでも、恋れん愛あい脳のうな私たちです。

　それを、恥はじだとも愚おろかだとも思いません。

　愛する人がいて、愛してくれる人がいて、その人と明日を生きていきたいと思う気持ち。それこそが、私たちの一番の武器なのですから。

（翼つばさ無き分際で、空を飛ぶか。つくづく生意気だな、人間！）

　眼めのない顔をこちらに向けて、竜りゆう王おうが声を響ひびかせました。──と、その顔から、巨きよ岩がんのような鱗うろこの一枚が弾はじけ飛んで、こちらに向かってきました。

「アン──」

　上昇！

「──ジュっ！」

　アホタレが私の名前を叫さけび終えた時にはもう、巨岩のような鱗は私たちの足の下を通り過ぎていました。

　急上昇による回かい避ひ、成功です。

　大だい丈じよう夫ぶ、と心の中で自分に言い聞かせます。

　しっかり反応できていました。

　アホタレやアイネイア、ヨアキムや魔ま王おうメイ＝ヘムの剣けん閃せんと比べれば、今の攻こう撃げきなど遅おそすぎて止まって見えるほどです。

　竜の因いん子しのおかげ──というだけでは、ありません。これまで経験してきた、目まの当たりにしてきた死し闘とうの数々が、私の目を鍛きたえてくれているのです。

「やるじゃんか、アンジュ。……アンジュ！」

　不意に声音を鋭するどくしたアホタレの視線は、後方──たった今避さけた、巨岩のような鱗へと向けられていました。──いえ、私が倣ならって目を向けた時にはもう、鱗はある生き物への変態を成なし遂とげつつありました。

　燃え立つような真しん紅くの鱗を全身に纏まとい、巨体に見合った翼を雄お々おしく広げた、炎ほのおの蛇じや神しん。──赤せき火か竜りゆうです。それも、一体ではありません。三体もの赤火竜が、鉄さえも飴あめのように溶とかす灼しやく熱ねつの炎を呼吸に合わせて繰くり返し軽く吐はきながら、殺意に充みち満ちた視線を私たちに送っているのです。

　私は、驚おどろきませんでした。

　竜王シグルドが、己おのが肉体から、あるいは力から、竜を生み出せることは、わかっていたことです。

　赤火竜は、火か竜りゆう種の中でも上位に属する強力なドラゴンです。飛ひ竜りゆう種にも劣おとらない疾はやさで空を駆かけ、自じ慢まんのブレスですべてを焼き尽つくす。並の戦士や魔ま法ほう使つかいが束になっても敵かなわないどころか、一軍を以もつてしても太た刀ち打うちできないとまで言われているほどです。が、恐きよう怖ふは感じません。これまで私たちが戦ってきた強敵たちには、遥はるかに劣る──雑ざ魚こです。

（怯ひるまぬか。なら、これでどうだ）

　竜りゆう王おうは己おのが鱗うろこから、さらに五体、七体……十体を超こえる数のドラゴンを生み出しました。

　雷らい迅じん竜りゆう、水すい晶しよう竜りゆう、邪じや竜りゆう、氷ひよう竜りゆう、光こう翼よく竜りゆう。いずれも強力なドラゴンが、牙きばを剥むき、爪つめを光らせて、私たちに殺意の眼めを向けています。

「壮そう観かんだな。……でも」

「はい。私たちは、敗まけません」

　アホタレは右手に持った『竜殺しドラゴンキラー』を、私はアホタレに抱えられた際に左手に持ち替かえていた杖つえを、それぞれに構えて、竜王へと向けました。

　狙ねらうは、竜王、ただ一体。

　ドラゴンたちをいくら倒たおしたところで、キリがないのは目に見えています。

「突つっ込め、アンジュ！」

「はいっ！」

　アホタレが気き迫はくの声とともに発した命の熱を全身で感じながら、私はアホタレを包んでいる私自身の魔ま力りよくに、竜王への突とつ撃げきを命じました。




　自らの鱗からドラゴンを生み、けしかけてくるだけが、竜王の攻こう撃げきではありませんでした。

　善ぜん剣けんシグルドの一振ふりを彷ほう彿ふつとさせる神しん気きの嵐あらしを、巨体の周囲で次々と吹き狂くるわせて、攻せめ立ててくるのです。

　アホタレが『竜殺し』を盾たてにすることで防いではいますが、強化されたとはいえ『竜殺し』も無敵ではありません。淡あわい緋ひ色いろの刀身には、無数の小さなヒビが見て取れるようになっていました。

　竜王の鱗から生み出されたドラゴンたちの攻撃も、苛か烈れつを極めていました。前後左右、上下から絶え間なく攻め立ててくるのです。それだけでも十分すぎるほどに厄やつ介かいでしたが、殊こと更さらに厄介なのが、予想どおり、倒しても倒しても、キリがないことです。

『竜殺し』はもちろん、彼らに対しても有効です。すれ違ちがい様に切りつけられたドラゴンたちは、苦く悶もんの咆ほう吼こうを轟とどろかせながら銀色の大地の上へ、あるいは底のない闇やみへと落ちていきました。神気の嵐に呑のまれて粉こな微み塵じんに吹き飛んだ竜も、一体や二体ではありません。しかし、竜たちが息絶える度たびに、竜王は新たに竜を生み出し──私たちに牙を剥く竜の数は、一向に減らないどころか、むしろ増えていました。

　対する私たちも防戦一方だったわけではありません。アホタレは『竜殺し』で、私は魔法で、竜王とその子供たちの猛もう攻こうをかいくぐりながら反撃していました。

〝翼アメノトリフネ〟を維い持じしながら、八方からの攻撃を回かい避ひしながら別の魔法を使うのは至難の業わざですが、今の私には、こと魔法に関して、不可能なことはありません。

　私は、最強の魔法使いなのですから。

　魔ま王おうメイ＝ヘムが、そう認めてくれたのですから。

　しかし、私の魔ま法ほうも、アホタレの『竜殺しドラゴンキラー』も、幾いく度となく竜りゆう王おうを捉とらえているにもかかわらず、まったくといっていいほどダメージを与えられてはいませんでした。

　竜王の全身をくまなく覆おおっている巨きよ岩がんのような鱗うろこはとてつもなく硬かたく、私の魔法もアホタレの『竜殺し』も、ことごとく弾はじかれてしまいました。

　私が使える攻こう撃げき魔法の中で最大の破は壊かい力を誇る〝屠竜アメノハバキリ〟も、〝完全燃焼アラミタマ〟で膂りよ力りよくを劇的に向上させているアホタレの渾こん身しんの斬ざん撃げきでも傷一つつけられなかったのですから、その防ぼう御ぎよ力は絶対的です。

　竜の存在を否ひ定ていする『竜殺し』も、物理的な防御力まで否定できるわけではありません。刃やいばが通らなければ力を発揮できません。

〝女神殺しの罪火ヒノカグツチ〟だけは効きいているはずですが、本体と一つになった竜王の存在は、巨大を通り越こして極大です。防御力を無視して相手の存在そのものにダメージを与える〝女神殺しの罪火〟も、子こ猫ねこに引っ掻かかれた程度にしか効いてはいないでしょう。

　完全な、劣れつ勢せいです。

　この絶望的に不利な状じよう況きようを変えられるかもしれない可能性を、私は二つ、思いついていました。

　一つは、〝完全燃焼〟です。私が自分に〝完全燃焼〟を使い、剛ごうの〝女神殺しの罪火〟で攻せめれば、竜王に明確なダメージを与えられる可能性は、あります。

〝完全燃焼〟を使うには、私は自分の命を賭かけなければなりません。今度命を燃やして私が生きていられる可能性は、高くないどころか極小です。勝っても負けても、アホタレと一いつ緒しよに生きていくことは、できないのです。

　もう一つの可能性は、こちらはもう、奇き跡せきにも等しい──こうなってくれたらいいな、という、ただの願望のようなものです。そもそも、私やアホタレがどうこうできるものではありません。

　……やはり、躊躇ためらってはいられません。

　赤せき火か竜りゆうが吐はき出した灼しやく熱ねつのブレスを、急旋せん回かいでかわします。考え事をしていたせいで反応が微び妙みように遅おくれてしまい、背中のすぐ上を、炎ほのおが通り過ぎていきました。巨人の里で貰もらった布で作ったマントを身につけていなかったら、直撃でなくても、全身火だるまになっていたでしょう。

　気を取り直してフェニックス・リングに精神の糸を絡からめ、魔力を注ぎます。

　赤い石が、赤く赫かがやき出したその時でした。

　奇跡が起きたのは。

「レックス様、アンジュ様」

　その声は、私たちに頭上から襲おそいかかろうとしていた水すい晶しよう竜りゆうの片かた翼よくを貫つらぬいて降ってきた、純白の光から発せられました。

「遅れてしまい、申し訳ありません」

　光はぐんと加速して飛び続ける私たちに並ぶと、そこでわずかに速度を落として、再び声を発しました。

　光と化している『彼女』の顔を見ることはできません。それでも、私には、その真っ白な光の中に、『彼女』の──トモエさんの、ひだまりのような笑顔が見えました。

「トモエさん……」

「寝ねぼすけなトモエを、お許しくださいませ」

「トモエさん……」

　私はただ、トモエさんの名前を呟つぶやくことしかできませんでした。

　言いたいことも訊たずねたいこともたくさんあるのですが、感極まってしまって言葉になりません。

「おふたりとも、ご安心くださいませ。レイヴェン様はご無事です」

　私が訊ねたかったことの一つを、トモエさんは訊ねる前に答えてくれました。

　トモエさんはおそらく、アホタレがフルブライトへと引き返してもらったジグに乗って、ディアナステップへとやってきたのでしょう。そこまでは問題ありません。問題は、その先です。

　トモエさんは、一体どうやって『月の宮』へと至る扉とびらを開けたのか。扉の前には、私をここに送るために深手を負ったレイヴェン様がいたはずです。

「レイヴェン様は、アイカさんの手当で一命を取り留とめられました」

　私は驚おどろきつつも、同時に納なつ得とくもしていました。

　アイカは、やはり。

「トモエも、兄貴に扉を開けてもらったのか？」

「いえ、私は、自分で切り開いてまいりました」

　トモエさんのその言葉の意味は、すぐに理解できました。

　切り開いた、というのは、本当にそのままの意味です。

　トモエさんの、殺戮天使キリングエンジエルとしての力──〝超絶対刃アルテイマソード〟は、絶対を超こえてすべてを切り裂さく無敵の刃やいばです。

　その力で、トモエさんは扉を文字どおりに切り開いて、この場に駆かけつけてくれたのです。

「切り開くって……ああ、そういう意味か！」

「私が眠ねむっている間に、レックス様とアンジュ様の仲がどのように進展されたのかじっくりとお聞きしたいところではありますが、それはまた、後ほどですね」

「ああ、そうだな。とりあえずは、あいつをやっつけなくっちゃな。──トモエ」

「はい」

　アホタレが掲かかげた『竜殺しドラゴンキラー』に、トモエさんは光と化しているその身を纏まとわせました。

　淡あわい緋ひ色いろだった『竜殺し』の刃が、汚けがれのない純白へと色を変えました。

　竜の存在を否ひ定ていする『竜殺し』と、すべてを切り裂く〝超絶対刃〟との融ゆう合ごう。

　これが、私が考えていた、もう一つの可能性です。

『竜殺しドラゴンキラー』では、竜りゆう王おうの鱗うろこに弾はじかれてしまいます。トモエさんの〝超絶対刃アルテイマソード〟では、竜王の鱗を切り裂さくことができたとしても、大きなダメージにはなりません。

　しかし、二つの刃やいばが一つになれば──。

〝超絶対刃〟で鱗を切り裂き、『竜殺し』の竜を否ひ定ていする力を竜王の肉にまで届かせることができれば、勝機は、あります。

　アホタレがかつて使っていた暗黒剣デスブリンガーに〝超絶対刃〟を纏まとわせた状態を、私は勝手に〝超絶対暗黒剣アルテイマブリンガー〟と名付けていました。

　その前例に倣ならえば、『竜殺し』と〝超絶対刃〟と合わさった今の状態は、〝超絶対竜殺しアルテイマドラゴンキラー〟ということになるのでしょうが……ここは、より相応ふさわしく、かつ期待を込めて、『竜王殺しドラゴンロードキラー』と名付けさせてもらいましょう。

「アンジュとふたりっきりってのも悪くなかったけどさ、やっぱ、トモエもいなくちゃだな」

「私も、そう思います」

　欠けていたなにかが埋うまったような、満たされたような、そんな感覚。

　アホタレがいて、私がいて、トモエさんがいて、これで私たちは十全です。

（下げ賤せんが一人増えたところで、同じことだ）

　雷らい迅じん竜りゆうの雷らい光こうブレスを回かい避ひし、竜王が立て続けに三つ撃うち出してきた巨きよ岩がんのような鱗もすべてかわして、私は竜王の眼めのない顔を睨にらみ据すえました。

　さあ、竜王シグルド。

　決着を、つけましょう。




　光こう翼よく竜りゆうの体当たりを紙一重でかわし、炎ほのおのブレスを吐はこうとしていた赤せき火か竜りゆうに〝雷ナル電カミ〟を見み舞まって怯ひるませ、竜王に肉にく薄はく。

「──っ！」

　アホタレが鋭するどい呼気とともに繰くり出した『竜王殺し』の白く輝かがやく刃が、竜王の頑がん強きよう極まる鱗の一枚を貫つらぬいて、

（ぬう……っ！）

　竜王に、呻うめき声をあげさせました。

（おのれえっ！）

　竜王が巨体を大きく身じろぎさせつつ神しん気きの嵐あらしを巻き起こした時にはもう、私たちは安全圏けんへと離り脱だつしていました。

　その大きすぎる体たい躯く故ゆえに、竜王は鈍どん重じゆうです。

　無数のドラゴンたちと竜王自身の猛もう攻こうをかいくぐって肉薄するのは困難ですが、肉薄さえしてしまえば、一いち撃げきを加えてすぐさま離脱することは、そう難しくはありません。

　一いち撃げき離り脱だつを繰くり返し、私たちはその度たびに竜りゆう王おうに苦く悶もんの声をあげさせることに成功していました。

「しぶといな」

　竜王のほうを振ふり向いて呟つぶやいたアホタレに、私は「ええ……」と同意しました。

　すべてを切り裂さき、竜の存在を否ひ定ていする『竜王殺しドラゴンロードキラー』は、竜王に効きいています。効いてはいますが、一向に倒たおれてはくれません。

　弱点である逆げき鱗りんを狙ねらっているにもかかわらず、です。

　首の付け根の後ろ側にある逆鱗は、竜族共通の弱点です。竜族の王である竜王シグルドも、例外ではありません。

　逆鱗は、他の鱗うろこに比べて薄うすく、逆鱗の下には神経が集中しているといいます。

　竜王の巨きよ岩がんのような鱗は分厚く、長大な『竜王殺し』でも、鱗の下にある肉までは届きません。

　しかし、他の鱗よりも薄い逆鱗なら、貫つらぬけます。

　繰り返し繰り返し弱点である逆鱗に竜を否定する力を打ち込んで、苦しませることはできていても、倒すには至らない……。

　あと一手、足りないのです。

　躊躇ためらっては、いられません。

「レックス様」

「ダメだ」

　まだなにも言っていないのに、アホタレは否定の言葉を口にしました。

「アラなんとかを自分に使うのは、絶対にダメだ。今度こそ、本当に死んじまうかもしれないんだろ？」

「ですが、このままでは、私たちに勝ち目はありません」

「アンジュが死んじまったら、アイツに勝ったって、なんの意味もないよ」

「レックス様……」

　私は吐と息いきを感じられるほど近くにあるアホタレの顔に、頬ほおに、口づけをしました。

「アンジュ？」

「私は死ぬために〝完全燃焼アラミタマ〟を使うんじゃありません。あなたと明日を生きるために、命を燃やすんです。外ほかに、方法はありません」

　私はひび割れた銀色の大地へとアホタレを運び、着地させました。

「下ろしてください」

「嫌いやだ」

「信じてください。私は、死にません」

「アンジュ……」

　アホタレはがっくりと項うな垂だれて、言いました。

「……信じるよ。信じるから、約束、破やぶらないでくれよ」

「はい」

　約束。

　忘れてはいません。

　私は、いなくなったりはしません。

　私は、あなたとともに在あり続けます。

　一人の少女の死がもたらしたその約束は、私とアホタレの約束であると同時に、少女──ウェルチへの誓ちかいでもあるのです。

　アホタレは私を下ろすと、竜りゆう王おうへと向き直り、剣けんを構えました。

　目の前にさらされた広い背中が、言っていました。

　オレがアイツの注意を引きつけるから、と。

　アホタレが強く地面を蹴けって迫せまり来る竜の群れのただ中へと飛び込んでいくのを見送りながら、私は二本編んだ精神の糸の一本をフェニックス・リングへと通し、不死鳥の力を宿した石を赤く赫かがやかせました。

　この期ごに及およんでも、竜王が警けい戒かいしているのはアホタレ一人でした。その証しよう拠こに、竜王の攻こう撃げきもドラゴンたちの攻撃も、アホタレに集中しています。

　殺さつ到とうしてくるドラゴンたちを、アホタレは次々と斬きり伏ふせていました。竜王に対しては致ち命めい打だに及ばない『竜王殺しドラゴンロードキラー』の竜を否ひ定ていする力も、竜王が生み出したドラゴンたちに対しては、一撃必殺の威い力りよくです。

「ごめんな」

　空中戦をしていた時も、今も、アホタレはドラゴンたちを斬る際には、必ず一言詫わびていました。

　こんな時でも、アホタレはやっぱりアホタレなのです。

　そんな彼の優しさや甘あまさが理解できず、鼻はなについていた時期もありましたが、今は愛いとおしく思えます。

　彼のおかげで、私は穏おだやかな気持ちで、自分の命を燃やし尽つくすかもしれない魔ま法ほうの呪じゆ文もんを唱となえることができました。

「〝完全燃焼アラミタマ〟！」

　フェニックス・リングが赫く左手を高く掲かかげ、力ある言葉を叫さけぶと、炎ほのおに呑のまれたような灼しやく熱ねつ感が襲おそいかかってきました。

　その苦しみを噛かみ殺して、私は即そく座ざに次の魔法の準備に入りました。

　群がってきたドラゴンをすべて斬り伏せたアホタレは、跳ちよう躍やくし、竜王が飛ばしてきた鱗うろこを蹴ってさらに高く跳とび、竜王の眼めのない顔の上へと着地しました。

　アホタレの動きは止まりません。竜りゆう王おうが発した雷らい撃げきを切り払はらって走り、後頭部を蹴けって竜王の背面へと降り立ち──そこで、竜王の首が壁かべになって姿が見えなくなりました。

　アホタレがなにをしようとしているのかは、明白でした。

　逆げき鱗りんを攻こう撃げきしようとしているのです。

　一撃離り脱だつで駄だ目めなら、張りついて執しつ拗ように攻せめ続ければ、あるいは──と考えたのでしょう。

（ぐ……おおおおおっ！）

　竜王が悲鳴をあげて巨きよ体たいを大きく仰のけ反ぞらせました。

　アホタレの攻撃が、効きいているのです。

　絶え間なく弱点を攻め続ければ、一撃離脱以上のダメージを与えられることは、間ま違ちがいありません。

　しかし──。

（ぬ……があっ！）

　苦く悶もんしながらも、竜王は己おのれの背面に神しん気きの嵐あらしを起こし、雷撃を発し、さらにそこに神気の嵐を重ねました。

　アホタレは凌しのいではいるのですが、竜王に張りつくということは、竜王の攻撃にさらされ続けるということです。

　トモエさんもいつまでも〝超絶対刃アルテイマソード〟の状態を維い持じできるわけではありませんし、『竜殺しドラゴンキラー』も竜王の攻撃を防ぐ度たびに傷いたんでいました。張りついて戦うのは、危険すぎます。

　それでも、おかげで竜王の意識は、完全に私から外れていました。

　私は両手で構えた杖つえを竜王へと向け、力ある言葉を解き放ちました。

「〝女神殺しの罪火ヒノカグツチ〟・剛ごう！」

　この局面で私が選せん択たくした魔ま法ほうは、もちろん、存在焼しよう却きやくの遺失魔法ロストマジツクです。

　竜王の防ぼう御ぎよ力は絶対的です。剛の〝屠竜アメノハバキリ〟でさえ、おそらくは通用しないでしょう。

　しかし、〝女神殺しの罪火〟なら、確実に効きます。

　私の素の魔力では、子こ猫ねこに引っ掻かかれた程度にしか効いていなかったでしょうが、〝完全燃焼アラミタマ〟によって魔力を劇的に高めている今なら、子猫の爪つめは、虎とらの爪へと変化しているはずです。

（ぐ、がああああああああああっ！）

　竜王が全身から炎ほのおを噴ふき上げて、一ひと際きわ大きな悲鳴をあげました。

　勝機を感じて、私は再び〝女神殺しの罪火〟の準備に入りました。

（お、の────っ！）

　怨えん嗟さの言葉を、竜王は最後まで言いきることができませんでした。

　アホタレの攻撃が、逆鱗を捉とらえたのです。

「〝女神殺しの罪火〟・剛！」

　そこに、剛の領りよう域いきにまで高められた存在焼却の炎が、再び決まりました。

　竜りゆう王おうの巨体を丸ごと炎ほのおが包んでいますが、〝女神殺しの罪火ヒノカグツチ〟は対象のみを灼やく炎です。竜王の身体からだの上にいるアホタレまで灼くことはありません。

（ああっ、あっ、ああああああああああっ！）

　竜王があげた悲痛な声は、途と中ちゆうから絶ぜつ叫きようへと変わりました。

『竜王殺しドラゴンロードキラー』が、竜王の逆げき鱗りんを繰くり返し攻せめているのです。

　効きいています。

　命の燃焼によって膂りよ力りよくを向上させたアホタレが繰り出す『竜王殺し』と、同じく命を燃やして魔ま力りよくを高めた私の〝女神殺しの罪火〟の二重攻こう撃げきが、竜王を追い詰つめているのです。

　もう一撃──！

　私は三度、〝女神殺しの罪火〟の呪じゆ文もんを唱となえようとして──倒たおれました。

　踏ふん張っていた足からいきなり一切の力が抜ぬけて、立っていられませんでした。

「あ……」

　くるべき時がついにきてしまったのだと、すぐにわかりました。

　繰り返し燃やしてきた私の命が、とうとう燃え尽つきようとしているのです。

　一いつ瞬しゆん、寒気を感じました。

〝完全燃焼アラミタマ〟を使っているにもかかわらず、です。

　──まだ、だめ……っ！

　目を見開いて、力の入らない足に無理やり力を入れて、私は立ち上がりました。

　戦いは、まだ終わってはいません。

　あと一撃。

　せめて、あと一撃。

　それまで、もって、私の命。

　歯を食いしばり、杖つえに縋すがって、私は竜王を見ました。

　山そのものといった巨きよ体たいを激しく捩よじって、悲鳴の交じった怨えん嗟さの言葉を吐はき続けています。

　炎を発し、雷らい撃げきを発し、神しん気きの嵐あらしを起こし、生み出したドラゴンたちをけしかけて必死でアホタレを振ふり払おうとしていますが、アホタレは食らいついて離はなれません。

　私の魔ま法ほうも効いているはずですが、それ以上にアホタレの攻撃が効いているのでしょう。竜王の意識はこちらには向いていません。

　私は霞かすみ始めた目を、杖を握にぎりしめている自分の左手に──フェニックス・リングに向けました。

　──私に最後の力を貸して、ウェルチ。

　アホタレの亡き幼おさな馴な染じみで、私の親友の顔を、脳裏に思い浮うかべます。

　心の中での呼びかけに応こたえるように、フェニックス・リングが輝かがやきを増したように見えたのは、私の気のせいでしょうか。

　私は杖つえから左手だけを離はなして、竜りゆう王おうに向けて伸ばしました。

　最後の一いち撃げきに、私はフェニックス・リングの力を上乗せしようとしていました。

　炎ほのおと生命を司つかさどる幻げん獣じゆう、フェニックスの力を宿したフェニックス・リングには、火ひの魔ま法ほうの働きを強くする力があります。

〝女神殺しの罪火ヒノカグツチ〟は、第一元素である火と第五元素である空くう、二種類の元素を使った魔法ではありますが、その最終的な属性は、火です。

　フェニックス・リングの力で、存在焼しよう却きやくの炎をより激しく燃え上がらせることは、可能です。

　ただし──。

　フェニックス・リングの力を、私は〝完全燃焼アラミタマ〟のために、既すでに使ってしまっています。それも、アホタレと私と、二人分です。

　この上さらにフェニックス・リングの力を使ってしまったら──負荷をかけてしまったら、フェニックス・リングが壊こわれてしまいかねません。

　フェニックス・リングは、ウェルチの形見です。この旅の間、何度も私を助けてくれた、相あい棒ぼうのような存在です。

　そんな大切な物を失いたくはありませんが……やむをえません。

　ウェルチも、きっと許してくれるはずです。

　私はフェニックス・リングにもう一本、精神の糸を通して、呪じゆ文もんを唱となえました。

〝完全燃焼〟による灼しやく熱ねつ感は、もうまったく感じなくなっていました。それどころか、私の身体からだは寒さに震ふるえてさえいました。

　それでも、まだ〝完全燃焼〟は解けてはいません。私の命はまだ、燃え尽つきてはいません。

「〝女神殺しの罪火〟・剛ごうっ！」

　力ある言葉を叫さけんだ直後、左手のフェニックス・リングが、赤く激しく赫かがやいて、砕くだけ散りました。
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「──っ！」

　フェニックス・リングは壊れてしまいましたが、私は、燃え尽きかけていた私の命が、かつてないほどに激しく燃え上がるのを感じていました。

　自分自身が炎になったかのような感覚。

　蝋ろう燭そくの火は、消える前に一ひと際きわ大きく燃え上がるといいます。

　今の私の命は、まさにそれと同じです。

（ぐ……ぬ……っ!?）

　不吉な気配を察知したのでしょう。竜王が、呻うめきながらもこちらに意識を向けたのがわかりました。

　しかし、私はもう既に、力ある言葉を解き放っています。

「私とともに燃え尽きなさい！　竜王シグルド！」

　私の、最後の叫さけびと同時に、竜りゆう王おうシグルドの巨きよ体たいが炎ほのおを噴ふき上げました。

（ぬ……ああっ！　あああああっ！　ああああああああああっ！）

　叫び、のたうち回っても、竜王を包んだ存在焼しよう却きやくの炎は、消えません。消えるどころか勢いを増して竜王を攻せめ立てます。

　──ありがとう、ウェルチ。

　負荷に耐たえきれず砕くだけ散りながらも、それでもフェニックス・リングは、たしかに私の望みを叶かなえてくれたのです。

（人間め！　愚おろかな人間め！　儂わしがおらねば、いずれ世界は滅ほろびるぞ！）

　決して交わることのない価値観を、竜王はなおも叫びます。

　私には、もう、反論のために声をあげることすらできませんでした。

　ですが、私の、私たちの反論は、既すでにすんでいます。そして、私たちの主張は、変わってはいません。

（奪うばうな！　奪わないでくれ！　儂から永遠を、奪わないでくれえええええぇぇぇぇぇ！）

　それが、竜王シグルドの、最さい期ごの言葉になりました。

　存在焼却の炎に巨体を焼き尽つくされて、世界の守護者は、永遠を失いました。

　私たちは、神を殺したのです。




「勝っ……た……」

　杖つえを握にぎる力さえ失って、私は再び倒たおれました。

「アンジュ！」

　アホタレの声が聞こえました。

「アンジュ様っ！」

　トモエさんの声が聞こえました。

　ふたりとも、無事だったようです。

　よかった。

　私は、報むくわれました。

　アホタレとの約束は守れそうにありませんが、アホタレを守ることはできました。

　それだけで、私は、十分です。

　十分、報われ──。

「……や……で、す……」

　身体からだはもうまったく動かず、目も見えず、アホタレとトモエさんの声も聞こえません。それでも、自分が発したかすかな声だけが、妙みようにはっきりと聞こえました。

「……嫌いや、です……」

　私は、拒きよ否ひしていました。

　死を。

　自分という存在が消えてしまうことを。

　アホタレともう二度と会えなくなってしまうことを。

「……死に、たく……ない……生き、て、いた……い……」

　もっと、ずっと、アホタレと一いつ緒しよにいたい。

　決して叶かなわない望みだとわかっていても、私は生への執しゆう着ちやくを口にせずにはいられませんでした。

　命の熱は、私の中から完全に失われてしまっています。熱さどころか寒さすら感じません。からっぽです。

　私は、死にます。生きていられる道理が、どこにもありません。

「…………………………」

　とうとう、生きたいと訴うつたえる自分の声も聞こえなくなって、私の意識は、闇やみへと落ちて──。




　手が、見えました。

　とても小さな手が。

　闇の中で差し出されたその手を、私はなにも考えずにつかんでいました。

　小さくて、やわらかくて、あたたかいこの手は──子供の手でしょうか。

「あなたは、誰だれ？」

　問うと、小さなその手は、ささやかな、けれどたしかな力で私の手を握にぎり返して──。

　闇やみが、光に変わりました。

　優しい光の中に、小さな子供がいました。

　灰色の髪かみに、曇くもりのない空色の瞳ひとみをした、女の子……でしょうか。

　目が合うと、女の子はにっこりと笑いました。そして、可愛かわいらしい声で言いました。

「かえろう？」

「帰るって、どこへ？」

　私の問いに、女の子は迷いなく答えました。

「おとーさんのところ！」

「お父さん？　あなたのお父さん？」

「うん」

「あなたのお父さんは、誰？」

「おかーさんのだいすきなひと！」

　女の子の両親は、仲が良いのでしょう。

　子供にとって、それはなによりも幸せなことです。

「お母さんは、どこにいるの？」

　女の子は不思議そうに首を傾かしげて、こう答えました。

「おかーさんは、ここにいるよ？」

「ここに？」

　見回してみても、この光の空間には、女の子と私以外には誰の姿も見当たりませんでした。

「おかーさん」

　呼びかけるような口調でそう言った女の子の目は、私に向けられていました。

「え？」

　まさか、と思い、私は女の子を改めて注視しました。

　灰色の髪に、空色の瞳。

　私と同じ灰色の髪に、アホタレと同じ空色の瞳。

「おかーさん、かえろ？　おとーさんが、まってるよ」

　女の子が私の手を引っ張って、駆かけ出しました。

「待って！　あなたは……」

　女の子は足を止めることなく振ふり向いて、

「あなたは、私の……？」

　にっこりと、無む邪じや気きに、笑いました。

　似ていました。

　女の子の笑顔は、アホタレの笑った顔に、とてもよく似ていました。

　それが、なによりの答えでした。

「名前を。あなたの名前を教えて」

　女の子は、嬉うれしそうに名前を教えてくれました。

　女の子によく似合った、可愛かわいらしくて、綺き麗れいな響ひびきの名前でした。

「素す敵てきな名前ね」

「おかーさんが、つけてくれたんだよ」

　得意げに、女の子は白い歯を見せました。

「お母さんのこと、好き？」

「だいすき！」

「お父さんのことは？」

「だぁいすき！」

　女の子は、どうやらお父さん子のようです。少し妬やけてしまいますが、仕方がありません。私は、きっと、色々と口うるさいでしょうから。

「ねえ」

「なぁに？」

「私たち、また会えるんだよね？」

「あえるよ」

　女の子は立ち止まり、私のほうに身体からだごと向き直りました。そして、笑顔で言いました。

「みらいのわたしによろしくね、おかーさん」




　気づくと、私はまた闇やみの中にいました。

　冷たくて、寒くて、私はぬくもりを求めてさ迷い──見つけました。

　冷たい闇の中に浮かんだ、小さな火を。

　その火に両手をかざして暖を取る私の耳に、声が聞こえました。

（めをあけて、おかーさん）

　それは、あの女の子の声でした。

「アリア……？」

　私は女の子の名前を口にして──。




　アホタレの顔が、見えました。

　アホタレは、泣ないていました。

　大おお粒つぶの涙なみだの雨が、私の顔に降り注いでいます。

「──ュ！　アンジュっ！」

　視力に続いて、聴ちよう力りよくも戻もどってきました。

「レ……っ」

　返事をしようとして、私は身み震ぶるいしました。

　身体からだが冷えきっているのがわかりました。

　ぬくもりを求めて、私は、自分のお腹なかに手を当てました。

　私は、そこにぬくもりがあることを知っていました。

　そこに、命の火が灯ともっていることを、知っていました。

　その小さな命の火が、私を救ってくれたことを、理解していました。

　お腹から掌てのひらに伝わったぬくもりは、ゆっくりと全身へと広がっていって──。

「レッ、クス、様……」

　今度はちゃんと、声を発することができました。大好きな人の名前を、呼ぶことができました。

「アンジュ！　アンジュが目を覚ました！　アンジュが生きてる！　生きてる！」

　私を抱え起こし、頬ほおを寄せて、アホタレは泣なきじゃくりました。

「レックス様……涙なみだ、冷たい、です」

　涙というものは、もっと温かいものだと思っていました。

　けれど、アホタレの涙は氷のように冷たくて……。

　涙も汗と同じなのだと、まだ少し靄もやのかかった頭で、私はそんなことを思いました。

　恐おそろしい思いをして流した涙は、こんなにも冷たいのです。

　ごめんなさい。ありがとうございます。

　心配をかけてしまったことを、心配してくれたことを、私は心の中で謝り、感謝しました。

「アンジュ様……」

　アホタレの斜ななめ後ろには、一糸纏まとわぬ姿のトモエさんがいました。

　地面に両膝ひざをついた格好で、祈いのるように胸むねの前で手を組み合わせています。いえ、ように、ではなく、実際に祈ってくれていたのでしょう。

　ごめんなさい。ありがとうございます。

　トモエさんにも、私は同じように心の中で謝り、感謝しました。

　伝わったのか、トモエさんは涙に濡ぬれた顔に笑みを浮うかべて、頷うなずいてくれました。

「アリ、ア……」

「それ、人の名前か？」

　アホタレがぐずぐずと洟はなを啜すすりながら訊きいてきました。

「さっきも言ってたぞ」

「名前、です。子供の……」

「子供？」

「アリアは、女の子です。素す敵てきな名前、ですよね」

「ああ。で、誰だれなんだ？　アリアって」

　私はアホタレの耳に唇くちびるを寄せて、囁ささやきました。

「へ……？」

　アホタレはまず、そんな間の抜ぬけた声を出した後、

「えっ？」

　と、頭の中で私が囁いた言葉を反はん芻すうし、そして──。

「マジかっ!?」

　驚おどろきの声をあげました。

　トモエさんが、きょとんとしています。

「マジ、です」

「あっ、ははっ──」

　アホタレは私を抱きかかえて立ち上がると、

「マジか！　そっか、マジか！　嬉うれしい！　オレ、すっげー嬉しいよ！　アンジュ！」

　歓かん喜きの声をあげて、私を抱えたまま、その場でくるくると回り始めました。

　目が、目が回ります。

「と、止まってくださぃ～」

「おっと、ごめんごめん。興こう奮ふんしすぎちまった」

　ぐるぐる回っている私の目に映うつるアホタレの顔は、笑顔でした。

　嬉しそうに、本当に嬉しそうに笑っています。

「家事と育児は分ぶん担たんしてもらいますからね。……これが、私の返事です」

「返事って……あ！　オレ、アンジュに結けつ婚こんを申し込んでたんだっけか！」

「忘れてたんですかっ」

「忘れてない！　忘れてないよ！　アンジュがあんまり嬉しいこと言うから、ちょっと頭から飛んじゃっただけだよ。ってか、嬉しいことに嬉しいことが重なった！　どうしよう、オレ、幸せすぎて死にそう！」

「駄だ目めですよ、死んだら」

　あなたの命は、もう、あなただけのものじゃないんですから。

　私と、アリアのものでもあるんですから。

「死なないよ！　死ねないよ！　こんなにも幸せなのに、死ねるかよ！」

「その意気です」

「アンジュ！」

　一ひと際きわ大きな声で、アホタレは私の名前を呼びました。

「は、はいっ」

「愛してる！」

　トモエさんが見ているにもかかわらず、アホタレは、まるで世界に向けて宣言するような大声で、全身全ぜん霊れいで、愛を叫さけびました。

「オレは、アンジュを愛してる！　オレは、アンジュに出会えて、よかった！」

「……私も、ですよ」

　私には、アホタレのように叫ぶことはできません。

　ついさっきまで死にかけていた身です。挙げ句に目まで回されて、ふらふらです。なにより、アホタレのまっすぐな愛の言葉が効きき過ぎて、気を失う寸前でした。

　それでも、私は、アホタレの服の袖そでを握にぎりしめて、精せい一いつ杯ぱいの声で、愛の言葉を返したのでした。

「私も、あなたを愛しています。私は、あなたに出会えて、よかった」
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　ありえない！　ありえない！　あってはならない！

　竜りゆう王おうシグルドは、怒っていた。焦あせっていた。混乱していた。狂きよう乱らんしていた。

　たかが人間に肉体を滅ほろぼされてしまうなど、あっていいことではない。

　歯は噛がみをしようにも、今の竜王には、噛みしめる歯がなかった。顎あごもなかった。頭も、胴どうも、脚あしも、尾おも、ない。

　時の流れより隔かく離りされた空間に封ふう印いんし、守り続けてきた肉体は、失われてしまった。

　人間め！　人間め人間め人間め！

　竜王シグルドにとって、人間は、世界に数多あまた存在する生き物の一種にすぎない。

　犬も蠅はえも人間も、その価値に大差はない。

　過去に幾いく度となく世界の危機を招まねいてきたという意味では、蠅にも劣おとる存在だ。

　もっと早く、滅ぼしておくべきだった。

　悔くやんでも悔やみきれない。

　このままでは、すまさない。

　神殺しの罪は、裁さばかれなければならない。当然、人間という種の、滅びを以もつてだ。

　だが、そのためには肉体がいる。

　竜騎き士しレイジャックの肉体も、竜王の真の肉体とともにあの忌いまわしい炎ほのおに焼き尽つくされてしまった。

　レイジャックの肉体を失ったことは、かまわない。どのみち、レイジャックの肉体は、器うつわとしてはもう、壊こわれていたのだ。

　レイジャックの次の器として、竜王はレックスに目をつけていた。

　しかし、ヴァナディースの竜りゆう騎き士しとなったレックスを器うつわにすることは、できない。ヴァナディースの存在が、邪じや魔まだ。

　竜りゆう王おうは、レックスとの戦いで、レックスの中にほんのわずかに残っていたヴァナディースの力を、消し去ってやるつもりでいた。

　ヴァナディースがレックスの中から完全に消え去れば、レックスの肉体を器にすることができる。

　ヴァナディースの『お古』を器にするのは癪しやくだが、仕方がないと割り切るつもりでいた。

『月の宮』への扉とびらをより強固にし、レックス以外の者が立ち入れないようにした。

　忌いま々いましい魔ま王おうメイ＝ヘムから受けた傷が癒いえきっていないおかげで、竜王は満足に力を振ふるうことができずにいた。

　それでも、相手がレックス一人であれば、どうとでもなるはずだった。

　レックスを圧あつ倒とうし、その上で、レックスの中に残っているヴァナディースの意識と力にとどめを刺さしてやるつもりでいた。

　だが、レックスの力は竜王の想定を超こえていた。圧倒できないどころか、互ご角かくに持ち込むのが精せい一いつ杯ぱいだった。ヴァナディースにとどめを刺すことは、できなかった。

　そのうちに、あの女がやってきた。

　忌々しい──魔王メイ＝ヘムよりもさらに忌々しい、あの、人間の女が。

　そして、竜王シグルドは、肉体を失った。

　しかし、まだだ。

　まだ、竜王シグルドは滅ほろびてはいない。

　その魂たましいは、『外』を目指し、ひた走っている。

　本来の肉体が失われてしまった今、時間の流れから隔かく離りするために作った『月の宮』に用はない。

　不幸中の幸いというべきか、扉を抜ぬけたすぐそこに、新たな器にできる肉体がある。

　器としての質はレックスに劣おとるが、最低限の資し質しつは備えている。かつてレイジャックに与えた竜の因いん子しを、受け継ついでいる。

　贅ぜい沢たくは言っていられない。

　まずは、とにかく肉体を手に入れるのだ。

　そして、レックスとあの女を殺す。

　人間を、滅ほろぼす。

　扉が、見えてきた。
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　気配を感じて、レイヴェンは目を開けた。

「きましたか」

　うん、と頷うなずいて、レイヴェンは腰こしに差していた二振ふりの小しよう剣けんの片方に手をかけた。先程、レイヴェンが自分自身を傷つけるのに使ったのとは、違ちがうほうだ。

　背中を支えてくれていたアイカが、そっと離はなれた。

「すべて思おも惑わくどおり、といったところですか？」

「いや……」

　アイカからの問いかけに、レイヴェンは小さく首を振った。

「そうでもないよ。少なくとも、君がきてくれるとは思わなかった」

　振り向いてアイカの顔を見たかったが、今は、目の前に集中していなければならなかった。

「君には、本当に感謝しているよ」

　アイカが現れなければ、レイヴェンは確実に死んでいた。

　アイカの『活かつ』は、よく効きいた。

『活』は、自らの生命力を他人に分け与え、傷の治りを早くする技だ。

　アイカもレイヴェンも、その血に竜りゆうの因いん子しを宿している。人間離れした生命力を持つ者同士の相乗効こう果かで、レイヴェンは支えなしでも立てるまでに回復していた。

「借りは、返してもらいますよ」

「そうだね。でも、どう返したものやら……」

　話しながら、レイヴェンは小剣を抜ぬいた。

　淡あわい緋ひ色いろの刃やいばが、白い月明かりを浴びて、儚はかなげに光った。

　アンジュに託たくした物とは刃の長さがまるで違うが、レイヴェンが手にしている小剣もまた、『竜殺しドラゴンキラー』だ。

　試作品であり失敗作だと、ユーシスは言っていた。

　課題であった『竜殺し』の強度を上げるための方法として、ユーシスは刃を短くした。刃を短くして、密みつ度どを上げたのだ。

　そうして生み出されたのが、今レイヴェンの手中にある、小剣型の『竜殺し』だ。

　だが、密度を上げた結果、たしかに強度は増したものの、その分、肝かん心じんな竜を否ひ定ていする力が低下してしまったのだという。強度も、アンジュに託した完成型には及およんでいない。

　その失敗作を、レイヴェンは貰もらい受けてきたのだ。

　レイヴェンは浅く腰を落として、緩ゆるやかな動作で、小剣を構えた。

　竜りゆう王おうシグルドが、こちらに向かってきている。

　わかる。感じる。

　竜りゆう王おうは、肉体を失っている。

　魂たましいと力のかけらだけとなった状態で、こちらに向かってきている。

　レイヴェンの肉体を奪うばうために。

　予想外の出来事が多く起きてしまったが、これだけは、予想どおりになった。

　レックスたちに倒たおされ、肉体を失った竜王は、新たな器うつわとして自分を選ぶだろうと、レイヴェンは思っていた。

　選ぶ、といっても積極的にではない。外ほかに選せん択たく肢しがないが故ゆえの、やむをえない決断だ。

　竜王の魂は、強固だ。竜を否ひ定ていする力も、強度も、完成型には及およばない、この失敗作の『竜殺しドラゴンキラー』で、竜王の魂を切ることができるのか。

　修練は、積んできた。

　これから迎むかえる一いつ瞬しゆんのために、レイヴェンは半年間、極限の環境で頑がん強きよう極まるドラゴンたちを切り続けてきたのだ。

　いや。

　もっと以前から。

　ユーリアが魔ま竜りゆうザッハークに殺されたあの日から、レイヴェンは、己おのれを──レイヴェン＝ギル＝ハイドフェルトという名の刃やいばを、鍛きたえ続けてきたのだ。

　視線の先で、門の竜が動いた。

　トモエに、文字どおり『切り開かれて』以来、うずくまっていた扉とびらの竜は、起き上がり、大きく首をもたげて、翼つばさを広げた。

　そして、その瞬間はやってきた。

（見つけたぞ！　さあ、儂わしにその身体からだ──をっ!?）

　飛び出してきた竜王の魂は、言葉の最中に緋ひ色いろの一いつ閃せんに断ち切られ、霧む散さんした。

　それが、世界の守護者を自認し、神として崇あがめられた竜王シグルドの、あまりにもあっけない最さい期ごだった。

「終わったよ、ユーリア」

　呟つぶやいて、レイヴェンは小しよう剣けん型の『竜殺し』を軽く持ち上げた。

　緋色の刃は、そこにはもう、存在していなかった。竜王の魂を断ち切った直後に、粉こな々ごなに砕くだけ散っていた。

「積年の恨うらみを晴らした気分は、どうですか？」

　問うてきたアイカを振ふり返り、レイヴェンは曖あい昧まいに微笑ほほえんだ。

「よく、わからないよ。竜王が憎にくかったのはたしかだけれど、私の中ではもう、復ふく讐しゆうが目的ではなくなっていたからね。ただ、まあ、ホッとはしているかな」

「これから、どうするつもりですか？」

「さて、どうしたものだろうね。私は死んだことになっている人間だからね。ランドールに戻もどる必要も、もうないかな」

「国が気き懸がかりではないのですか？」

「気にならないと言えば嘘うそになるけれど……さすがに、少し、疲つかれたよ」

　刃やいばを失った『竜殺しドラゴンキラー』を投げ捨てて、レイヴェンは首の後ろをさすった。

「休むのも、悪くないかもしれませんね。私も、暗殺稼か業ぎようはしばらくお休みです」

「やめるわけではないんだね」

「それも虫のいい話かな、と」

「損な性分だね、君も」

　レイヴェンはアイカに歩み寄り、アイカもレイヴェンに歩み寄った。

「とりあえずは、君に借りを返さないといけないね」

「では、私を養ってくださいな。当分は、収入の当てがありませんので」

「貯ため込んでいたのではないのかい？」

「こう見えて、浪ろう費ひ家かなんです」

　レイヴェンは苦笑した。

「なら、がんばって稼かせがないといけないね。休んでいる暇ひまは、なさそうだ」

　レイヴェンが差し出した手に、アイカが白くしなやかな手を重ねた。

「行こうか」

「会わないのですか？　彼らに」

「ああ。アンジュとトモエにはもう会ったし、レックスには……合わせる顔がないよ。こう見えて、私は気が小さいんだ」

「それは、知っています」

「ははは」

　笑って、レイヴェンは歩き出した。

　進む先には二体の光こう翼よく竜りゆうがいて、さらにその先に、アイカが乗ってきた飛ひ竜りゆうの姿がある。体たい躯くは光翼竜より一回り小さいが、人二人なら余よ裕ゆうで乗れる。

　レイヴェンとアイカは飛竜に乗り、レイヴェンが手た綱づなを握にぎった。

「アイカ。私には、自分という人間が、よくわかっていない。私は、君とずっと一いつ緒しよには、いられないかもしれない。ある日ふと、君の前から姿を消してしまうかもしれない」

「その時は、私が貴方あなたを追いかけます」

　アイカはレイヴェンの腰こしに手を回し、彼の背中に頬ほおを寄せた。

「私の望みは、貴方の行く末を見届けることですから」

　うん、と頷うなずいて、レイヴェンは飛竜を舞まい上がらせた。
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　時の流れというものは、思いの外ほかに、早いものです。

　五年。

　竜りゆう王おうシグルドとの戦いから、実に五年もの月日が流れていました。

　この五年間は、本当にあっと言う間でした。

　とりわけ慌あわただしかったのは、最初の一年です。

　ランドールの王おう都とファルシオンへと戻もどった私たちは、魔ま王おう討とう伐ばつを成なし遂とげた英えい雄ゆうとして称たたえられました。

　たしかに、私たちは──というより、アホタレは、魔王メイ＝ヘムと戦い、勝ちました。しかし、私たちと魔王メイ＝ヘムとの関係は、もう少し複雑です。

　竜王を倒たおしたことはさすがに伏ふせましたが、魔界の抱えている事情や、魔界の危機を救うために魔王メイ＝ヘムと共きよう闘とうした事実を、私たちは国王陛へい下かに報告しました。

　陛下は一定の理解を示してはくれましたが、だからどう、ということはありませんでした。

　国からの発表は、人じん魔ま戦争の英雄レイジャックの曾ひ孫まごであるレックス＝イル＝ハイドフェルトが、魔王メイ＝ヘムを打だ倒とうし、魔軍の侵しん攻こうを食い止めたという、ごくごく単純化された事実だけでした。

　国にとっても、人々にとっても、依い然ぜんとして魔界は敵でしかないのです。

　ただ、私たちが語った事実に真しん摯しに耳を傾かたむけてくれた人たちも、少なからず、いました。

　特に、黒こく死し病びようの治ち療りよう法が研究されていたフルブライトには、学者や研究者、魔ま法ほう使つかいといった知識層の理解者が多く、将来的な人間界と魔界との友好のために行動を起こしてくれている人もいました。

　時間はかかるでしょうが、人間と魔ま人じんは互たがいに憎しみを乗り越こえられる日がくると、私は信じています。

　話を戻します。

　救世の英雄になったアホタレに、国は将軍の地位を提てい示じしました……が、アホタレ将軍誕たん生じようとはならなかったことは、言うまでもありません。権力や地位にはこれっぽっちも興きよう味みのない人です。国は他にも様々な地位をアホタレに与えようとしましたが、アホタレはそのことごとくを、「興味ない」「めんどくさい」その二言で断ってしまいました。報ほう奨しよう金きんだけは、しっかり貰もらっていましたが。

　私には、王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しの長である、賢けん人じん長ちようの地位が提示されました。私が求めてやまなかった地位です。ただ、それはあくまでもかつての私がという意味で、今の私は、自分の実力が正当に評価されることに対しての飢うえを抱いてはいませんでした。その思いは、もう十分すぎるほどに満たされていました。

　それでも、私はかつての私が成し遂げたかったことを成すために、半年間という期限付きで賢人長を務めました。

　平民出身とはいえ、半年で辞やめることがわかっているとはいえ、私は救世の勇者を支え続けた魔ま法ほう使つかいです。誰だれもが私に一目を置かざるをえず、そして、腹の中では悪態をついてはいても、面と向かって私に逆らおうとする者は、ただの一人もいませんでした。

　私は、手に入れた権力を大いに生かして、様々な改革を行いました。

　優ゆう秀しゆうな魔法使いを育成するために、王おう都とに魔法学院を設立しました。平民出身であっても、実力さえあれば大いに学べるように、奨しよう学がく金きんも導入しました。

　そして、既すでに王おう宮きゆう魔ま術じゆつ士しの地位を得ている者たちの実力を向上させるために、定期的な実技試験を設けました。試験自体は元々存在してはいたのですが、腐くさっていました。実力ではなく、出身とコネによって合ごう否ひが決まってしまっていたのです。それを改めました。明確な合格基準を設けて、基準に満たない者には降格処分が待っています。

　その新試験の第一回が私の任期中に行われ、王宮魔術士の面子メンツがガラリと変わりました。

　私が行った改革は、どれも非常な力ちから業わざばかりでしたが、意外なことに支持者は少なくありませんでした。

　実力軽視、出身重視の風ふう潮ちように不満を抱いていた者は、私が思っていた以上に多かったのです。彼らのおかげで私は安心して地位を退くことができました。

　無責任だとは自分でも思いますが、私には、どうしても他にやりたいことがあったのです。そして、私という人間は、二つ以上のことに同時に全力を尽つくせるほど器用ではないのです。

　もう少し、ランドールの話をしましょう。

　レックス＝イル＝ハイドフェルトという新たな英えい雄ゆうが生まれたランドールですが、同時に、『剣つるぎの国の大いなる剣けん』レイヴェン＝ギル＝ハイドフェルト将軍を失ってもいました。

　レイヴェン様は公的には亡くなったことになっていますが、もちろん、生きています。……生きているはずです。

　あの日──『月の宮』からの生せい還かんを果たした私たちは、レイヴェン様と会うことができませんでした。

　レイヴェン様も、血ち桜ざくらのアイカも、姿を消してしまっていたのです。以来、五年……ふたりの行方は、杳ようとして知れません。

　レイヴェン様は、ランドールの武力の象しよう徴ちようのような方でした。アホタレが将軍の地位を蹴けってしまった以上、ランドールはまさに『剣』を失った状態にあります。

　にもかかわらず、ランドールはこの五年間、平和と呼んでさし支つかえない状態を維い持じできていました。

　ランドールは近きん隣りん国との間に大小の不和を抱えてはいますが、最大は、やはり、フェブロニアということになるでしょう。

　帝てい政せい国家フェブロニア。

　恒こう久きゆう平和の実現を掲かかげ、近隣国への侵しん攻こうを繰くり返した彼かの国は、この五年の間に、領土の半分を失っていました。

　ここからは、フェブロニアの話です。

　女じよ帝ていティアマリアのカリスマによって成なり立っていたフェブロニアは、そのティアマリアの失しつ脚きやくにより混乱し、一時期は国家としての機能が完全に停てい止ししてしまっていたほどです。その間に、侵しん攻こうしていた国々から領土を奪うばい返されてしまったのです。現在では新たに発足された議会が国家機能を回復させているようですが、帝政国家としては終わりです。

　そういった意味では、レイヴェン様の不在は、不幸中の幸いと言えました。弱ったフェブロニアにランドールが攻せめ込む、といった事態は避さけられたのですから。

『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人、蛇だ蝎かつのジェイドは、ティアマリアの失脚直後の時期には、国内の混乱を静めるために奔ほん走そうしていたようです。

　新議会の発足後は表舞台から姿を消してしまいましたが……私は、彼が今どこにいるのかを知っています。

　ジェイドは、フルブライトの施せ療りよう院いんで、ティアマリアの──いえ、ルピシアの世話を続けています。

　ルピシアは、まだ一日の大半の時間は夢の中にいるような状態が続いているそうですが、それでも時折、正気に返ることがあるらしく、本物のティアマリアの夢を叶かなえることができなかった自分を責めて涙なみだを流している……と、ジェイド本人が言っていました。そして、まだ自分の犯した罪を自覚するには至っていない、とも苦笑交じりに言っていました。

　これからも彼はルピシアに寄り添そい続けるのでしょう。

　それが彼の愛であり、償つぐないでもあるのです。

『恒久平和の実現者』繋つながりということで、ユーシスとヨアキムのことも語っておきましょう。

『天てん球きゆう』のユーシスことユーシス＝ニア＝ニューウェイは、新議会の発足時に『恒久平和の実現者』が公式に解散され、地位を失った後も、フェブロニアに残ってカガク者を続けています。

「物ぶつ騒そうな物ばかり作ってきたからね。これからは、もっと、人の暮らしの役に立つ物を作っていくよ」

　ユーシスに最後に会ったのは、三年前です。その時、彼女は歩くのに杖つえを必要としていました。

　負傷ではなく、病によって四し肢しに不調をきたしてしまったのだそうです。

　それが、『竜殺しドラゴンキラー』を作り上げるための無理がたたった結果であることは、明白でした。

「自業自得ってね」

　ユーシスの表情は、晴れやかでした。

　そして、こう言っていました。

「復ふく讐しゆうなんてしても死んだ人間は喜ばないとか、誰だれも救われないとか、よく言うじゃないか。その意見が間ま違ちがっているとは言わないけれど、でも、アタシは救われたよ。姉ねえさんは……ユーリアは、喜ばないかもしれない。喜ぶわけないよね。だって、死人なんだから。死人は喜ばない。救われない。でも、アタシは、アタシが作った『竜殺しドラゴンキラー』が竜りゆう王おうに悲鳴をあげさせてやることができたって聞いて、救われたよ。時間もかかったし、いろんなものを犠ぎ牲せいにしてきたけれど、でも、アタシは、あの日、目の前で血を流して死んでいくユーリアになにもしてあげられなかった無力な自分に、竜王に復ふく讐しゆうすることで、アンタは無力なんかじゃないって、言ってやることができたんだ。救ってやることができたんだ。こんな身体からだになっちまったけれど、アタシは、後こう悔かいなんてこれっぽっちもしちゃいないよ」

　憎にくしみを心の支えにする生き方を、私は否ひ定ていしません。

　ユーシスが復讐の刃やいばとして生み出した『竜殺し』がなければ、私たちは竜王に勝つことはできませんでした。

　復讐によって自分は救われたと、ユーシスは言いました。ですが、救われたのは、彼女だけではないのです。アホタレも私も、ユーシスの復讐によって救われたのです。彼女の生き方に対し、綺き麗れい事ごとを述べる権利は私にはありません。

　憎しみを心の支えにして生きてきた人物を、私は外ほかにも知っていました。

　かつて『名も無き白はく竜りゆう』であった魔ま人じんの少年、クシナダと、ユーシスと同じく『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人であった獣じゆう人じんの戦士、『白びやつ虎こ』のヨアキムです。

　愛する人を、愛してくれた人たちを奪うばったティアマリアを憎み、彼女への復讐にすべてを捧ささげてきた彼らが今どこにいるのか、私は知りません。

「ヨアキムさんの寿じゆ命みようは、保もって三年だそうです」

　そう教えてくれたのは、クシナダでした。

　ヨアキムは、ティアマリアへの復讐の過程で、その身を銀ぎん毒どくに侵おかされていました。僧そう侶りよの神しん聖せい魔ま法ほうにより解毒はされたものの、侵されていた時間が長すぎたのです。

　ヨアキムの余命を、クシナダはヨアキム本人から聞いたそうです。

　ヨアキムが自分の余命をどうやって知ったのかは、わかりません。毒を消してくれた僧侶から聞いたのか、医師に聞いたのか、自分の身体のことは自分が一番わかるということなのか。

　私がクシナダからその話を聞いたのは、竜王との戦いから数日後のことでした。

　つまり、あれからもう、五年が経たっています。

　余命の診断が正しければ、ヨアキムはもう、この世にはいないということになります。

　ですが、私は、彼の生存を信じていました。

　根こん拠きよはありません。

　復讐を終え、新たな人生を歩み出したヨアキムとクシナダは、きっと今もふたり一いつ緒しよにいて、どこか遠い土地を旅しているのだと、私はそう信じたいのです。ただの願望だろうと言われてしまえばそのとおりですが、それでも私は、クシナダだけでなくヨアキムにもきっとまた会えると、確信していました。

　フルブライトに滞たい在ざいしていたもう一組──アイネイアとノェルのことも、語らないわけにはいきません。

　フルブライトで研究が続けられていた黒こく死し病びようの特とつ効こう薬やくは、竜りゆう王おうとの戦いからおよそ半年後に完成しました。

　ふたりは、完成した特効薬とその調薬法を携たずさえて、魔ま界かいへと帰っていきました。

　フルブライトに滞在していたおよそ一年の間に、すっかり街の人気者になってしまったノェルの見送りには、学者、研究者、神しん殿でん関係者、魔ま法ほう使つかいを問わず、大勢が駆かけつけ、別れの涙なみだを流していました。もう本当にみんな、声をあげて泣ないていました。自作の詩を朗ろう読どくしたり、「オラの嫁よめっ子になってくれ！」と求きゆう婚こんしたり、「ノェルちゃんがいなくなったら、僕ぼく、生きていけないよ！」と建物の屋上から飛び降りようとする輩やからがいたりもしましたが、それはそれとして。

　ノェルは、魔ま人じんでありながら多くの人に愛されました。ノェルもまた、フルブライトの人々との別れを惜おしみ、涙を流していました。

　人間と魔人は、わかりあうことができるのです。ノェルは、そしてフルブライトの人々は、それを証明してみせたのです。

　ノェルとフルブライトの人々との間に友情が成立した事実は、人間と魔人の未来に於おいて、きっと大きな意味を持つはずです。

　泣きながら、それでも精せい一いつ杯ぱいの笑顔で、見送りにきてくれた人々に大きく手を振ふるノェルの姿は、私の目に希望そのものとして映うつりました。

　アイネイアとノェルを魔界に送り届けたのは、アホタレです。竜王も魔ま王おうメイ＝ヘムもいなくなり、こちらの世界と魔界との間に存在する壁かべを越こえる力を持っているのは、もう、ヴァナディースの力を宿しているアホタレしかいませんでした。

　そのヴァナディースも、今はもう、アホタレの中にはいません。

　魔界での戦いで力のほとんどを失い、その後も幾いく度かアホタレにこちらの世界と魔界との壁を越える翼つばさを授さずけてくれたヴァナディースは、兄竜である竜王シグルドの死から一年が過ぎた頃ころに、唐とう突とつに、アホタレの中から消えてしまったのだそうです。

　私は驚おどろきませんでした。

　肉体を遠い昔に失い、力も使い切ってしまったヴァナディースが、いつまでもその魂たましいを現世に留とどめてはおけないことは、わかっていました。

　アホタレも覚かく悟ごはしていたようで、ヴァナディースが消えたことを私に告げた時の彼の様子は、落ち着いていました。

「見届けてくれたのかな」

　寂さびしそうな顔をして、アホタレはそう言いました。

「きっと、そうだと思います」

　世界そのものではなく、世界に生きる生命を愛し、人間を愛し、人間を守るために竜りゆう王おうと対立し、自らを犠ぎ牲せいにした心優しい聖せい母ぼ竜りゆう。

　旧世界の人間たちは、彼女の慈じ悲ひも空むなしく戦争によって滅ほろびてしまいました。

　私たちは同じ過あやまちを繰くり返してはいけないと、切に思います。

　魔ま界かいに戻もどったアイネイアとノェルの現状は、わかりません。

　ヴァナディースもいなくなって、魔界と行き来できる手段が、なくなってしまったのです。とはいえ、こちらの世界と魔界が永久に断絶されたわけではありません。

　魔ま王おうメイ＝ヘムが持っていた世界の壁かべを越こえる力は、彼個人の力というわけではなく、魔王から魔王へ、代々、継けい承しようされていくものなのだそうです。

　実力でいえば、新たな魔王に相応ふさわしいのはアイネイアということになるでしょう。しかし、アイネイア自身は、自分には魔王の資質はないと考えていました。新たな魔王には、イングヴェルデを推すい挙きよしていました。

　新たな魔王の座についたのは、どちらなのか。

　私たちがその答えを知ることができるのは、もう少し、先の話です。

　世界の壁を越える力の継承には、八年から十年の時間がかかるそうです。

　アイネイアやノェルにまた会える日が、楽しみでなりません。その時までには、黒こく死し病びようも根絶されているはずです。

　懸け念ねんがあるとすれば、クリームヒルトですが……彼女に関しても、私はさほど心配してはいませんでした。

　クリームヒルトは、心の根まで瘴しよう気きに侵おかされ腐くさってしまったわけではありません。身を挺ていしてノェルを庇かばったのが、その証しよう拠こです。

　仮に、彼女が魔界に戦乱の種を蒔まくような真ま似ねをした時には、アイネイアやイングヴェルデがなんとかするはずです。

　魔王の娘むすめたちは、クリームヒルトも含ふくめて、姉妹力を合わせて魔界を立て直してくれるはずです。

　私は、そう信じています。

　トモエさんとヒナギクの話も、忘れてはいけません。

　心と身体からだに深い傷を負い、トモエさんの中で眠ねむり続けていたヒナギクは、竜王との戦いから一年後──ヴァナディースが消えた数日後に、トモエさんから『分かれ』ました。融ゆう合ごうを、解かい除じよしたのです。

　ヒナギクはトモエさんが昏こん睡すい状態にあった間に目を覚ましていたそうですが、融合を解除できるようになるまでに、そこからさらに一年かかったのです。

　かつて、フェブロニアの『恒久平和の実現者ピースメーカー』の一人、ソーマ＝サイフォスの部下として多くの人を手にかけてきたヒナギクは、その罪を償つぐなうために、旅立っていきました。トモエさんと一いつ緒しよにではありません。一人で、です。

　トモエさんは、以前に言っていました。ヒナギクの罪を、自分も一緒に背負っていくと。

　だから、私はてっきりトモエさんも一緒に行ってしまうものだと思っていました。トモエさんは、しかし、ヒナギクについていくことはしませんでした。

　自分が犯した罪はあくまでも自分のものであり、償いは自分一人でするというヒナギクの意志を、尊重したのです。

　ヒナギクは、自分の罪は決して償いきれないものだと言っていました。償いきれない罪を、それでも償い続けていくという過か酷こくな生き方を、ヒナギクは選せん択たくしたのです。

「どうか、あなた自身の幸せを、忘れないでください。そして、きっとまた、会いましょう」

「うん。必ず。お姉ねえちゃん」

　殺さつ戮りくの道具として生み出された少女たちは、微笑ほほえみと抱ほう擁ようを交わして、それぞれの道を歩き出しました。

　そう──。

　歩き出したのは、ヒナギクだけではありません。トモエさんもまた、歩き出したのです。

　殺し殺されるだけだった多くの姉妹たちの代わりに世界を見て回りたいと、ヒナギクが旅立った翌日に、トモエさんはアホタレに望みを告げました。

　過去にも、トモエさんはアホタレのお祖ば母あ様さまであるレミエル様とともに旅をしたことがあったそうですが、今度はもっと時間をかけて、世界を回りたいのだそうです。

　トモエさんの望みを、アホタレは認めました。

「いいぜ。行ってこいよ。でもさ、必ず帰ってこいよ」

「もちろんです、イル」

　初め、私はトモエさんはヒナギクの後を追おうとしているのだと思っていました。しかし、トモエさんが旅立っていったのは、ヒナギクとは逆の方角でした。

　トモエさんは、本心ではやはり、ヒナギクについていきたかったはずです。ヒナギクのことが心配で心配でたまらないはずです。

　姉妹たちの代わりに世界を見て回りたいというトモエさんの気持ちは、紛まぎれもない本心でしょう。姉妹たちが見られなかったものを見ることで、トモエさんは、姉妹たちの魂たましいを少しでも慰い撫ぶしたいのです。ヒナギクの旅を贖しよく罪ざいの旅とするなら、トモエさんの旅は鎮ちん魂こんの旅です。それでも、鎮魂だけがトモエさんの旅の理由ではないはずです。トモエさんはヒナギクが心配で、心配しすぎて、いてもたってもいられなかったのです。かといって、ヒナギクについていくことは、彼女の決意に水を差すことになります。

　だからこそ、トモエさんはヒナギクとは逆の方角へと旅立っていったのです。

　始まりの道は逆でも、旅を続けていれば、いつかどこかで出会えると信じて。

　あれから、四年──。

　果たして、トモエさんはヒナギクと再会することができたのか。

　それを知る術すべは、私にはありません。




　さて。

　では、最後に私たちの話をしましょうか。

　ここでいう私たちとは、私と、アホタレと、もうひとり──。




「おかーさん」

　袖そでを引っ張られて、私は針を操っていた手を止めました。

　針を針山に刺さし、縫ぬいかけの服を膝ひざの上に置いて、娘むすめに向き直りました。

「アリア。針仕事をしている時に引っ張っては駄だ目め。以ま前えにも言ったでしょう？」

「ごめんなさい」

　素直に謝って、娘のアリアは手にしていた本を差し出してきました。

「ほん、よんで？」

　四つになったばかりの小さな身体からだにはまったく不釣つり合いなその分厚い本は、私の魔ま法ほう書しよです。

「また、ずいぶんと難しい本を持ってきたのね」

　思わず苦笑してしまったのは、アリアが昔の私と同じことをしているからです。

　齢よわい四歳さいにして、アリアは大変な読書家でした。

　といっても、自分で文字が読めるわけではなく、私が声に出して読んで、それを聞いているだけですが。

　本を読み聞かせてもらうのが大好きなのは、私の子供の頃ころと同じです。私も、おばあちゃんに毎日読んでもらっていました。

　本の内容はなんでもいいのです。物語である必要もありません。おばあちゃんの本を読む声を聞くのが大好きだったのです。アリアも、そうです。

　私は膝の上の服を卓たくに置いて、

「おいで」

　アリアを膝の上に載のせました。

　アリアは私の顔を見上げて、嬉うれしそうに笑いました。

　笑みを返して、本を開きます。

　ちなみに、縫っていたのはアリアの服です。作っていたわけではなく、直していただけですが。

　服を作るだけの裁さい縫ほう技術は、私にはありません。簡単な直しが精せい一いつ杯ぱいです。

　裁さい縫ほうなんて、結けつ婚こん前にはまったくできませんでした。

　自然と身に付いたわけではありません。トモエさんに仕込まれたのです。裁縫だけでなく、料理や洗せん濯たく、掃そう除じのやり方まで、それはもうビシビシと鍛きたえられました。泣き言を言ったり、口答えをしようものなら、「口を動かす暇ひまがあったら手を動かしてくださいまし！」と叱しかり飛ばしてくる、鬼おに教官っぷりでした。

　魔ま法ほう以外はもう本当にからっきしで、壊かい滅めつ的に不器用な私が、それでもなんとか家事をこなせているのは、トモエさんのおかげです。とても感謝はしていますが、あのしごきの日々を思い出すと、身み震ぶるいしそうになります。

　膝ひざの上のアリアは、頁ページをびっしりと埋うめ尽つくす文字列を、真しん剣けんに見つめています。

　今はただ読むことができずただ見ているだけですが、遠からず本物の読書家になることは間ま違ちがいありません。私がそうでしたから。

「じゃあ、読むね。ラディアス＝バークレー著、元素魔法論第二巻……あら、いきなり二巻を持ってきちゃったのね」

　わざわざ一巻に換かえに行ったりはしません。先程も言ったように、本の内容はなんだってかまわないのです。

「第一章、第一元素と第二元素の親和性と、第二元素の変質について──」

　魔法を学んだことのない者にはちんぷんかんぷんのはずの内容を、それでもアリアは興こう奮ふん気味に小さな拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめて聞いています。

　一章の区切りのいいところで、私は朗ろう読どくを止め、アリアに訊たずねました。

「本、楽しい？」

　アリアは私の顔を見上げて、満面の笑みで答えました。

「たのしい」

　そして、質問を返してきました。

「おかーさんも、たのしい？」

「楽しいよ」

　本を閉じ、卓たくに置いて、私はアリアを抱きしめました。

　アリア──。

　私が賢けん人じん長ちようの座を半年で退いたのは、アリアを産むためです。

　子育てをしながら仕事も、という選せん択たく肢しを、私は選びませんでした。アリアと一いつ緒しよにいられる時間を、少しでも増やしたかったのです。

　私が、今もこうして生きていられるのは、アリアのおかげです。

　アホタレから竜りゆうの因いん子しを受け継ついだアリアは、私のお腹なかに宿ったその時から、並外れた生命力を持っていました。

　その生命力が、この世に生まれ出ようとする本能が、母体である私を守ったのです。

　アリアが、自分の命を燃やし尽つくしてしまった私に、命を分け与えてくれたのです。

　アリアが生まれてすぐの頃ころには、まだヴァナディースはアホタレの中から消えていませんでしたし、トモエさんもいました。

　ふたりとも、アリアが生まれるのを待っていてくれたのです。

「おかーさん、どしたの？」

「幸せを、噛かみしめてたの」

「しあわせ？」

「アリアが生まれてきてくれて、アリアがここにいてくれて、お母さん、とっても幸せだよ」

「しあわせって、うれしいこと？」

「そう、嬉うれしいこと」

「なら、アリアもしあわせ！　おかーさんがアリアのおかーさんになってくれて、しあわせ！」

　アリアは嬉しそうに──幸せそうに、笑っています。

　我わが子を抱きしめて幸せを噛みしめる日がくるなんて、魔ま王おう討とう伐ばつの旅に出る前の私は、夢にも思っていませんでした。そういった類たぐいの幸せは自分には一いつ生しよう涯がい無む縁えんなものだと決めつけていました。

　私はアホタレに出会い、彼を愛し、彼に愛されて、そして、今があります。

　人生は愛によって大きく変わるのだということを、私は思い知らされました。日々、思い知らされている最中です。

　がちゃり、とドアが開く音がして、私は顔を上げました。

「たっだいまー」

　アホタレが、帰ってきました。画材道具一式が入った袋ふくろを、肩かたに担かついでいます。

「おとーさんだ！」

　アリアが私の膝ひざから飛び降りて、アホタレに駆かけ寄っていきます。

「おかえりなさーい！」

　脚あしに体当たり同然に抱きついてきたアリアを、アホタレは袋を下ろして、両手で抱き上げました。

「おお、アリアー。アリアは今日もアリアだなー」

「アリアはきょうもアリアだよー」

「明日はどうなんだろうなー」

「アリアはずっとアリアだよー」

「そっかー。そりゃそうだよなー。お父さん、安心したよ」

　帰ってくるなり、意味不明な会話を繰くり広げています。

「おかえりのちゅーは？」

「ああ、もちろんするぞ。でも、まずはお母さんからな」

　アホタレはアリアを抱いたまま私に歩み寄ってくると、まずは私の頬ほおに、それからアリアのおでこに軽くキスをしました。

　すっかり帰宅時の恒こう例れいになってしまった、『おかえりのちゅー』です。ちなみに、アホタレが仕事に出かける際には、私が『いってらっしゃいのちゅー』をするのが、やはり恒例になっています。

「おかえりなさい、あなた。絵は、売れていましたか？」

「一枚も売れてなかった！」

　私の問いに、アホタレは元気いっぱい、残念な答えを返してきました。

「いやー、興きよう味みを持ってくれた人はいたみたいなんだけどさー」

　三年前から、アホタレは絵をただの趣しゆ味みではなく生なり業わいにしていました。

　今現在、私たちが暮らしているのは、ランドールの王おう都とファルシオンではありません。

　ランドール領内北東部にある小さな田舎いなか町に、私たちは生活の場を移していました。

　なにしろ、アホタレは救世の英えい雄ゆうです。王都では、アホタレの名声や力を利用したがる人たちがとにかく多くて、落ち着いた暮らしが難しかったのです。

　田舎町とはいえここもランドール領内ですから、レックス＝イル＝ハイドフェルトの名前と活かつ躍やくは響ひびき渡わたっています。が、さすがに英雄の顔を知っているという人まではいませんから、面が割れて騒さわぎになるといった事態は、今のところありません。

　アホタレの絵は、町の画が廊ろうに並べてもらっていました。王都にも、定期的に出品しています（もちろん、名前は変えて）。売れ行きは、それなりです。家族三人、つつましく暮らしていける程度の収入にはなっていました。魔ま王おう討とう伐ばつの報ほう奨しよう金きんがありますし、そもそもアホタレは貴族ですから、食べるのに困ることはないのですが。

「うーん……」

　アホタレがアリアを抱いたまま、窓まどへと視線を向けて、唸うなりました。

「どうかしましたか？」

「なあ、アンジュ、この町好きか？」

「気に入っていますよ。気候は良いですし、窓からの眺ながめも悪くありませんし」

　アホタレに倣ならって、私も窓へと目を向けました。

　通りを挟はさんだ向こう側に、この地方の産品であるセリスの花畑が広がっています。昔は薬草の材料として重宝されていたセリスですが、近年では花の美しさから主に観賞用として王都に出荷されています。今はちょうど花の時期で、真っ白な花が目に眩まぶしいほどに咲き誇ほこっています。

「オレも、この町好きなんだけどさー。このへんの風景も、ちょっと描かき飽あきてきたかも」

「はあ」

「なんつーか、同じような風景ばっかり描いてると、創そう作さく意欲が落ちてくるっつーか」

　などと芸術家を気取った台詞せりふを口にします。まあ、実際に芸術家ではあるんですが。

「おとーさん、アリアのこともまたおえかきしてー」

「おう、いいぞ。アリアは何度描かいたって飽あきないからな。……でさ」

　私に向き直って、アホタレは言いました。

「旅に出ない？」

「……はい？」

「旅に、出ないかって」

「……どこへですか？」

「どこでもいいよ。いろんなところを見て回りたいんだ。オレと、アンジュと、アリアと、三人でさ」

「唐とう突とつですね」

「面白いかなって、思ってさ」

「……旅、ですか……」

　私は、今の暮らしになんの不満もありません。アホタレがいて、アリアがいて、それだけでもう十分幸せです。が、それでも、旅という単語を聞くと、胸むねに込み上げてくるものがあります。

「嫌いやか？」

「嫌……というわけではありませんが、アリアのことを考えると……」

　私はアリアを見ました。

　アリアは、私たちの会話の意味がよくわかっていないようで、小首を傾かしげています。

「アリアにはしっかり勉強をさせたいと、私は思っています」

　アリアは知的好こう奇き心しんの旺おう盛せいな子です。

　将来は私と同じように魔ま法ほう使つかいになってほしいとか、学者になってほしいとか、そこまでは思っていません。

　アリアには、アリアの好きなように生きてほしいと思っています。そのための──夢を叶かなえるための力を、私はアリアに与えたいと思っています。そして、私が与えてあげられる力は、知識です。

「旅が、なによりの勉強になってくれるさ」

「それは……たしかに、そうかもしれませんが……」

　私の言う勉強とアホタレの言う勉強とでは、意味が異なっています。

　ですが、アホタレの言っていることは、間ま違ちがいではありません。

　レイヴェン様に命じられて始まった魔ま王おう討とう伐ばつの旅は、途と方ほうもない知識と経験を私に与えてくれました。

　旅の最中、私は自分の価値観が大きく変化する体験を、何度もしています。

「たびって、いろんなところにいくこと？」

「ああ、そうだ。いろんなところに行くんだ。山を越こえて、海も越えて、すっごい景色がいっぱい見られるぞ」

「ぼーけんは？　ぼーけんも、するの？」

「ああ、するぞ。竜りゆうの棲すむ山とか、巨きよ人じんの里とかにも行っちゃうぞ」

「ふぇにっくすにも、あえる？」

「アリアは、フェニックスに会いたいのか」

「あいたい！」

「……だってさ」

　アホタレが私を見ました。

「ふぇにっくすー、ふぇにっくすー」

　アリアが竜よりも巨人よりもフェニックスに反応しているのは、これはもう間ま違ちがいなく、私がウェルチの話を何度も聞かせたせいでしょう。

　私の、一番の親友の話を。

「アリアがすっかりその気になってしまったじゃないですか」

「アンジュは、なってないのか？」

「即そく答とうは、できません」

　うーんと唸うなって、アホタレは首を傾かたむけました。

「もう一ひと押おしってところか」

　諦あきらめてくれるつもりは、どうやらないようです。

　さて、なんと言って私を説得するのでしょうか。

「アンジュ」

　アホタレはアリアを左腕うでだけで抱いて、右の手を私に差し出してきました。

「オレは、アンジュとまた旅がしたい」

　それは、アホタレらしい、なんのひねりもない、まっすぐな言葉でした。

　ですが、同時に、とても卑ひ怯きような言葉でもありました。

　そんな言い方をされてしまったら、拒こばめないじゃないですか。

　駄だ目めなのです、私は。

　アホタレに必要とされたら、アホタレが私を必要としてくれたら、私はもうなんだって言うことを聞いてしまうのです。

「私の人生は、あなたに振ふり回されっぱなしですよ」

　私は苦笑とともに、目の前に差し出されたアホタレの手を取りました。

　アホタレはいたずらっぽく笑って、私を立たせました。

「決まりだ！　旅だぞ、アリア」

「やったー！」

　アリアは両手を上げて喜んでいます。

　好こう奇き心しんが強く、物もの怖おじしない子ですから、旅には向いているでしょう。

　いい機会、なのかもしれません。

　私はアリアに夢を叶かなえるための力を与えたいと思っていますが、私が与えるまでもなく、アリアには持って生まれた大きな力があります。

　アリアの血には、アホタレから受け継ついだ竜りゆうの因いん子しが宿っています。

　遠からず、アリアは自分が普ふ通つうの人間とは違ちがうことを理解する日がくるでしょう。

　自分の力とどう向き合っていくのか。なんのために、誰だれのために力を使うのか。アリアは、自分の頭で、意志で、考え、決断していかなければならないのです。

　この旅は、アリアに、持って生まれた力を自覚させ、力を持つ者の責任について考えるいい機会になってくれるはずです。

　勉強も、もちろんさせますよ。本をたくさん持っていかなければなりませんから、荷物が重くなりますね。

「んじゃ、早速準備だ！」

「今からですか？」

「善ぜんは急がば回れって言うだろ！」

「それを言うなら、善は急げ、です」

　急がば回れじゃ、逆の意味になってしまいます。

「そうそれ！　善は急げ！」

「ぜんはいそげー！」

　そして、アホタレと私は、久々にかつての装備に身を包みました。

　私は、一般的な旅人用の麻あさの服の上に巨きよ人じんの里で貰もらった繊せん維いを使って作ったマントを纏まとい、手には魔ま女じよの幽ゆう霊れいに貰った杖つえを。

　アホタレは、私のマントと同じ繊維で作ったクロースアーマーに、町の武器屋で買った中古の騎き士し剣けんです。

「アンジュ、その服、きつくなったりしてない？」

「してませんっ」

　大だい丈じよう夫ぶです。体型は、崩くずれていません。崩していません。

「あなたは……防具と武器が釣つり合っていませんね」

　アホタレが魔ま王おうメイ＝ヘムから譲ゆずり受けた『鬼おに丸まる』は、竜りゆう王おうとの戦いで、神しん気きの嵐あらしに呑のまれて失われていました。

　魔王の形見であり、魔界一の刀とう匠しよう父娘が鍛きたえた業わざ物ものでしたが、仕方ありません。

『竜殺しドラゴンキラー』も、竜王との戦いで破は損そんし、ユーシスに返へん却きやくした後、どうなったのかは不明です。

　アホタレは、アリアが生まれた後も、時折ですが、剣けんの練習をしていました。殺生が苦手なだけで、剣術そのものは好きなのです。

　私も、魔ま法ほうの腕うでを鈍にぶらせたりはしていませんよ。

　おばあちゃんのような魔法使いになるという夢は、今も捨ててはいません。

　導師の称しよう号ごうを得て、勇者レックスとともに世界を救って……世間的には、私のほうがおばあちゃんよりも有名になってしまいました。

　それでも、私はまだまだおばあちゃんの足あし許もとにも及およんではいないと、そう思っています。

　おばあちゃんの魔法は、いつだって人のために使われ、人を救い、人を幸せにしてきました。

　おばあちゃんは、人を笑顔にできる魔法使いでした。

　私の魔法は、人を傷つけることはできても笑顔にはできません。笑顔にできたとしても、それは別の誰だれかを傷つけた結果です。

　私は、おばあちゃんのように、誰の血も流さずに人を笑顔にできるような、そんな魔法使いになりたいのです。

　この旅で、私はその領りよう域いきに一歩でも近づけるでしょうか。

「まずは、あなたに見合った剣を見つけないといけませんね」

　並の剣では、アホタレの並外れた力に耐たえることはできません。『明アけウのロ明ー星ラ』や『鬼おに丸まる』のような業わざ物ものが必要です。

「そうだなー。でも、まずはやっぱり、トモエだろ」

「あ……」

　そうですね。そのとおりです。

「私たちの旅には、トモエさんが必要ですね」

「だろ？　トモエを見つけて、剣も見つけて、んで、みんなに会いにいこうぜ」

「ええ。会いにいきましょう。みんなに」

　トモエさんに、オルリスに、シンタに、レムリア様に、ジェイドに、ヒナギクに、ユーシスに、クシナダに、ヨアキムに、レイヴェン様に、アイカに。

　居所がわかる人もいれば、わからない人もいます。わからない人は、捜さがしましょう。そうしているうちに時間が経たって、アイネイアやノェルにも会えるようになるはずです。




　家の管理は、とりあえず町長さんにお願いしました。この後、王おう都とに寄り、ハイドフェルト家の使用人に家財道具の運び出しと家の処分を任まかせる予定です。三年間暮らした、それなりに愛着のある家ですが、戻もどることはもうないでしょう。

　町の防具屋さんでアリア用の旅装しよう束ぞくを買って、着せました。

　麻あさの服の肌はだ触ざわりを嫌いやがるかも……とも思いましたが、アリアは面白がって喜んでいました。新しい体験はなんでも楽しんでしまえる子なのです。旅には向いています。

　そして、私たちは町を出ました。

　はしゃぎすぎて疲つかれたのでしょう。アホタレに肩かた車ぐるまされた格好で、アリアはこっくりこっくりと船を漕こいでいます。

「オレたちの、新たな旅立ちだな」

「そうですね」

「アンジュ、あれしてくれよ。いってらっしゃいのちゅー」

「なんでですかっ。私も一いつ緒しよに行くのに」

「いいじゃんいいじゃん。減るモンじゃなし」

「スケベ親父みたいなことを言わないでください。……わかりましたよ、もう」

　私はため息交じりに軽く爪つま先さき立ちをして、アホタレの頬ほおにキスをしました。

「よっしゃ！　気合い入った！」

　アホタレは片方の拳こぶしをぐっと握にぎりしめると、

「伝説、作ろうぜ！」

　その拳を、高く突つき上げました。

「……なんですか、それは？　なんか決め台詞ぜりふっぽい感じですが」

「ばあちゃんの若い頃ころの口くち癖ぐせだったらしいぜ。伝説、作るわよ！　ってさ」

「スケールの大きな口癖ですね」

「さすがはばあちゃんだろ」

「ええ。でも、あなたはもう伝説を作ってしまったじゃないですか」

　かの竜りゆう騎き士しレイジャックですら撃げき退たいするのが精せい一いつ杯ぱいだった魔ま王おうメイ＝ヘムを見事討うち果たした（ということになっている）新たな竜騎士、勇者レックス＝イル＝ハイドフェルトの名前を知らない者は、いません。アホタレは既すでに、十分すぎるほどに伝説の存在なのです。

「もっといっぱい作るんだよ。ばあちゃんが言ってたんだ。じいちゃんともっといっぱい伝説作りたかった、ってさ」

「お祖じ父い様さま……お名前は、たしか、クロード様……でしたっけ？」

「ああ。じいちゃん、ばあちゃんと結婚して三年もしないうちに病気で死んじゃったらしくてさ」

「レミエル様は、それを機に冒険者を引退された……と？」

「いや、その後もトモエを連れて冒険しまくってた」

「お、お元気なお祖ば母あ様さまですね。今いま更さらですが……」

「ああ。でも、じいちゃんと一いつ緒しよには冒険できなくなっちまったわけだしな。だから、オレは、アンジュとずっと一緒に冒険するんだ。んで、伝説をいっぱい作る」

「……本当に、変わりましたね。あなたは」

　昔のアホタレは、自分自身の力に対して今のように能動的ではありませんでした。

　自分の力を恐おそれ、英えい雄ゆうの曾ひ孫まごであるという立場を嫌きらい、期待と責任から逃のがれよう逃れようとしていました。

「そういうアンジュもさ、変わったよな」

「そうですね」

　人は変わっていくのだということを、人は変われるのだということを、私はあの旅で学びました。

「これからも、変わっていくのでしょうね。あなたも私も、アリアも」

「きっとな。でも、変わらないものもあるぜ」

　アホタレは今し方突つき上げた拳こぶしを解いて、その手を私に差し伸べました。

「オレがアンジュを好きだって気持ちは、変わらない」

　私はその手を取って、答えます。

「私があなたを好きだという気持ちも、変わることはありません。なにがあっても」

　微笑ほほえみを交わして、私たちは歩き始めました。




　変わらない想おもいを抱いて、まだ見ぬ未あ来すへ。

　私たちの旅は、終わりません。
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　　　　あとがき




　私がライトノベルに出会ったのは、中学一年生の時です。

　ライトノベルに出会う以前の私は、読書が嫌きらいでした。当時の私にとって、読書はただ、面めん倒どうで眠ねむくなるだけの行こう為いでした。

　ある日、クラスの友人が休み時間に読んでいた一冊のライトノベル──。

　アニメ調の表紙絵が気になった私は、友人からその本を借り、授業中に読み（真ま似ねしちゃ駄だ目めですよ！）、放課後には本屋に走っていました。

　読書を楽しいと感じた経験はそれ以前にもあったはずですが、「読書って楽しいものなんだ！」と痛感したのは、この時が初めてです。

　ライトノベルは、私に読書の楽しさを教えてくれた、恩人ならぬ恩本です。

　デビューから十年、ライトノベルとはなにかということを考え、十年目の新作は、自分にとってのライトノベルの王道ど真ん中を行く作品にしようと決めました。

　そうして生まれたのが、『竜りゆうと勇者あいつと可愛かわいげのない私』です。

　中学生当時、大好きだった（今でも大好きな）作品たちへのオマージュがたくさん込められています。

　懐かしくて新しい、そんな作品を目指しました。

　いかがでしたでしょうか。楽しんでいただけたでしょうか。

『竜と勇者と可愛げのない私』第８巻、これにて完結でございます。

　アンジュたちの旅を最後まで書ききることができて、心底ホッとしています。

　それもこれも、キャラクターたちに魅み力りよく的な姿を与えてくださったぎん太先生のおかげであり、素す敵てきな装そう丁ていを施ほどこしてくれたデザイナーさんのおかげであり、好き勝手に書かせてくれた担当編集氏のおかげであり、買い支えていただいた読者の皆さんのおかげです。

　本当に、ありがとうございました。その他、関係者各位にも、厚く御礼申し上げます。

　最終巻のあとがきということで、本当はもっと、作品を振ふり返ってあれこれと語ったほうがよいのでしょうけれど、今はまだ無理です。アンジュたちは今も頭の中で動き回っていて、振り返るどころではありません。みなさんの頭の中でも、いつまでもアンジュたちが生き続けてくれることを、願わずにはいられません。




　では、また次回作でお会いしましょう！




　二〇一二年　秋


志し村むら一かず矢や
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志し村むら一かず矢や

第５回電撃ゲーム小説大賞《選考委員特別賞》受賞後、受賞作『月と貴女に花束を』でデビュー。脱稿したら部屋の掃除をしようと心に決めてはいたものの、いざ脱稿してみたら放心状態が続いていて、結局、部屋は散らかったままである。新作がんばります。
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ぎん太た

ゲーム原画、イラスト等、美少女絵を中心に活動中。ついに最終巻！　感慨無量です。まだまだ彼らと一緒に旅をしたい気持ちもありますが、読了後の満足感もたっぷり頂いたので、あとは想像で思いを巡らせてみます。いろんなキャラのいろんな場面を描かせていただいて、毎回とても楽しかったです！　ありがとうございました!!









電撃文庫





竜りゆうと勇者あいつと可愛かわいげのない私わたし８











志し村むら一かず矢や
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